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第
４
章　

安
全
安
心
な
ま
ち

第
１
節　

地
震
・
津
波

１　

地　

震
昭
和
43
（
１
９
６
８
）
年
５
月
16
日
午
前
９
時
48
分
、
三
陸
沖

を
震
源
と
す
る
Ｍ
７
・
９
の
地
震
が
発
生
し
、
室
蘭
地
方
で
は

震
度
４
が
観
測
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
じ
日
の
午
後
７
時
39
分
に
も
同
じ
く
Ｍ
７
・
４

の
地
震
が
発
生
し
、
こ
ち
ら
で
は
室
蘭
地
方
で
震
度
３
が
観
測
さ
れ
た
。
こ
の
地
震

に
よ
っ
て
日
本
電
信
電
話
公
社
の
本
州
と
北
海
道
を
結
ぶ
海
底
通
信
ケ
ー
ブ
ル
と
無

線
区
間
が
切
断
さ
れ
て
、
北
海
道
が
一
時
的
に
通
信
面
で
孤
立
状
態
に
陥
っ
た
。
本

市
に
お
い
て
も
、
軽
傷
者
２
名
の
人
的
被
害
の
ほ
か
、
住
家
の
半
壊
３
戸
、
一
部
破

損
30
戸
、
非
住
宅
が
半
壊
１
棟
、
崖
崩
れ
６
か
所
、
道
路
６
か
所
、
上
水
道
破
裂
21

か
所
、
小
中
学
校
一
部
破
損
７
校
、
そ
の
他
公
共
施
設
７
か
所
、
商
品
被
害
１
０
２

件
、事
業
所
３
か
所
、国
や
北
海
道
が
管
理
す
る
施
設
（
河
川
１
か
所
、道
路
２
か
所
、

工
業
用
水
道
道
水
管
３
か
所
）
の
被
害
が
発
生
し
、
被
害
総
額
は
４
８
５
７
万
８
千

円
に
上
っ
た
。

　

十
勝
沖
地
震
は
平
成
15
（
２
０
０
３
）
年
に
も
発
生
し
た
。
平
成
15
年
９
月
26
日

午
前
４
時
50
分
、釧
路
沖
を
震
源
と
す
る
深
さ
45
㌔
㍍
、Ｍ
８
・
０
の
地
震
が
発
生
し
、

本
市
内
で
は
鉱
山
町
の
観
測
所
で
震
度
３
を
観
測
し
た
。

　

こ
の
地
震
に
よ
っ
て
重
傷
者
１
名
、
軽
傷
者
３
名
、
計
４
名
の
人
的
被
害
が
発
生

し
た
ほ
か
、
外
壁
剥
離
や
道
路
陥
没
等
が
発
生
し
、
被
害
総
額
は
３
４
５
万
８
千
円

に
上
っ
た
。

昭
和
57
（
１
９
８
２
）
年
３
月
21
日
に
浦
河
沖
を
震
源
と
す
る

Ｍ
７
・
３
の
地
震
が
発
生
し
、
室
蘭
地
方
で
は
震
度
３
が
観
測

さ
れ
た
。
こ
の
地
震
に
よ
っ
て
軽
傷
者
１
名
の
ほ
か
住
家
の
一
部
損
壊
３
戸
、
学
校

施
設
１
か
所
、
水
道
施
設
１
か
所
の
ほ
か
12
件
の
商
工
業
被
害
が
発
生
し
、
被
害
総

額
は
６
２
５
万
１
千
円
に
上
っ
た
。

平
成
５
（
１
９
９
３
）
年
７
月
12
日
午
後
10
時
17
分
に

北
海
道
南
西
沖
を
震
源
と
す
る
深
さ
35
㌔
㍍
、
Ｍ
７
・

８
の
地
震
が
発
生
し
た
。
こ
の
地
震
に
よ
っ
て
遡
上
高
30
㍍
に
お
よ
ぶ
津
波
が
発
生

し
て
道
南
の
奥
尻
島
で
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た
。

　

室
蘭
地
方
で
は
震
度
４
が
観
測
さ
れ
、
本
市
内
で
も
軽
傷
者
２
名
の
人
的
被
害

が
発
生
し
た
ほ
か
、
道
路
被
害
２
か
所
、
下
水
道
被
害
４
か
所
、
そ
の
他
公
共
施

設
に
も
被
害
が
発
生
し
、
商
工
業
被
害
１
０
５
万
６
千
円
と
合
わ
せ
て
被
害
総
額

１
０
８
９
万
６
千
円
に
上
っ
た
。平

成
30
（
２
０
１
８
）
年
９
月
６
日
午
前
３
時
７
分

に
厚
真
町
と
む
か
わ
町
の
境
界
付
近
を
震
源
と
す
る

深
さ
37
㌔
㍍
、
Ｍ
６
・
７
の
地
震
が
発
生
し
た
。
こ
の
地
震
で
本
市
で
は
観
測
史
上

初
と
な
る
震
度
５
弱
を
記
録
し
た
。

　

地
震
の
影
響
に
よ
っ
て
震
源
地
に
近
い
苫
東
厚
真
火
力
発
電
所
で
ボ
イ
ラ
ー
が
破

損
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
３
基
の
う
ち
２
基
が
緊
急
停
止
。
そ
の
18
分
後
に
残
る
１
基

　
十
勝
沖
地
震

　
浦
河
沖
地
震

　
北
海
道
南
西
沖
地
震

　
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
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も
停
止
し
た
こ
と
で
北
海
道
内
の
電
力
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
道
内
の
他
の
発

電
所
の
停
止
や
北
海
道
・
本
州
間
連
系
設
備
の
送
電
の
停
止
に
よ
っ
て
全
道
的
に
停

電
が
発
生
し
た
。

　

本
市
内
で
も
９
月
８
日
に
全
面
復
旧
す
る
ま
で
の
間
に
停
電
が
発
生
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
等
の
電
気
を
要
す
る
シ
ス
テ
ム
を
介
し
て
行
う
本

市
の
窓
口
業
務
が
休
止
し
た
ほ
か
、
酪
農
業
に
お
い
て
搾
乳
機
や
搾
乳
し
た
生
乳
を

冷
却
す
る
バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
等
の
電
源
が
確
保
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
14
ト
ン

に
及
ぶ
生
乳
が
廃
棄
さ
れ
た
。
ま
た
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
、
電
力
を
必
要
と
す

る
集
合
住
宅
等
の
受
水
槽
経
由
の
断
水
が
一
部
で
発
生
し
、
携
帯
電
話
も
つ
な
が
り

づ
ら
い
状
況
が
発
生
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
24
年
に
本
市
及
び
室
蘭
市
で
発
生
し
た
大
規
模
停
電
の
教

訓
か
ら
発
電
機
等
の
整
備
を
進
め
た
地
区
防
災
組
織
で
は
、
そ
の
非
常
用
発
電
機
等

を
町
内
会
館
等
で
稼
動
し
て
、
携
帯
電
話
の
充
電
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
地
震
に
よ
る
人
的
被
害
は
発
生
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
道
路
や
公
園
等
で
８

か
所
、
学
校
施
設
そ
の
他
の
公
共
施
設
で
71
か
所
が
被
害
を
受
け
、
被
害
金
額
は
約

４
千
４
０
０
万
円
と
な
っ
た
。
ま
た
、
住
家
で
半
壊
１
棟
、
一
部
損
壊
43
棟
と
な
り
、

そ
の
他
、
観
光
業
で
は
地
震
発
生
の
９
月
６
日
か
ら
９
月
18
日
ま
で
の
間
に
約
９
万

件
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
発
生
し
、観
光
業
の
被
害
金
額
は
約
８
億
８
千
万
円
に
上
っ
た
。

２　

津　

波

太
平
洋
沿
岸
の
津
波
堆
積
物
の
調
査
を
続
け
て
き
た
北
海
道

教
育
大
学
札
幌
校
が
若
山
町
３
丁
目
で
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、１
６
４
０
年
の
駒
ヶ
岳
の
噴
火
に
由
来
す
る
火
山
噴
出
物
（K

o-d

）

の
直
下
に
津
波
堆
積
物
と
思
わ
れ
る
砂
層
が
確
認
さ
れ
た
。

　

１
６
４
０
年
の
駒
ヶ
岳
の
噴
火
で
は
、
噴
火
に
伴
っ
て
山
体
崩
壊
が
発
生
し
、
内

浦
湾
に
流
れ
込
ん
だ
土
砂
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
津
波
が
、
内
浦
湾
の
沿
岸
に

甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
こ
の
津
波
は
本
市
に
も
来
襲
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
て
お
り
、
砂
層
が
存
す
る
標
高
か
ら
標
高
６
㍍
か
ら
７
㍍
程
度
ま
で
津
波
が
到
達

し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
駒
ヶ
岳
噴
火
を
遡
る
約
30
年
前
の
１
６
１
１
年
に

は
、
東
北
地
方
に
大
津
波
を
も
た
ら
し
た
慶
長
三
陸
地
震
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
確
認
さ
れ
て
い
るK

o-d

直
下
の
砂
層
は
、
こ
ち
ら
に
由
来
す
る
可
能
性
も
否

定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
17
世
紀
に
は
、
本
市
に
１
回
以
上

の
津
波
が
来
襲
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、『
登
別
町
史
』
に
記
載
の
あ
る

１
７
４
１
年
の
渡
島
大
島
の
噴
火
に
伴
う
津
波
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
津
波
堆
積

物
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
３
月
11
日
、
宮
城
県

牡
鹿
半
島
の
東
南
東
沖
１
３
０
㌔
㍍
の
海
底
を

震
源
に
発
生
し
た
地
震
と
、
そ
れ
に
よ
る
大
津
波
は
、
東
北
地
方
と
関
東
地
方
の
太

平
洋
沿
岸
部
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
。

　

本
市
で
は
、
地
震
発
生
後
の
15
時
30
分
に
気
象
庁
が
発
表
し
た
「
津
波
警
報
（
大

津
波
）」
を
受
け
て
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
本
市
内
８
か
所
（
鉄
南
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
、
市
民
会
館
、
婦
人
セ
ン
タ
ー
、
鷲
別
公
民
館
、
富
岸
小
学
校
、
幌
別
中

学
校
、
青
葉
小
学
校
、
緑
陽
中
学
校
）
に
避
難
所
を
開
設
す
る
と
と
も
に
、
道
道
登

別
港
線
の
通
行
止
め
に
合
わ
せ
て
市
道
蘭
法
華
通
り
を
通
行
止
め
に
し
た
。

　

15
時
35
分
に
は
、
本
市
内
の
海
岸
線
付
近
に
住
む
２
千
６
５
３
世
帯
、

５
千
３
９
２
人
に
対
し
て
「
避
難
指
示
」
を
発
令
し
、
サ
イ
レ
ン
遠
隔
吹
鳴
装
置
や

　
17
世
紀
の
津
波

　
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に

　
伴
う
津
波
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市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
広
報
車
な
ど
を
用
い
て
対
象
地
区
の
住
民
に
避
難
を
呼
び

か
け
た
。
こ
の
後
、
本
市
内
に
開
設
し
た
避
難
所
に
は
、
市
民
が
続
々
と
詰
め
か
け
、

避
難
者
数
が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
11
日
の
18
時
40
分
時
点
で
は
、
全
避
難
所
の
合
計
が

１
千
４
７
０
人
に
達
し
て
い
る
。

　

翌
12
日
に
津
波
警
報
は
解
除
さ
れ
、
津
波
注
意
報
に
変
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、
避
難

指
示
を
解
除
し
た
も
の
の
、
自
宅
へ
戻
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ
る
市
民
な
ど
が
避
難

所
に
残
っ
て
い
た
た
め
避
難
所
の
開
設
は
継
続
し
た
。
翌
13
日
に
な
り
、
避
難
者
全

員
が
帰
宅
し
た
こ
と
か
ら
同
日
の
午
後
６
時
に
本
市
内
の
全
て
の
避
難
所
を
閉
鎖
し

た
。

　

本
市
内
に
は
、
11
日
16
時
10
分
に
胆
振
幌
別
川
の
河
口
か
ら
約
０
・
４
㌔
㍍
上
流

に
あ
る
来
福
橋
観
測
所
で
津
波
の
第
１
波
（
０
・
８
㍍
水
位
が
上
昇
）
を
観
測
し
、

翌
朝
４
時
に
最
大
波
（
１
・
２
㍍
水
位
が
上
昇
）
を
観
測
し
て
い
る
。
ま
た
、
鷲
別

川
で
も
河
口
か
ら
約
１
・
３
㌔
㍍
上
流
に
設
置
さ
れ
て
い
る
上
鷲
別
橋
観
測
所
で
16

時
20
分
に
津
波
の
第
１
波
（
０
・
３
㍍
水
位
が
上
昇
）
を
観
測
し
て
い
る
。
こ
の
第

１
波
が
同
観
測
所
に
お
け
る
最
大
波
と
な
っ
た
。

　

本
市
内
で
発
生
し
た
津
波
に
よ
る
被
害
は
、
登
別
漁
港
に
集
中
し
て
い
る
。

　

登
別
漁
港
を
拠
点
と
す
る
漁
業
者
は
、
津
波
に
よ
る
被
害
を
免
れ
る
た
め
、
津
波

警
報
の
発
令
後
ま
も
な
く
、
同
漁
港
に
停
泊
中
の
漁
船
の
一
部
を
沖
合
に
出
し
た
た

め
、
沖
合
に
出
し
た
漁
船
は
転
覆
等
の
被
害
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
磯
船
な

ど
同
漁
港
内
に
停
泊
を
続
け
た
小
型
船
舶
で
は
、
浸
水
や
転
覆
に
よ
る
船
外
機
の
破

損
な
ど
に
よ
っ
て
合
計
４
隻
の
漁
船
に
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。
ま
た
、
沖
合
に
漁

船
を
出
す
た
め
同
漁
港
に
来
て
い
た
船
主
等
の
自
家
用
車
が
津
波
で
破
損
し
、
漁
港

施
設
に
つ
い
て
も
活
魚
施
設
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
及
び
荷
捌
き
所
に
あ
っ
た
電
気
リ
フ
ト

が
浸
水
で
故
障
し
て
い
る
。
な
お
、
鷲
別
漁
港
で
も
16
時
10
分
に
約
０
・
５
㍍
の
津

波
が
目
視
で
確
認
さ
れ
た
が
、
幸
い
に
し
て
被
害
は
発
生
し
な
か
っ
た
。

　

震
災
後
、
本
市
で
は
、
姉
妹
都
市
・
白
石
市
へ
の
支
援
物
資
の
輸
送
を
検
討
し
た

が
、
輸
送
経
路
が
混
乱
し
て
お
り
、
北
海
道
か
ら
の
物
資
の
輸
送
が
で
き
な
い
こ
と

か
ら
、
災
害
援
助
協
定
を
締
結
し
て
い
る
海
老
名
市
に
食
料
や
飲
料
水
等
の
支
援
物

資
の
調
達
を
依
頼
し
、
そ
れ
ら
の
物
資
を
米
海
軍
厚
木
基
地
か
ら
白
石
市
に
空
輸
し

た
。
ま
た
、
人
的
支
援
と
し
て
、
被
災
地
で
の
救
助
活
動
や
救
急
活
動
に
従
事
す
る

た
め
に
消
防
職
員
20
名
、
日
本
水
道
協
会
北
海
道
地
方
支
部
道
南
地
区
協
議
会
が
仙

台
市
内
で
実
施
す
る
応
急
給
水
活
動
に
水
道
職
員
１
名
、
胆
振
管
内
市
町
長
会
議
で

の
決
定
に
よ
る
「
オ
ー
ル
胆
振
」
で
の
支
援
と
し
て
、
避
難
所
運
営
（
宮
城
県
亘
理

郡
山
元
町
）
や
戸
籍
事
務
（
宮
城
県
仙
台
市
）
に
従
事
す
る
た
め
に
職
員
５
名
、
全

国
青
年
市
長
会
が
岩
手
県
陸
前
高
田
市
に
設
置
し
た
「
陸
前
高
田
市
復
幸
応
援
セ
ン

タ
ー
」
に
職
員
３
名
を
派
遣
し
た
。
陸
前
高
田
市
復
幸
応
援
セ
ン
タ
ー
に
派
遣
さ
れ

た
職
員
の
提
案
に
よ
っ
て
陸
前
高
田
市
で
は
、
本
市
が
送
っ
た
「
湯
の
華
」
を
用
い

て
、
被
災
者
の
入
浴
支
援
を
行
っ
た
。

　

被
災
地
へ
の
支
援
の
輪
は
、
民
間
に
お
い
て
も
行
わ
れ
、
歯
科
医
の
仲
川
弘
誓
が

日
本
歯
科
医
師
会
か
ら
の
要
請
に
よ
っ
て
陸
前
高
田
市
や
宮
古
市
に
派
遣
さ
れ
た
。

ま
た
、
第
一
滝
本
館
が
岩
手
県
野
田
村
で
、
の
ぼ
り
べ
つ
元
鬼
協
議
会
や
市
民
の
有

志
が
結
成
し
た
「
の
ぼ
り
べ
つ
元
鬼
応
援
隊
」
が
南
三
陸
町
で
炊
き
出
し
活
動
な
ど

を
行
っ
た
。

　

こ
の
と
き
の
活
動
が
縁
と
な
り
、
平
成
30
年
に
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
が
発
生
し

た
際
に
は
、
南
三
陸
町
に
あ
る
「
南
三
陸
さ
ん
さ
ん
商
店
街
」
か
ら
登
別
商
店
会
に

義
援
金
が
贈
ら
れ
た
。
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ア
イ
ヌ
民
族
に
伝
わ
る
口
碑
や
、
ア
イ
ヌ
語

地
名
と
し
て
本
市
に
お
い
て
も
複
数
残
っ
て

い
る
。

　

津
波
に
関
す
る
口
碑
は
、「
兎
と
津
波
」
と
し
て
知
ら
れ
る
ト
ン
ケ
シ
コ
タ
ン
壊

滅
の
話
が
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
本
市
内
と
近
郊
に
は
津
波
に
関
連
す

る
伝
説
を
持
つ
ア
イ
ヌ
語
地
名
が
散
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
名
に
つ
い
て
は
、

『
幌
別
町
の
ア
イ
ヌ
語
地
名
』（
知
里
真
志
保
・
山
田
秀
三
）
に
は
、「
チ
セ
コ
チ
」「
ペ

ト
ゥ
コ
ピ
ウ
ン
ポ
ル
」「
ラ
ン
ポ
ク
ノ
ッ
」「
ト
ン
ケ
シ
」
の
４
か
所
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
本
市
に
関
係
す
る
津
波
に
関
す
る
口
碑
に
は
、「
知
里
真
志
保
遺
稿

ノ
ー
ト
」
に
「
静
内
方
面
の
ア
イ
ヌ
民
族
が
倶
多
楽
湖
の
側
に
あ
る
ポ
ン
ヌ
プ
リ
に

生
え
る
木
に
船
を
結
び
付
け
て
津
波
に
流
さ
れ
る
こ
と
を
免
れ
、
高
吉
が
幼
少
の
頃

は
毎
年
静
内
方
面
か
ら
ア
イ
ヌ
民
族
が
祈
り
を
捧
げ
に
来
て
い
た
」（
知
里
高
吉
談
）、

「
先
祖
が
乗
っ
た
船
が
津
波
に
流
さ
れ
て
、
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
に
流
れ
着
い
た
」（
知
里

ナ
ミ
談
）
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、『
東
京
人
類
学
会
雑
誌
第
１
１
７
号
』（
明
治
28

（
１
８
９
５
）
年
12
月
発
行
）
に
は
鷲
別
山
（
鷲
別
岬
の
こ
と
か
）
の
東
側
の
洞
窟

に
避
難
し
て
津
波
の
被
害
を
免
れ
た
話
な
ど
が
あ
る
。

　

本
市
で
発
生
し
た
災
害
に
よ
る
被
害
は
、
大
雨
や
暴
風
に
よ
る
も
の
が
多
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
本
市
民
に
と
っ
て
津
波
は
、
伝
説
の
中
の
話
で
し
か
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
に
東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
っ
て
本
市
も
被
害

を
受
け
た
こ
と
で
、
本
市
民
の
間
で
も
「
自
分
事
」
と
し
て
捉
え
る
よ
う
に
意
識
が

変
わ
り
、
津
波
被
害
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
も
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
。

　

平
成
24
年
６
月
28
日
に
は
、
北
海
道
防
災
会
議
地
震
専
門
委
員
会
が
北
海
道
に
対

し
て
報
告
し
た
津
波
に
関
す
る
予
測
の
中
で
、
本
市
の
津
波
最
大
水
位
が
栄
町
10
・

２
㍍
、
桜
木
町
が
９
・
２
㍍
、
富
浦
町
が
８
・
７
㍍
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
令
和
２
年
度

中
に
は
、
内
閣
府
に
設
置
さ
れ
た
中
央
防
災
会
議
防
災
対
策
実
行
会
議
の
「
日
本
海

溝
・
千
島
海
溝
沿
い
の
巨
大
地
震
対
策
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
で
、
同
地
震

に
よ
る
被
害
想
定
や
防
災
対
策
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ら
最
新
の
知
見
を
も
と
に
、
災
害
時
の
被
害
を
軽
減
す
る
よ
う
市

民
一
人
一
人
も
意
識
し
て
い
く
こ
と
が
よ
り
重
要
と
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

　

参
考
文
献

・
登
別
市
『
登
別
市
地
域
防
災
計
画
』
平
成
30
年
７
月
改
定

・
北
海
道
新
聞
社
『
北
海
道
新
聞
』
各
号

・
室
蘭
民
報
社
『
室
蘭
民
報
』
各
号

・
知
里
真
志
保
・
山
田
秀
三
『
幌
別
町
の
ア
イ
ヌ
語
地
名
』
２
０
０
４
年
復
刻
版

・
中
西
諒
、
岡
村
聡
「
１
６
４
０
年
北
海
道
駒
ヶ
岳
噴
火
に
よ
る
津
波
堆
積
物
の
分

布
と
津
波
規
模
の
推
定
」（『
地
学
雑
誌
１
２
５
巻
』）
２
０
１
９
年

・
中
央
防
災
会
議
『
災
害
対
策
実
行
会
議
（
第
15
回
）
資
料
１
「
日
本
海
溝
・
千
島

海
溝
沿
い
の
巨
大
地
震
対
策
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
設
置
に
つ
い
て
」』

令
和
２
年
４
月

第
２
節　

風
水
害

　

第
２
編
第
１
章
第
２
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
市
沖
合
で
は
、
多
く
の
水
分
を
含

む
津
軽
暖
流
が
親
潮
（
千
島
海
流
）
と
ぶ
つ
か
り
合
い
、
巻
き
上
げ
ら
れ
た
水
分
が

　
ア
イ
ヌ
語
地
名
等
に
見
ら
れ
る

　
津
波
の
痕
跡
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海
か
ら
の
風
に
よ
っ
て
陸
地
に
吹
き
寄
せ
ら
れ
、
南
向
き
の
山
並
み
に
ぶ
つ
か
る
こ

と
で
山
岳
部
を
中
心
に
雨
が
降
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

　

山
岳
部
で
降
っ
た
雨
は
、
河
川
に
集
め
ら
れ
て
太
平
洋
に
流
れ
出
る
。
こ
れ
ら
の

河
川
の
１
つ
、
胆
振
幌
別
川
に
つ
い
て
明
治
７
（
１
８
７
４
）
年
に
記
さ
れ
た
「
幌

別
川
概
略
調
」
で
は
、「
水
勢
緩　

出
水
に
は
凡
七
尺
強
に
し
て
急
流
と
な
り
暴
漲

す
れ
は
溢
れ
て
新
道
凡
百
間
を
浸
す
」
と
し
、
普
段
は
比
較
的
穏
や
か
で
あ
る
が
、

一
度
水
か
さ
が
増
す
と
暴
れ
川
の
よ
う
に
氾
濫
す
る
川
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の

性
格
は
、
河
川
整
備
が
完
了
す
る
ま
で
続
き
、
多
く
の
水
害
を
引
き
起
こ
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
本
市
は
、
北
海
道
内
で
も
比
較
的
南
方
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本

州
方
面
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
台
風
の
余
波
が
本
市
の
天
候
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
も
多
い
。

　

近
年
は
、
護
岸
工
事
や
都
市
下
水
道
の
整
備
が
進
み
、
大
規
模
な
床
上
浸
水
な
ど

が
発
生
す
る
危
険
性
は
、
以
前
に
比
べ
て
大
幅
に
減
少
し
た
も
の
の
、
多
雨
地
域
で

あ
る
と
の
特
性
を
理
解
し
て
、
災
害
対
策
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
規
模
の
災
害
が
発
生
し
て
き
た
か
を
確
認
す
る
た
め
、

本
市
内
で
発
生
し
た
風
水
害
の
一
覧
を
掲
載
す
る
。

年月日 災害要因 被害状況
弘化２年２月 大雪 鹿や馬等が大量凍死
明治14年 大雪 馬等数百頭凍死
明治18年８月 大雨 道路橋梁９か所破損
明治21年９月・10月 風及び大雨 新築国道破損角材及び柾木用材流失
昭和９年９月６・７日 大豪雨 橋梁５か所墜落倒壊浸水家屋13棟、崖崩れ５か所
昭和29年９月 台風 全壊72戸、半壊９戸、損害額25,000千円

昭和36年10月６日 集中豪雨

死者４名､行方７名不明全壊 20戸､流失 27戸､半壊17戸､床上浸
水1,009戸､床下浸水 3,218戸道路20か所､橋梁19か所､河川３
か所､公営業施設６施設､教育施設４か所、国・道の施設（道路
２か所、橋梁５か所、河川５か所）国鉄鉄橋流失農業被害20,538
千円商工業被害317,500千円被害総額1,163,475千円

昭和40年９月７日～10日 集中豪雨
台風

床上浸水 70戸、床下浸水 165戸、道路７か所、河川２か所、橋
梁２か所、文教施設６か所、農業施設９か所、田畑流失･埋没
4.9ha､冠浸水295.4ha､水産施設１か所、国鉄（冠水１か所､埋没
２か所､路床亀裂１か所）、道の施設（道路５か所）

昭和40年９月17日 台風 床上浸水１戸､床下浸水 15戸､道路冠水１か所､一部破損２か
所､崖崩れ２か所､国鉄線路土砂埋没１か所

昭和42年４月５日 強風 教育住宅等８戸､高校２か所､工場事業所７戸､一般住宅 50戸､
被害総額3,166千円

図表2-4-1　主な災害　
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年月日 災害要因 被害状況

昭和42年４月20日 大雨
床上浸水６戸､床下浸水45戸､道路16か所､河川８か所､大側溝
の土砂流入２か所､橋の取付道路決壊１か所､公共施設６か所､
道の施設（道路３か所､治山施設１か所）被害総額37,550千円

昭和45年１月31日 高波大雪
全壊１戸､床上浸水 20戸､床下浸水 59戸､非住家（全壊３棟､半
壊３棟）､海岸浸食等６件､漁港２件､漁船破損５隻､事業所外３
件、被害総額334,791千円

昭和45年９月17日 大雨
床上浸水１戸､床下浸水９戸､道路路肩決裂路面流失等６か所、
漁港２件、漁船破損４隻、農作物1,800千円、消防施設２件、道河
川２か所、被害総額15,630千円

昭和47年２月14日 高波融雪
半壊２戸、一部破損３戸、床上浸水２戸、床下浸水 35戸、非住宅
12棟、海岸侵食等３か所、公共施設１か所、漁港１か所、被害総
額190,280千円

昭和47年２月27日～29日 高波
負傷者１名、床上浸水92戸、床下浸水71戸、非住宅（床上浸水８
棟、床下浸水５棟）、防潮堤３か所、漁港３か所、公共施設11か
所、道路２か所、被害総額190,280千円

昭和47年９月16日～
17日 台風大雨

全壊１戸、半壊１戸、一部破損３戸、床上浸水 26戸、床下浸水 29
戸、非住家（全壊４棟、半壊６棟）、道路12か所、排水路１か所、
公園１か所、街路樹 65本、海岸２件、公共施設 18件、被害総額
29,760千円

昭和50年８月20日 大雨
台風くずれ

床上浸水４戸、床下浸水65戸、道路９か所、敷地堤防１か所、被
害総額56,521千円

昭和50年８月23日 台風大雨 床上浸水３戸、床下浸水19戸、土砂くずれ１か所、被害総額8,155
千円

昭和50年11月７日 大雨
床上浸水19戸、床下浸水182戸、非住宅（床上浸水1棟､床下浸
水６棟）、道路４か所、排水路１か所、河川３か所､橋梁１か所、
被害総額15,532千円

昭和51年９月14日 大雨
台風くずれ

重傷１名、軽傷２名、半壊４戸、床上浸水70戸、床下浸水923戸、
河川護岸決裂８か所、道路路肩決裂31か所、水路決裂等７か所、
頭首工決壊１か所、公共施設５か所、上水道施設３か所、農業被
害1,984千円、国の関係（道路１か所、橋梁２か所、国鉄３か所）
道関係（治山８か所､河川１か所､河川護岸決裂１か所、海岸１か
所、道路３か所、橋梁２か所）、被害総額891,707千円

昭和54年10月３日 局地豪雨
床下浸水14戸、道路９か所、河川３か所、教育施設３か所、農業
用施設４か所、道関係道路７か所､商工業関係29,036千円、被害
総額173,189千円

昭和55年８月29日～31日 大雨

重傷１名、軽傷５名、全壊14戸、半壊11戸、一部破損16戸、床上
浸水 583戸、床下浸水1,195戸、河川10か所、道路 69か所、治山
29か所、農業施設 9か所、教育施設４か所、その他公共施設５か
所、上水道施設３か所、国鉄施設２か所、農業被害 45,555千円、
水産業被害192,813千円、商工業被害210,327千円、その他非住
家３か所、被害総額3,779,729千円

昭和56年８月４日～５日 台風12号

床上浸水 12戸、床下浸水 32戸、河川１か所、道路 28か所、道
関係河川１か所、海岸２か所、道路８か所、国関係道路 4,700千
円、水産業被害 1,000千円、商工業被害 1,033千円、被害総額
365,233千円
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年月日 災害要因 被害状況

昭和56年８月22日～23日 大雨台風
（台風15号）

一部破損７戸、床上浸水43戸、床下浸水 374戸、河川２か所、教
育施設３か所、道路16か所、上水道施設２か所、その他公共施設
３か所、道関係河川４か所、海岸２か所、道路７か所、国関係道路
１か所、国鉄応急復旧25,000千円、農業被害11,332千円、水産業
被害1,820千円、商工業被害5,330千円、被害総額505,806千円

昭和56年９月３日・４日
台風くずれ
集中豪雨

（台風18号）

床上浸水８戸、床下浸水40戸、教育施設１か所、上水道１か所、
被害総額4,400千円

昭和58年９月25日 大雨

軽傷１名､全壊４戸､半壊14戸､一部破損12戸､床上浸水 540戸､
床下浸水 312戸､非住宅被害139戸､農業被害109,290千円､河
川22か所､道路76か所､橋梁 3か所計113,568千円､道路公団
25,000千円。水道被害１か所700千円､林業被害治山20か所､林
道３か所､施設製品その他計2,141,328千円。衛生施設被害水道
６か所､病院４か所､し尿浄化場１か所計1,137,846千円。商工業
被害1,264,730千円。文教被害中学校１か所､その他２か所､計
11,862千円。社会福祉被害３か所3,500千円。その他被害9,015
千円。被害総額6,758,569千円

昭和59年９月９日・10日 大雨

床上浸水１戸､床下浸水２戸､農業被害128千円､橋梁被害1,000
千円､河川被害1,400千円､道路被害 4,300千円､水産被害500
千円､衛生被害140千円､社会教育施設1カ所3,300千円､商工被
害３か所､災害対策費1,551千円被害総額12,319千円

昭和61年９月10日・11日 大雨

床下浸水６戸､河川被害7,000千円､道路被害 6,080千円､橋梁
被害 4,300千円､防災応急３か所365千円､農業被害 40千円､林
業被害 5,200千円､商工被害２か所､水産被害１か所被害総額
22,985千円

昭和62年８月26日 大雨

床上浸水４戸､床下浸水 88戸､5,200千円､農林被害180，000
千円､河川被害 64,200千円､道路被害 31,600千円､林業被害
245,000千円､衛生被害200千円､商工被害7,800千円､公立文教
被害320千円､その他施設被害275千円､高速道路 90,000千円､
災害対策費等4,585千円被害総額629,180千円

昭和62年９月１日 暴風
（台風12号）

住家被害（一部破損）６戸680千円､商工被害3,200千円､公立
文教被害 609千円､社会教育施設１か所4,440千円､その他施設
７か所610千円､災害対策費1,889千円被害総額11,428千円

平成３年９月22日 大雨

床上浸水 24戸､床下浸水 247戸､農業施設１か所､道路被害
22,832千円､漁業施設１か所､商業被害 860千円､ 工業被害
56,500千円､公立文教被害 6,047千円､社会教育施設144千円被
害総額105,153千円

平成６年２月22日・23日 暴風

住家被害29戸､非住家３戸､店舗等被害14戸公立文教施設被
害23,328千円､社会福祉関係施設 560千円公営住宅関係施設
22,990千円､衛生施設120千円その他公共施設 922千円被害総
額47,920千円

平成６年９月18日～20日 高波 道路破損800m被害総額41,890千円

平成７年11月８日～10日 暴風
住家被害６戸2,200千円､非住家４か所440千円､公立文教施設
被害3,440千円､社会教育施設436千円､社会福祉関係施設515
千円､その他公共施設1,310千円被害総額8,341千円

平成９年８月12日・13日 大雨 住家被害２戸 4,279千円、非住家被害３戸 438千円土木被害
4,526千円被害総額9,243千円

平成10年８月16日 大雨 道路破損306千円
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平成10年９月16日 大雨台風
（台風５号）

住家（一部破損 ）２件道路被害 86千円、街路樹・公園樹倒壊
2,722千円

平成10年10月18日 大雨強風 市営住宅法面崩壊２件80千円被害総額3,194千円

平成11年３月５日・６日 暴風
公営住宅被害3,600千円、公立文教被害２件2,022千円社会福
祉施設１件 4,295千円､その他公共施設２件1,070千円、被害総
額10,987千円

平成11年６月24日・25日 大雨 道路被害１か所290千円、社会福祉施設１か所1,271千円、被害
総額1,561千円

平成11年７月13日 大雨 河川被害３か所3,700千円、道路被害23か所3,460千円、被害総
額7,160千円

平成11年９月24日 台風強風
（台風18号）

住家被害６戸99千円、非住家被害121千円その他施設11千円、
被害総額231千円

平成11年10月２日・３日 大雨強風 非住家１戸、道路被害９か所1,260千円
平成12年１月１日 強風 住家被害（一部破損）１戸被害総額280千円

平成12年12月24日 強風 住家被害（一部破損）３戸、非住家（半壊）１戸公立文教施設被
害280千円

平成13年５月31日 大雨 道路被害１か所550千円

平成13年８月23日 大雨強風（台
風11号）

住家被害（一部被害）１戸、（床下浸水）４戸道路被害１か所450
千円

平成13年９月11日 大雨
（台風15号） 住家被害（床下浸水）２戸

平成13年10月11日 大雨 住家被害（床下浸水）１戸850千円､農業被害3,100千円土木被
害6,550千円、その他文教施設300千円被害総額1,800千円

平成15年８月９日 大雨 道路冠水等750千円
平成15年９月14日 暴風 倒木、車両破損、フェンス倒壊等2,569千円
平成16年３月31日 強風 物置倒壊、屋根の飛散等
平成16年４月21日 強風 小学校のトタン及び倉庫等の屋根の剥離、電柱倒壊（5,130千円）

平成16年９月８日 強風
（台風18号）

公共施設や一般住家のトタンの剥離や飛散、倒木、プレハブ車
庫横転、車両破損、負傷者３名、自主避難者２名（公共施設被害
分37,948千円）

平成16年11月26日 強風 公共施設（物置倒壊、投てき防御フェンス倒壊等４件）民間被害
（外壁及びトタンの一部剥離等３件）

平成17年５月19日 暴風 公共施設（物置倒壊、街路灯等15件1,541千円）民間被害（トタ
ン剥離、ビニールハウス倒壊等25件）

平成17年11月28日 暴風 公共施設（公住の雨漏、倒木等24件2,363千円）民間被害（トタ
ン剥離、フェンス・塀の倒壊等10件）

平成18年４月17日 強風 公共施設（植栽支柱10か所）

平成18年10月７日 暴風波浪 公共被害（植栽支柱5か所）民間被害（自動車板金工場シャッ
ター、トタン剥離）

平成19年１月６日～８日 暴風波浪 民間被害（床下に海水流入・土のう積み）

平成20年７月23日 大雨 住家被害（床上浸水１件、床下浸水７件）、道路被害（32か所
17,550千円）

平成20年８月29日 大雨 住家被害（床下浸水１件）、道路被害（16か所9,100千円）
平成21年２月14日 強風 民間被害（トタンの一部剥離１件）
平成21年３月14日 強風 民間被害（物置倒壊等３件）
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平成22年４月14日 暴風

人的被害（軽傷者１名）住家被害（屋根、物置のトタン一部剥離
14棟）非住家被害（物置飛散３件）公共施設被害（屋根のトタン
一部剥離１件）土木被害（公園倒木15本）公立文教施設被害（屋
根のトタン剥離１件）

平成22年７月29日 大雨 住家被害（床下浸水１件）

平成22年８月11日・12日 大雨

住家被害（床上浸水４件、床下浸水18件）土木被害（道路４か所
17,500千円）衛生被害（葬祭場１か所283千円）商工被害（商業、
床上浸水２件床下浸水３件）公立文教施設被害（床上浸水１件
床下浸水１件）その他被害（土砂崩れ２か所6,000千円）

平成22年10月４日 大雨 土木被害（道路７か所1,147千円）

平成22年10月15日 大雨 土木被害（道路15か所 6,616千円、大湯沼４か所527千円、道路
標識１件53千円）

平成24年５月４日 大雨 土木被害（道路14か所2,013千円、道路倒木１本 40千円）
平成24年９月25日・26日 大雨 土木被害（道路８か所1,207千円）衛生被害（１か所1,356千円）

平成24年11月26日・27日 暴風大規模
停電

住家被害（屋根、物置のトタン一部剥離等21棟）非住家被害（車
庫・看板の一部飛散等６件）衛生被害（１か所4,157千円）公立
文教施設被害（13か所14,441千円）土木被害（道路３か所2,600
千円、公園倒木 350本 7,277千円、道路倒木 430本 4,000千円）
林業被害（倒木15本949千円）社会福祉施設被害（１か所 624
千円）社会教育施設被害（３か所180千円）その他被害（14か所
5,601千円）

平成24年12月６日・７日 暴風
公立文教施設被害（１か所632千円）土木被害（公園倒木 31本
1,370千円、道路倒木 35本 650千円）その他被害（25か所3,027
千円）

平成25年７月27日・28日 大雨 土木被害（道路14か所6,083千円）
平成25年８月18日 大雨 土木被害（道路３か所657千円）

平成25年10月25日 大雨 土木被害（道路カ所7,054千円）農業被害（１か所158千円）衛生
被害（１か所17,058千円）社会教育施設被害（１か所9千円）

平成26年６月７日～13日 大雨 土木施設被害（１か所1,537千円）学校教育施設被害（１か所
615千円）

平成26年８月10日・11日 大雨
（台風11号） 土木施設被害（２か所603千円）

平成26年９月10日～12日 大雨
土木施設被害（11か所2,327千円）簡易水道施設被害（１か所
1,382千円）観光施設被害（１か所270千円）農業施設被害（２か
所718千円）社会教育施設被害（１か所691千円）

平成26年10月17日 大雨 土木施設被害（３か所444千円）
平成26年11月２日～４日 暴風 衛生施設被害（１か所92千円）
平成26年11月13日・14日 暴風 社会福祉施設被害（１か所95千円）

平成26年12月16日・17日 暴風・
暴風雪 衛生施設被害（１か所30千円）

平成27年７月２日 大雨 土木被害（道路12か所 701千円、）住家被害（床下浸水２か所
270千円）その他の被害（土砂崩れ１か所882千円）

平成27年９月２日 大雨 土木被害（道路７か所 624千円、倒木３本）簡易水道施設被害
（１か所270千円）

平成27年９月11日 波浪 河川被害（河口閉塞２か所1,069千円）その他の被害（看板破損
１基72千円）
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平成27年10月１日・２日 暴風・波浪
土木被害（倒木107本1,012千円）その他の被害（物置屋根破損
１か所300千円、フェンス破損１か所222千円、樹木支柱損傷１
か所50千円）

平成28年１月19日 波浪
河川被害（河口閉塞１か所23千円、水路排水路閉塞１か所66千
円）非住家被害（物置倒壊１か所、車庫損壊１か所、ブロック塀
倒壊１か所）その他の被害（漂着物の処理等443千円）

平成28年２月29日 暴風雪 非住家被害（アンテナ破損等157千円）
平成28年４月15日・16日 暴風・波浪 公共施設被害（１か所152千円）
平成28年６月25日・26日 大雨 土木被害（道路14か所1,806千円）
平成28年７月27日・28日 大雨 土木被害（道路12か所1,150千円）
平成28年８月８日 波浪 幌別町２丁目付近で越波
平成28年８月９日 大雨 土木被害（道路４か所199千円）

平成28年８月16日・17日 大雨・波浪
（台風７号）

土砂災害警戒情報発表土木被害（道路15か所1,098千円）公共
施設被害（１か所94千円）

平成28年８月30日・31日
大雨・

暴風波浪
（台風10号）

避難準備情報発令、避難勧告発令、避難所開設４か所、最大
避難者数 75世帯116名、土木被害（道路９か所、倒木 36か所計
13,300千円）公共施設被害（41か所、18,639千円）

平成28年12月18日 強風 土木被害（道路２か所162千円）公共施設被害（３か所670千円）
平成29年１月27日・28日 強風 土木被害（道路１か所90千円）
平成29年４月18日 暴風 土木被害（２か所87千円）公共施設被害（１か所17千円）
平成29年７月22日 大雨・洪水 土木被害（２か所198千円）

平成29年９月17日・18日 大雨

土砂災害警戒情報発表避難準備・高齢者等避難開始発令（対
象4,668世帯 9,493名）避難所開設５か所、最大避難者数 127世
帯214名、土木被害（道路９か所、倒木等53か所計 9,688千円）
公共施設被害（36か所4,914千円）

平成29年10月20日・23日 強風 公共施設被害（１か所1,096千円）
平成29年11月11日 暴風 土木被害（７か所1,057千円）公共施設被害（５か所556千円）

平成29年12月25日・26日 暴風・
暴風雪 土木被害（４か所163千円）公共施設被害（23か所4,624千円）

平成30年１月９日・10日 暴風 公共施設被害（３か所332千円）
平成30年１月23日 暴風雪 公共施設被害（２か所149千円）
平成30年３月１日・２日 暴風雪 公共施設被害（10か所589千円）
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（
１
）の
よ
り
具
体
的
な
基
準
を「
過
去
お
よ
そ
２
０
０
０
年
以
内
に
噴
火
し
た
も
の
」

と
し
た
。

　

そ
の
頃
に
行
わ
れ
た
地
質
調
査
等
の
結
果
を
こ
の
基
準
に
照
ら
し
合
わ
せ
た
結

果
、
倶
多
楽
、
丸
山
、
恵
庭
岳
（
以
上
北
海
道
）、
十
和
田
（
青
森
県
）、
榛
名
山
（
群

馬
県
）
の
５
火
山
が
平
成
３
年
２
月
１
日
に
活
火
山
に
加
え
ら
れ
、
同
年
５
月
31
日

に
札
幌
管
区
気
象
台
か
ら
改
め
て
「
常
時
観
測
火
山
以
外
の
火
山
」
と
し
て
北
海
道

の
３
火
山
が
指
定
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
倶
多
楽
の
担
当
官
署
が
室
蘭
地
方
気
象

台
で
あ
る
こ
と
が
通
知
さ
れ
た
。

　

平
成
21
年
２
月
、
火
山
噴
火
予
知
連
絡
会
が
中
長
期
的
な
噴
火
の
可
能
性
を
評
価

し
、「
監
視
・
観
測
体
制
の
充
実
等
が
必
要
な
47
火
山
」
を
選
定
。
こ
の
中
に
「
予

測
困
難
な
突
発
的
な
小
噴
火
の
発
生
時
に
火
口
付
近
で
被
害
が
生
じ
る
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
」、「
火
口
付
近
ま
で
居
住
地
域
が
迫
っ
て
い
る
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

る
」
と
の
こ
と
で
倶
多
楽
も
選
定
さ
れ
た
。
こ
の
選
定
に
よ
っ
て
倶
多
楽
は
平
成
21

年
４
月
１
日
の
４
１
４
ｍ
山
へ
の
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
を
皮
切
り
に
地
震
計
３
か

所
、
空
振
計
、
監
視
カ
メ
ラ
、
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
、
傾
斜
計
を
各
２
か
所
設
置
し
、
常
時
観

測
を
平
成
23
年
３
月
か
ら
開
始
し
た
。
監
視
点
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
、
北
海
道
大

学
が
大
正
地
獄
に
臨
時
監
視
点
を
設
置
し
て
い
る
。

　

平
成
27
年
３
月
20
日
に
倶
多
楽
の
火
山
災
害
に
備
え
、
隣
接
す
る
市
町
及
び
北
海

道
、
そ
の
他
防
災
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
平
常
時
か
ら
緊
急
時
ま

で
の
総
合
的
な
防
災
対
策
等
の
推
進
と
地
域
住
民
等
の
防
災
意
識
の
向
上
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
「
倶
多
楽
火
山
防
災
連
絡
会
」
が
発
足
し
、
同
年
10
月
１
日
か

ら
気
象
庁
が
倶
多
楽
火
山
に
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
を
導
入
す
る
。
こ
れ
を
受
け
て
防
災

　
火
山
防
災
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連
絡
会
で
は
避
難
計
画
の
素
案
を
ま
と
め
た
。
こ
の
時
の
避
難
計
画
素
案
の
対
象
は

３
１
２
世
帯
約
６
０
０
人
の
住
民
に
限
ら
れ
て
い
た
。

　

そ
し
て
、
同
年
12
月
10
日
に
御
嶽
山
の
噴
火
の
教
訓
な
ど
を
踏
ま
え
て
一
部
改
正

し
た
「
活
動
火
山
対
策
特
別
措
置
法
」
が
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
、
内

閣
総
理
大
臣
か
ら
火
山
災
害
警
戒
地
域
に
指
定
さ
れ
た
自
治
体
に
は
、
関
係
者
が
一

体
と
な
り
、専
門
的
な
知
見
も
取
り
入
れ
な
が
ら
①
噴
火
シ
ナ
リ
オ
、②
火
山
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
、
③
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
、
④
具
体
的
な
避
難
計
画
等
を
協
議
す
る
火
山
防

災
協
議
会
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。

　

平
成
28
年
２
月
16
日
に
内
閣
府
中
央
防
災
会
議
が
倶
多
楽
火
山
の
対
象
市
町
村
と

し
て
本
市
と
白
老
町
を
指
定
し
た
。
こ
の
こ
と
を
受
け
て
、
同
年
３
月
30
日
に
書
面

承
諾
に
よ
っ
て
倶
多
楽
火
山
の
噴
火
時
の
対
策
を
話
し
合
う
「
倶
多
楽
火
山
防
災
協

議
会
」
を
設
立
し
、
同
年
５
月
13
日
に
初
会
合
を
開
い
た
。
以
後
、
平
成
28
年
度
及

び
平
成
29
年
度
は
各
１
回
、
平
成
30
年
度
は
２
回
、
令
和
元
年
度
は
１
回
の
会
議
を

開
催
し
た
。

　

こ
の
中
で
、
平
成
30
年
８
月
21
日
に
開
催
し
た
平
成
30
年
度
第
２
回
倶
多
楽
火
山

防
災
協
議
会
で
は
、
倶
多
楽
火
山
で
噴
火
が
発
生
し
た
場
合
や
噴
火
の
発
生
が
予
想

さ
れ
る
状
況
と
な
っ
た
場
合
に
関
係
機
関
が
連
携
し
て
総
合
的
な
防
災
対
応
を
行
う

た
め
の
指
針
と
な
る
「
倶
多
楽
火
山
避
難
計
画
」
を
策
定
し
た
。

　

参
考
資
料

・
柿
園
主
人
編
『
毛
夷
東
環
記
』
文
化
年
間

・
内
閣
府
（
防
災
担
当
）『
火
山
監
視
観
測
体
制
に
つ
い
て　

中
央
防
災
会
議
防
災

対
策
実
行
会
議
火
山
防
災
対
策
推
進
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
第
１
回
資
料
７
』
平

成
26
年

・
気
象
庁
『
倶
多
楽
観
測
点
配
置
図
』

・
倶
多
楽
火
山
防
災
協
議
会
『
倶
多
楽
火
山
防
災
協
議
会
事
業
報
告
（
平
成
28
年
度

～
平
成
30
年
度
）』

第
４
節　

防
災
の
取
組

か
つ
て
の
防
災
行
政
に
お
い
て
は
、
災
害
が
発
生
す
る
ご

と
に
関
連
す
る
法
律
を
制
定
し
て
き
た
た
め
、
他
の
法
律

と
の
不
整
合
が
発
生
す
る
な
ど
十
分
な
効
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

そ
の
た
め
、
昭
和
34
（
１
９
５
９
）
年
８
月
の
伊
勢
湾
台
風
を
契
機
に
、
国
は
、

災
害
対
策
体
制
の
体
系
化
と
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
防
災
行
政
の
整
備
及
び
促
進
を

図
る
た
め
、
昭
和
36
年
に
「
災
害
対
策
基
本
法
」
を
制
定
し
た
。

　

同
法
で
は
、
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
な
ど
の
防
災
に
関
す
る
責
務
の
明
確
化
と

総
合
的
防
災
行
政
を
整
備
す
る
た
め
、市
町
村
に
は「
防
災
会
議
を
設
置
す
る
こ
と
」、

「
地
域
防
災
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
」
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

登
別
市
防
災
会
議
（
以
下
「
市
防
災
会
議
」）
は
、
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き

昭
和
38
年
２
月
１
日
に
設
置
さ
れ
た
機
関
で
、
会
長
で
あ
る
登
別
市
長
の
ほ
か
30
人

以
内
の
委
員
に
よ
り
構
成
し
、「
登
別
市
地
域
防
災
計
画
」
の
策
定
と
実
施
、
本
市

内
に
お
け
る
防
災
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
し
、
市
長
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
な

ど
を
所
掌
し
て
い
る
。

　

地
域
防
災
計
画
と
は
、
市
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
災
害
等
か
ら
保
護
す
る

た
め
に
、
災
害
の
予
防
、
応
急
対
策
、
災
害
復
旧
等
の
災
害
対
策
を
行
う
上
で
の
計

画
で
あ
り
、
各
地
方
自
治
体
の
防
災
会
議
が
策
定
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
登
別
市
防
災
会
議
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本
市
で
は
、
昭
和
37
年
12
月
19
日
に
「
登
別
町
防
災
会
議
条
例
」
を
制
定
し
て
登

別
町
防
災
会
議
を
設
置
し
た
。
そ
し
て
、「
登
別
町
防
災
計
画
」
の
内
容
等
に
つ
い

て
の
協
議
を
重
ね
、
昭
和
38
年
６
月
に
策
定
し
た
。

昭
和
38
（
１
９
６
３
）
年
６
月
に
策
定
し
た
「
登
別
町
地
域
防

災
計
画
」
で
は
、

　
（
１
）
防
災
組
織
に
関
す
る
こ
と

　
（
２
）
風
水
害
防
災
計
画

　
（
３
）
地
震
・
津
波
防
災
計
画

　
（
４
）
火
山
噴
火
や
海
上
災
害
な
ど
特
殊
災
害
対
策
計
画

の
４
つ
の
柱
の
下
、
各
災
害
に
対
す
る
「
予
防
計
画
」、
災
害
発
生
時
の
「
応
急
対

策
計
画
」、
災
害
復
旧
及
び
被
災
者
の
「
援
護
計
画
」
を
定
め
た
。

　

そ
の
後
、
地
域
防
災
計
画
は
、
昭
和
56
年
12
月
に
北
海
道
が
定
め
た
「
市
町
村
地

域
防
災
計
画
書
作
成
基
準
」
に
基
づ
く
全
面
的
な
見
直
し
、北
海
道
が
策
定
す
る
「
北

海
道
地
域
防
災
計
画
」
と
の
整
合
性
を
図
る
た
め
に
改
訂
を
重
ね
て
き
た
。
昭
和
56

年
の
改
訂
で
は
、
災
害
予
防
と
災
害
対
策
を
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
危
険
予
想

区
域
と
し
て
低
地
帯
の
浸
水
予
想
区
域
や
地
す
べ
り
予
想
地
域
な
ど
を
指
定
し
た
ほ

か
、
有
珠
山
や
樽
前
山
の
火
山
活
動
再
開
に
備
え
る
「
火
山
噴
火
災
害
計
画
」
を
新

た
に
盛
り
込
ん
だ
。

　

そ
の
後
も
、
全
国
的
に
発
生
す
る
大
規
模
災
害
か
ら
の
教
訓
を
基
に
し
た
改
訂
を

行
っ
た
。
昭
和
52
年
の
有
珠
山
噴
火
、
55
年
、
56
年
の
大
雨
災
害
の
ほ
か
、
北
海
道

東
方
沖
地
震
（
平
成
６
（
１
９
９
４
）
年
10
月
）
の
発
生
後
に
は
、
11
月
か
ら
各
町

内
会
を
対
象
に
避
難
場
所
の
見
直
し
等
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
各
小
中

学
校
に
避
難
所
を
開
設
す
る
こ
と
を
決
定
、
個
別
避
難
所
経
路
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て

本
市
内
全
戸
に
配
布
し
た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
（
平
成
７
年
）
で
は
地
震
防
災
体

制
の
見
直
し
を
進
め
た
。
東
日
本
大
震
災
（
平
成
23
年
３
月
）
か
ら
は
、
海
抜
10
㍍

以
上
の
高
台
の
避
難
場
所
を
46
か
所
指
定
し
、「
登
別
市
津
波
避
難
計
画
」
を
策
定

す
る
な
ど
の
津
波
防
災
体
制
の
見
直
し
を
行
っ
た
。

本
市
で
は
、
平
成
２
（
１
９
９
０
）
年
に
「
水
防
法
」
第
26
条

第
１
項
に
基
づ
く
「
登
別
市
水
防
協
議
会
」
を
設
置
し
た
。
平

成
12
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
「
地
方
分
権
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
等
に
関
す
る
法
律
」（
通
称
「
第
一
次
地
方
分
権
一
括
法
」）
に
お
い
て
、
水
防

協
議
会
の
設
置
が
「
義
務
」
か
ら
「
任
意
」
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
同
協
議

会
を
同
日
付
け
で
廃
止
し
た
。「
水
防
法
」
第
33
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
水
防
計

画
を
策
定
又
は
改
正
す
る
際
に
は
市
防
災
会
議
に
諮
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、

同
協
議
会
が
所
管
し
て
き
た
「
水
防
計
画
」
の
策
定
や
改
正
は
、
市
防
災
会
議
に
お

い
て
審
議
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　

昭
和
52
（
１
９
７
７
）
年
の
有
珠
山
噴
火
や
昭
和
55
年
及
び

56
年
の
大
雨
災
害
を
受
け
て
、
本
市
で
は
、
昭
和
57
年
３
月

に
「
地
域
防
災
計
画
」
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
市
民
や
陸
上
自
衛
隊
や
警
察

な
ど
の
関
係
機
関
も
参
加
す
る
総
合
防
災
訓
練
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　

初
め
て
の
総
合
防
災
訓
練
は
昭
和
57
年
７
月
29
日
、
あ
か
し
や
町
内
会
（
若
山
町

２
丁
目
）
で
の
大
雨
に
よ
る
床
上
・
床
下
浸
水
を
想
定
し
、
自
衛
隊
、
日
赤
奉
仕
団
、

建
設
協
会
な
ど
12
機
関
約
２
０
０
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。
昭
和
60
年
に
は
北
海

道
が
実
施
し
た
「
北
海
道
総
合
防
災
訓
練
」
に
参
加
を
す
る
な
ど
昭
和
62
年
度
ま
で

は
毎
年
実
施
し
た
が
、
平
成
期
に
入
っ
て
か
ら
は
、
想
定
災
害
も
複
合
的
な
も
の
と

　
登
別
市
地
域

　
防
災
計
画

　
水
防
協
議
会

　
総
合
防
災
訓
練
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な
り
大
規
模
化
し
た
こ
と
か
ら
隔
年
で
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

訓
練
内
容
は
消
防
の
放
水
訓
練
や
水
道
管
な
ど
の
復
旧
工
事
を
市
民
が
見
学
す
る

形
式
で
あ
っ
た
が
、
平
成
19
（
２
０
０
７
）
年
10
月
２
日
に
行
わ
れ
た
総
合
防
災
訓

練
か
ら
は
、
実
践
的
な
形
式
で
行
う
こ
と
と
し
た
。
以
後
は
、
こ
の
実
践
的
な
形
式

で
の
実
施
が
採
用
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

災
害
の
発
生
時
は
、
そ
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
本
市
や
防
災

関
係
機
関
だ
け
で
は
災
害
対
策
が
非
常
に
困
難
に
な
る
場
合

が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
本
市
で
は
、
地
域
や
住
民
ぐ
る
み
の
防
災
体
制
の
確
立
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
を
勧
め
る
こ
と
と
し
た
。

　

本
市
内
で
の
自
主
防
災
組
織
設
立
の
歴
史
は
、
昭
和
57
（
１
９
８
２
）
年
11
月
１

日
に
設
立
さ
れ
た
鉱
山
町
地
区
防
災
会
に
始
ま
っ
た
。
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
度

末
現
在
で
39
の
自
主
防
災
組
織
が
お
お
む
ね
単
位
町
内
会
と
同
じ
区
域
ご
と
に
組
織

さ
れ
て
い
る
。

　

自
主
防
災
組
織
で
は
、
市
職
員
に
よ
る
出
前
講
座
な
ど
を
活
用
し
て
防
災
訓
練
を

行
っ
て
お
り
、
本
市
も
防
災
訓
練
の
実
施
を
促
す
た
め
平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
「
町

内
会
・
自
主
防
災
組
織
等
に
お
け
る
避
難
訓
練
の
手
引
き
」
を
ま
と
め
、
自
主
防
災
組

織
や
町
内
会
が
活
発
に
防
災
訓
練
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
を
し
て
き
た
。

　

そ
の
結
果
、
各
町
内
会
に
お
け
る
防
災
意
識
が
向
上
し
、
防
災
訓
練
が
活
発
に
な

り
、そ
の
内
容
も
避
難
訓
練
の
ほ
か
、炊
き
出
し
訓
練
な
ど
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
現
在
、
市
内
全
域
で
年
間
約
２
千
５
０
０
人
が
防
災
訓
練
に
参
加
し
て
い
る
。

本
市
で
は
、
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
４
月
策
定

の
「
第
２
次
登
別
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」

に
「
防
災
分
野
に
お
け
る
男
女
平
等
の
推
進
」
と
い
う
基
本
的
施
策
を
新
た
に
盛
り

込
ん
だ
。
こ
れ
を
受
け
て
、
女
性
の
視
点
で
災
害
を
考
え
、
女
性
が
災
害
時
に
直
面

す
る
リ
ス
ク
等
に
つ
い
て
情
報
を
共
有
し
、
そ
の
対
策
を
協
議
す
る
た
め
に
平
成
27

年
６
月
５
日
に
「
の
ぼ
り
べ
つ
女
性
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
発
足
し
た
。

　

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
具
体
的
な
避
難
所
運
営
の
方
法
の
参
考
と
す
る
た
め
避

難
所
運
営
ゲ
ー
ム
北
海
道
版
を
実
施
す
る
な
ど
の
取
組
を
行
い
、
平
成
28
年
３
月
24

日
に
「
女
性
の
視
点
・
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
避
難
所
運
営
に
つ
い

て
の
提
言
書
」
を
、
30
年
２
月
15
日
に
は
「
自
助
と
し
て
で
き
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ

に
意
見
交
換
を
行
い
、
作
成
し
た
「
提
言
書　

女
性
の
た
め
の
防
災
用
品
」
を
市
長

に
提
出
し
た
。
本
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
提
言
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
防
災
対
策
の
見

直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
の
ぼ
り
べ
つ
市
民
便
利
帳
に
付
属
す
る
「
の
ぼ
り
べ
つ
防

災
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
」
に
も
反
映
さ
せ
て
い
る
。

平
成
10
（
１
９
９
８
）
年
度
か
ら
本
市
で
は
海
岸
地
区
に
無

線
に
よ
る
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
装
置
の
設
置
に
向
け
た
予
備
調
査

を
開
始
し
た
。
そ
の
結
果
、
消
防
用
サ
イ
レ
ン
の
不
感
知
地
区
が
17
か
所
有
る
こ
と

が
発
見
さ
れ
、
そ
の
解
消
方
法
を
検
討
し
、
平
成
15
年
度
に
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
装
置
を

設
置
し
た
。

　

こ
の
頃
、
消
防
用
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
さ
せ
る
た
め
の
情
報
を
伝
達
す
る
電
波
は
、

ア
ナ
ロ
グ
方
式
で
あ
っ
た
が
、
平
成
28
年
５
月
31
日
ま
で
に
無
線
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
増

加
し
、
通
信
の
秘
匿
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
デ
ジ
タ
ル
方
式
に
移
行

す
る
こ
と
な
ど
が
電
波
法
関
係
審
査
基
準
の
一
部
改
正
（
平
成
15
年
総
務
省
訓
令
第

82
号
）
等
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
本
市
で
は
、
平
成
26
年
度
に
デ
ジ
タ

ル
方
式
の
防
災
行
政
無
線
（
同
報
系
）
を
整
備
し
、
電
波
の
中
継
局
と
し
て
「
上
登

　
自
主
防
災
組
織

　
防
災
行
政
無
線

　
の
ぼ
り
べ
つ

　
女
性
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
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別
中
継
局
」
も
整
備
し
た
。

　

整
備
に
先
立
っ
て
平
成
25
年
度
に
は

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け

た
基
本
設
計
を
実
施
し
た
。
こ
の
基
本

設
計
に
お
い
て
屋
外
拡
声
子
局
を
音
声

の
聞
こ
え
に
く
い
20
か
所
に
も
設
置
す

る
こ
と
と
な
り
、
既
存
の
42
か
所
と
あ

わ
せ
て
62
か
所
を
整
備
し
た
。
ま
た
、

デ
ジ
タ
ル
化
と
同
時
に
電
話
応
答
装
置

も
整
備
し
た
。
同
装
置
は
、
屋
外
拡
声
器
か
ら
の
音
声
を
聞
き
逃
し
た
際
な
ど
に
電

話
で
放
送
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
装
置
で
あ
る
。

本
市
で
は
、
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
に
つ
い
て
、
昭
和
62

（
１
９
８
７
）
年
頃
か
ら
市
議
会
の
一
般
質
問
な
ど
で
取
り
上

げ
ら
れ
て
き
た
が
、
専
門
的
知
見
の
集
約
な
ど
の
課
題
が
大
き
く
、
作
成
に
至
ら
ず
、

そ
の
具
体
化
は
、
平
成
17
（
２
０
０
５
）
年
度
を
待
つ
こ
と
に
な
る
。

　

平
成
17
年
度
の
市
政
執
行
方
針
に
お
い
て
、
市
長
は
、「
平
成
16
年
は
、
我
が
国

に
お
い
て
も
、
豪
雨
、
台
風
の
災
害
が
多
発
し
、
ま
た
、
猛
暑
が
続
く
な
ど
異
常
な

気
象
は
様
々
な
形
で
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。
登
別
市
も
、
台
風
18
号
で
は
最
大
瞬
間
風

速
40
・
６
㍍
を
観
測
し
、
学
校
の
屋
根
の
一
部
に
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
市
民
の
生

命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護
す
る
こ
と
は
市
の
責
務
で
あ
り
ま
す
が
、
市
民
も
み
ず

か
ら
災
害
に
対
す
る
備
え
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
自
発
的
に
防
災
活
動
に
参
加
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
災
害
時
に
市
民
自
ら
が
適
切
な
行
動
が
取
れ
る
よ
う
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
作
成
を
進
め
る
な
ど
、
防
災
に
対
す
る
市
民
意
識
を
高
め
、
安
全
で
安
心
な
地
域

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。」（
関
係
部
分
抜
粋
）
と
述
べ
た
。

　

平
成
16
年
と
い
う
年
は
、気
象
庁
が
作
成
し
た
「
災
害
を
も
た
ら
し
た
気
象
事
例
」

に
10
件
の
災
害
項
目
が
列
記
さ
れ
た
年
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
の
１
つ
、
平
成
16
年
９

月
４
日
か
ら
９
月
８
日
に
か
け
て
国
内
を
襲
っ
た
台
風
18
号
で
は
、
本
市
内
で
も
公

共
施
設
（
鷲
別
小
・
幌
別
東
小
）
や
一
般
住
家
の
ト
タ
ン
が
剥
離
飛
散
し
た
ほ
か
、

倒
木
、
プ
レ
ハ
ブ
車
庫
横
転
、
車
両
破
損
、
負
傷
者
３
名
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
た
。

こ
れ
ら
の
被
害
内
容
の
大
き
さ
を
受
け
て
、
国
は
、
地
域
の
水
災
防
止
力
の
向
上
を

図
る
た
め
に
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
を
市
町
村
に
義
務
付
け
る
等
、「
水
防
法
」

を
一
部
改
正
し
、
平
成
17
年
７
月
１
日
か
ら
施
行
し
た
。

　

こ
の
と
き
に
作
成
し
た
防
災
マ
ッ
プ
は
、
過
去
に
本
市
内
に
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
大
雨
災
害
と
、
今
後
発
生
し
、
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

地
震
、
津
波
、
火
山
噴
火
の
４
種
類
の
災
害
を
想
定
し
た
も
の
で
、
危
険
区
域
図
等

に
つ
い
て
は
、
室
蘭
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
や
室
蘭
工
業
大
学
環
境
科
学
・
防
災
研
究
セ

ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
作
成
し
た
。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
東
北
地
方
を
中
心
に
津

波
に
よ
り
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
。
北
海
道
は
、
こ
の
震
災
に
よ
る
甚
大
な
被

害
を
教
訓
と
し
、
想
定
さ
れ
る
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
に
よ
る
波
高
と
浸
水
域
を
平
成

24
年
６
月
28
日
に
公
表
し
た
。
本
市
は
、
こ
の
と
き
に
作
成
さ
れ
た
津
波
浸
水
想
定

区
域
図
や
高
台
の
避
難
場
所
の
位
置
、
ま
た
、
当
時
の
最
新
の
災
害
情
報
や
避
難
に

関
す
る
情
報
を
統
合
し
て
、
平
成
26
年
３
月
に
「
登
別
市
防
災
マ
ッ
プ
」
を
作
成
、

公
表
し
た
。

　
防
災
マ
ッ
プ

上登別中継局
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平
成
18
（
２
０
０
６
）
年
３
月
に
本
市
は
、「
武
力
攻
撃
事

態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法

律
」（
平
成
16
年
９
月
17
日
施
行
。
通
称
「
国
民
保
護
法
」）
に
基
づ
き
、
国
民
保
護

に
関
す
る
措
置
等
に
つ
い
て
住
民
や
関
係
者
の
意
見
を
聴
く
「
登
別
市
国
民
保
護
協

議
会
」（
会
長
は
市
長
、
委
員
20
名
）
を
設
置
し
た
。

　

同
協
議
会
で
は
、
本
市
が
国
の
基
本
方
針
や
北
海
道
国
民
保
護
計
画
を
踏
ま
え
て

作
成
し
た
国
民
保
護
計
画
の
内
容
等
に
つ
い
て
協
議
し
、
答
申
し
た
。
こ
の
答
申
結

果
を
基
に
本
市
と
北
海
道
知
事
と
協
議
し
、
平
成
19
年
１
月
16
日
に
「
登
別
市
国
民

保
護
計
画
」
を
策
定
し
、「
国
民
保
護
法
」
の
規
定
に
よ
り
平
成
19
年
第
１
回
定
例

会
に
お
い
て
市
議
会
に
報
告
し
た
。

第
５
節　

消　

防

昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年
３
月
７
日
、「
消
防
組

織
法
」
が
施
行
さ
れ
、
同
法
の
規
定
に
よ
っ
て
、

市
町
村
の
区
域
内
に
お
け
る
消
防
の
責
任
は
、
市
町
村
が
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

本
市
で
は
、
昭
和
24
年
に
消
防
本
部
を
発
足
し
、
初
代
消
防
長
の
宮
武
忠
兵
衛
以

下
６
名
の
職
員
に
よ
っ
て
消
防
行
政
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
戦
後

間
も
な
い
時
期
で
苦
し
い
地
方
財
政
の
中
で
は
期
待
通
り
の
活
動
が
で
き
ず
、
昭
和

31
年
10
月
31
日
に
消
防
本
部
を
廃
止
し
て
、
町
長
部
局
に
消
防
係
を
設
置
す
る
機
構

改
正
を
行
っ
た
。

　

消
防
の
常
備
化
は
、
昭
和
33
年
に
町
か
ら
１
万
円
の
助
成
を
受
け
た
登
別
、
登
別

温
泉
及
び
鷲
別
の
３
後
援
会
が
１
名
の
常
勤
運
転
手
を
置
い
た
こ
と
に
始
ま
る
。
し

か
し
、
町
勢
の
発
展
か
ら
昭
和
36
年
４
月
に
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改
正
し
、
公
設

の
常
勤
団
員
制
度
を
設
け
て
各
地
に
９
名
の
常
勤
団
員
を
配
置
し
た
。

　

昭
和
38
年
に
道
央
新
産
業
都
市
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
な
ど
も
あ
っ
て
本
市
の
人

口
が
急
増
し
、
市
街
地
の
密
集
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
よ
り
積
極
的
な

消
防
行
政
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
同
年
10
月
１
日
に
再
度
消
防
本
部
を
設
置

す
る
と
と
も
に
、
現
在
の
消
防
庁
舎
を
建
設
し
た
。

　

こ
れ
よ
り
さ
き
、
本
市
は
、
昭
和
39
年
２
月
14
日
に
施
行
さ
れ
た
「
消
防
本
部
及

び
消
防
署
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
市
町
村
を
定
め
る
等
の
政
令
」
の
規
定
に

よ
っ
て
、
昭
和
40
年
４
月
１
日
か
ら
の
消
防
署
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
同
日
付
け
で
堅
田
久
次
郎
を
初
代
消
防
署
長
に
、
そ
れ
ま
で

の
常
勤
消
防
団
員
を
消
防
署
員
と
し
て
、
登
別
町
一
円
を
所
轄
区
と
す
る
「
登
別
町

消
防
署
」
を
字
来
馬
２
６
９
番
地
（
現
・
中
央
町
６
丁
目
11
番
地
）
に
設
置
し
た
。

　

設
置
当
時
は
、分
遣
所
３
（
登
別
温
泉
、登
別
、鷲
別
）、派
出
所
２
（
幌
別
、来
馬
）、

消
防
署
員
25
人
、
消
防
本
部
は
、
消
防
長
以
下
６
名
、
総
務
係
と
消
防
係
の
２
係
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
42
年
に
は
予
防
係
を
新
設
し
た
。

　

昭
和
44
年
に
は
、
登
別
温
泉
と
鷲
別
の
分
遣
所
が
出
張
所
に
昇
格
と
な
り
、
４
年

後
の
昭
和
48
年
に
は
登
別
分
遣
所
が
出
張
所
に
昇
格
と
な
っ
た
。
昭
和
50
年
に
は
、

人
口
増
加
が
著
し
い
美
園
町
に
上
鷲
別
派
出
所
を
設
置
し
た
。
昭
和
52
年
、
同
派
出

所
と
来
馬
派
出
所
は
、
そ
れ
ぞ
れ
名
称
を
「
美
園
派
出
所
」
と
「
富
士
派
出
所
」
に

変
更
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
54
年
の
組
織
機
構
改
革
に
よ
り
、
登
別
温
泉
分
遣
所
と
鷲
別
分
遣
所

を
支
署
に
昇
格
さ
せ
、
昭
和
56
年
に
は
3
派
出
所
を
分
遣
所
に
改
称
、
平
成
8
年

（
１
９
９
６
）
に
は
、
登
別
出
張
所
が
登
別
支
署
に
昇
格
と
な
り
、
現
在
の
体
制
（
１

本
部
・
１
消
防
署
・
３
支
署
体
制
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
登
別
市
消
防
本
部
の
沿
革

　
国
民
保
護
計
画
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昭
和
59
（
１
９
８
４
）
年
６
月
、
そ
れ
ま
で
国
道
沿
い
に
あ
っ
た
鷲
別
支
署
が
、

鷲
別
総
合
庁
舎
の
建
設
に
伴
っ
て
、
現
在
の
鷲
別
町
３
丁
目
５
番
地
に
移
転
し
た
。

美
園
町
や
若
草
町
方
面
に
出
動
す
る
場
合
、
同
署
の
す
ぐ
側
に
あ
る
鷲
別
学
田
通
り

踏
切
を
通
過
す
る
が
、
同
踏
切
が
遮
断
さ
れ
て
い
た
場
合
に
備
え
て
、
同
署
裏
手
に

あ
る
新
鷲
別
橋
を
、
そ
れ
ま
で
の
木
橋
か
ら
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
永
久
橋
へ
と

架
け
替
え
た
。

　

平
成
８
（
１
９
９
６
）
年
、
市
の
人
口
増
加
に
対
応
す
る
べ
く
、
消
防
職
員
の
定

数
を
90
人
と
し
た
。

　

平
成
25
年
11
月
に
は
、
大
正
３
（
１
９
１
４
）
年
に
幌
別
村
と
鷲
別
村
に
私
設
消

防
組
が
組
織
さ
れ
て
か
ら
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
こ
と
に
よ
り
、「
登
別
消
防
創
設

１
０
０
周
年
記
念
式
典
及
び
祝
賀
会
」
を
ホ
テ
ル
平
安
で
開
催
し
、
１
８
０
名
が
出

席
し
た
。

　

昭
和
24
（
１
９
４
９
）
年
に
登
別
消
防
発
足
以
降
、
地
域
や
社
会
情
勢
に
よ
り
消

防
体
制
を
再
構
築
し
な
が
ら
、
常
備
消
防
職
員
と
消
防
団
員
に
よ
っ
て
、
火
災
予

防
に
向
け
た
啓
発
活
動
を
行
う
と
と
も

に
、
火
災
発
生
時
に
は
迅
速
に
現
場
に

赴
き
、
消
火
活
動
を
行
い
、
被
害
を
最

小
限
度
に
留
め
る
よ
う
に
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
消
防

体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
、
平
成
26

（
２
０
１
４
）
年
に｢

将
来
の
消
防
力

の
在
り
方
」
を
策
定
し
、
検
討
し
た
結

果
、
平
成
28
年
４
月
に
全
分
遣
所
を
廃

止
し
た
。
消
防
署
と
各
支
署
の
再
編
成

も
行
わ
れ
、
平
成
28
年
度
に
は
消
防
署

名
称

所
在
地

所
管
区
域

消
防
署

（
警
備
グ
ル
ー
プ
）

中
央
町
６
丁
目
11
番
地

中
央
町
、
幌
別
町
、
千
歳
町
、
桜
木
町
、
常
盤
町
、
緑
町
、
大
和
町
、
青
葉
町
、
若
山
町
１
丁
目
か
ら

３
丁
目
ま
で
、
富
岸
町
１
丁
目
、
川
上
町
、
幸
町
、
新
栄
町
、
札
内
町
の
一
部
、
富
士
町
、
柏
木
町
、

新
川
町
、
片
倉
町
、
来
馬
町
、
鉱
山
町

支　

署

登
別
温
泉

登
別
温
泉
町
17
番
地

登
別
温
泉
町
、
カ
ル
ル
ス
町
、
上
登
別
町
、
中
登
別
町
の
一
部

鷲
別

鷲
別
町
３
丁
目
５
番
地

鷲
別
町
、
美
園
町
、
若
草
町
、
栄
町
、
新
生
町
、
若
山
町
４
丁
目
、
富
岸
町
２
丁
目
及
び
３
丁
目
、
上

鷲
別
町

登
別

登
別
東
町
２
丁
目
21
番
地

登
別
本
町
、
登
別
東
町
、
登
別
港
町
、
中
登
別
町
の
一
部
、
富
浦
町
、
札
内
町
の
一
部

図表2-4-2　本署・各支署

新築された消防署東支署
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東
支
署
建
設
事
業
に
着
手
し
た
。
同
署
は
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
度
中
に
業
務
を

開
始
す
る
予
定
で
あ
り
、
完
成
後
は
そ
れ
ま
で
の
登
別
温
泉
支
署
、
登
別
支
署
が
担

当
し
て
い
た
区
域
の
消
防
拠
点
と
な
る
。
ま
た
、
富
岸
町
の
高
台
に
、
消
防
本
部
・

消
防
署
の
建
設
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
14
（
１
９
３
９
）
年
、
こ
れ
ま
で
組
織
さ
れ
て

い
た
消
防
組
を
「
警
防
団
令
」
に
よ
り
幌
別
警
防
団

に
改
正
、
警
防
団
員
３
７
０
名
、
５
分
団
体
制
（
幌
別
、
登
別
、
登
別
温
泉
、
鷲
別
、

鉱
山
）
と
し
た
。

　

戦
時
中
の
警
防
団
は
、
防
空
と
水
難
、
火
災
そ
の
他
の
活
動
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
が
、
戦
後
に
な
っ
て
防
空
業
務
が
な
く
な
り
、
昭
和
22
年
５
月
に
「
消

防
団
令
」
が
新
た
に
施
行
さ
れ
て
、
そ
の
中
で
「
警

防
団
令
」が
廃
止
さ
れ
た
。
同
令
の
廃
止
に
よ
っ
て
、

本
市
の
「
幌
別
警
防
団
」
も
廃
止
さ
れ
、改
め
て
「
幌

別
消
防
団
」
が
設
置
さ
れ
た
。

　

同
消
防
団
は
、
そ
れ
ま
で
富
士
製
鉄
来
馬
社
宅

に
あ
っ
た
自
衛
消
防
を
公
設
に
し
て
「
来
馬
分
団
」

を
新
設
し
、
消
防
団
員
３
２
７
名
、
６
分
団
体
制

（
幌
別
、
登
別
、
登
別
温
泉
、
鷲
別
、
鉱
山
、
来
馬
）

と
な
り
、
昭
和
24
年
に
は
「
幌
別
村
消
防
団
条
例
」

を
施
行
、
団
員
の
定
数
を
３
４
７
名
と
し
た
。

　

昭
和
29
年
、
鉱
山
町
の
鉱
山
従
業
員
の
転
出
に

伴
っ
て
「
鉱
山
分
団
」
を
廃
止
し
、「
富
浦
分
団
」

を
新
設
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
消
防
団
員
の
定
数

が
２
３
０
名
と
な
り
、
６
分
団
（
幌
別
、
登
別
、

登
別
温
泉
、
鷲
別
、
来
馬
、
富
浦
）
体
制
と
な
っ
た
。

　

消
防
団
の
名
称
は
、
昭
和
36
年
の
町
名
改
正
に

伴
っ
て
「
登
別
町
消
防
団
」
と
な
り
、
昭
和
45
年

の
市
制
施
行
に
よ
っ
て
「
登
別
市
消
防
団
」
と
な
っ

　
登
別
市
消
防
団
の
沿
革

分団名 分団所管区域

幌 別 分 団

幌別町・中央町・常盤町・千歳町・桜木町・緑町
大和町・青葉町・川上町・幸町・新栄町・札内町の
一部・若山町１丁目から３丁目まで
富岸町１丁 目

登 別 分 団 登別本町・登別東町・登別港町・中登別町の一部
札内町の一部

登 別 温 泉 分 団 登別温泉町・カルルス町
中登別町の一部・上登別町

鷲 別 分 団 鷲別町・美園町・若草町・新生町・栄町・上鷲別
町・若山町４丁目・富岸町２丁目及び３丁目

富 士 分 団 富士町・新川町・柏木町・片倉町・鉱山町・来馬町

富 浦 分 団 富浦町

女 性 分 団 市内全域

図表2-4-3　消防団の組織図・管轄

市 　 長 消 防 団 長 団 本 部

幌 別 分 団

登 別 分 団

登別温泉分団

鷲 別 分 団

富 士 分 団

富 浦 分 団

女 性 分 団
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た
。
ま
た
、
団
員
の
定
員
も
昭
和
36
年
に
１
９
１
名
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
41

年
か
ら
の
一
時
期
に
１
９
２
名
に
な
る
が
、昭
和
55
年
に
は
再
度
１
９
１
名
と
な
り
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

昭
和
56
年
に
「
来
馬
分
団
」
を
「
富
士
分
団
」
に
改
称
し
、平
成
９
（
１
９
９
７
）

年
に
は
、
団
本
部
に
女
性
分
団
を
配
置
し
て
初
の
女
性
団
員
10
名
が
入
団
し
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
現
在
の
７
分
団
体
制
（
幌
別
、
登
別
、
登
別
温
泉
、
鷲
別
、
富
士
、
富

浦
、
女
性
）
と
な
っ
た
。

　

平
成
22
年
、
神
奈
川
県
海
老
名
市
か
ら
本
市
消
防
本
部
に
対
し
て
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
５
台
が
寄
贈
さ
れ
、
そ
の
う
ち
１
台
は
消
防
署
で
運
用
し
、
残
り
４
台
を
幌
別

分
団
、
登
別
分
団
、
登
別
温
泉
分
団
、
富
浦
分
団
に
１
台
ず
つ
配
置
し
た
。

　

平
成
25
年
、
国
は
、
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
災
害
が
国
内
で
頻

発
す
る
状
況
を
受
け
て
、
住
民
の
積
極
的
な
参
加
の
も
と
に
消
防
団
を
中
核
と
し
た

地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
を
図
り
、
住
民
の
安
全
の
確
保
を
図
る
こ
と
を
目
的
に｢

消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に
関
す
る
法
律｣

を
施
行
し
た
。

本
市
で
は
、
同
法
を
踏
ま
え
て
、
市
消
防
団
員
の
保
安
帽
、
雨
衣
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー

等
の
安
全
装
備
品
の
貸
与
を
進
め
た
。
平
成
29
年
、
北
海
道
は
、
全
国
的
に
消
防
団

員
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
地
域
の
安
心
・
安
全
を
担
っ
て
い
る
消
防
団
員
を
北
海
道

全
体
で
応
援
す
る
た
め｢

北
海
道
消
防
団
応
援
の
店｣

制
度
を
創
設
し
た
。
本
市
に

お
い
て
賛
同
す
る
事
業
所
等
の
募
集
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
７
事
業
所
が
賛
同
し
飲
食

の
割
引
き
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
。

消
防
署
が
設
置
さ
れ
て
ひ
と
月
後
の
昭
和
40
（
１
９
６
５
）
年

５
月
、
室
蘭
市
の
日
石
埠
頭
で
ノ
ル
ウ
ェ
ー
国
籍
（
国
土
交
通

省
表
記
）
の
タ
ン
カ
ー
が
爆
発
し
、
約
27
日
間
炎
上
す
る
と
い
っ
た
火
災
が
発
生
し

た
。
発
足
し
て
間
も
な
い
消
防
署
に
も
応
援
の
要
請
が
あ
り
、
輪
番
で
消
防
車
両
を

現
場
に
派
遣
し
た
。
こ
の
と
き
の
作
業
は
、
タ
ン
カ
ー
か
ら
漏
れ
出
す
油
が
岸
壁
に

打
ち
寄
せ
ら
れ
て
炎
上
す
る
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
そ
の
油
を
沖
合
に
押

し
戻
す
と
い
っ
た
業
務
が
主
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
火
災
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

室
蘭
市
と
の
間
で
同
年
６
月
１
日
に
「
消
防
相
互
応
援
協
定
」
を
締
結
し
た
。

　

昭
和
44
年
に
は
口
径
が
50
㍉
㍍
の
放
水
ホ
ー
ス
を
導
入
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
口
径

65
㍉
㍍
の
ホ
ー
ス
で
は
難
し
か
っ
た
比
較
的
広
範
囲
へ
の
放
水
が
可
能
と
な
り
、
消

火
活
動
の
幅
が
広
が
る
契
機
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
７
（
１
９
９
５
）
年
に
発
生
し
た
阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
全
国

各
地
か
ら
派
遣
さ
れ
て
き
た
応
援
部
隊
が
持
つ
放
水
ホ
ー
ス
の
規
格
が
異
な
っ
て
い

た
こ
と
が
問
題
と
し
て
浮
上
し
、
統
一
的
な
規
格
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
本
市
で
は
、
平
成
９
年
に
全
国
的
な
統
一
規
格
に
な
っ
た

差
し
込
み
式
ホ
ー
ス
に
機
材
の
入
れ
替
え
や
改
修
を
行
っ
た
。

　

平
成
12
年
3
月
31
日
に
発
生
し
た
有
珠
山
噴
火
災
害
で
は
、
現
地
消
防
機
関
等
と

協
力
し
、
約
50
日
間
に
わ
た
り
隊
員
を
派
遣
（
延
１
１
４
隊
３
５
４
名
）、
住
民
の

安
全
確
保
や
二
次
災
害
の
防
止
、
避
難
所
生
活
を
送
る
住
民
の
救
急
活
動
等
に
尽
力

し
た
。

　

同
年
10
月
、
白
老
町
消
防
本
部
と
の
間
で
昭
和
44
（
１
９
６
９
）
年
に
締
結
さ
れ

た
相
互
応
援
協
定
の
対
象
区
域
を
拡
大
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
進
入
が
本
市
か
ら
し

か
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
倶
多
楽
湖
が
対
象
で
あ
っ
た
が
、
本
市
の
登
別
本
町
、
登

別
東
町
、
登
別
港
町
と
、
白
老
町
の
虎
杖
浜
が
対
象
地
区
に
新
た
に
加
わ
っ
た
。
対

象
地
区
で
火
災
が
発
生
し
た
際
に
は
、
両
消
防
署
か
ら
消
火
車
両
を
出
動
さ
せ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

平
成
15
（
２
０
０
３
）
年
９
月
28
日
に
苫
小
牧
市
の
出
光
興
産
（
株
）
北
海
道
製

　
消
防
活
動
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油
所
で
火
災
が
発
生
し
た
際
に
は
、
北
海
道
広
域
消
防
相
互
応
援
協
定
に
基
づ
い
て

化
学
隊
（
１
隊
延
１
９
名
）
を
派
遣
。
消
火
活
動
に
尽
力
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
翌

16
年
８
月
に
、
防
災
功
労
の
消
防
庁
長
官
表
彰
を
受
け
て
い
る
。

　

平
成
20
年
年
７
月
７
日
か
ら
洞
爺
湖
町
で
開
催
さ
れ
た
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト

で
は
、
22
カ
国
の
首
脳
と
７
つ
の
国
際
機
関
の
代
表
が
滞
在
す
る
宿
営
地
の
ひ
と
つ

と
し
て
登
別
温
泉
が
選
出
さ
れ
、
温
泉
街
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
２
ヶ
月
間
に
渡

り
ホ
テ
ル
の
予
防
指
導
や
火
災
対
応
訓
練
に
取
り
組
ん
だ
。
万
全
の
準
備
を
期
し
て

臨
ん
だ
開
催
期
間
に
お
い
て
、
た
だ
ひ
と
つ
の
災
害
も
発
生
さ
せ
ず
に
各
国
の
要
人

を
見
送
り
で
き
た
こ
と
は
、
本
市
消
防
本
部
及
び
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
北
海
道
各

消
防
本
部
の
尽
力
の
賜
で
あ
る
。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
東
北
地
方
で
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
緊
急
消
防

援
助
隊
と
し
て
約
２
カ
月
に
わ
た
り
、
消
火
隊
、
救
助
隊
、
救
急
隊
（
計
４
隊
、
延

20
名
）
を
派
遣
、
未
曾
有
の
大
災
害
で
被
災
し
た
方
々
の
救
護
、
捜
索
活
動
等
に
従

事
し
た
。

　

平
成
30
年
９
月
６
日
、
胆
振
地
方
中
東
部
を
震
央
と
し
て
発
生
し
た
胆
振
東
部
地

震
に
お
い
て
も
、前
述
の
協
定
に
よ
り
即
座
に
現
地
入
り
し
、救
急
隊
、支
援
隊
（
計

２
隊
延
40
名
）
が
災
害
活
動
に
従
事
し
た
。

消
防
に
関
す
る
業
務
の
中
で
、
火
災
発
生
時
の
消
火
活
動
と
と

も
に
重
要
な
業
務
と
し
て
「
予
防
活
動
」
が
上
げ
ら
れ
る
。

　

昭
和
57（
１
９
８
２
）年
に
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
で
発
生
し
た
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
パ
ン
の
火
災
を
受
け
て
、
市
消
防
本
部
で
は
、
３
月
に
宿
泊
施
設
の
防
火
対

象
物
適
合
表
示
制
度
に
よ
っ
て
防
火
基
準
適
合
マ
ー
ク
（
い
わ
ゆ
る
「
適
マ
ー
ク
」）

の
交
付
を
受
け
た
宿
泊
施
設
の
名
称
を
公
開
す
る
方
針
を
示
し
、５
月
か
ら「
適
マ
ー

ク
」
の
交
付
を
開
始
し
た
。
交
付
開
始
後
約
１
年
間
で
交
付
を
受
け
た
施
設
は
、
対

象
施
設
の
９
割
に
達
し
、
安
全
・
安
心
な
観
光
地
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
に
も
貢

献
し
た
。

　

ま
た
、
従
来
か
ら
消
防
職
員
の
み
で
実
施
し
て
い
た
高
齢
者
世
帯
の
査
察
を
、
女

性
消
防
団
員
の
活
動
に
も
追
加
し
、
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
頻
度
が
増
加
す
る
11
月

か
ら
、
高
齢
者
世
帯
を
訪
問
し
、
防
火
を
呼
び
か
け
る
活
動
を
平
成
12
（
２
０
０
０
）

年
か
ら
始
め
た
。
こ
の
訪
問
に
あ
わ
せ
て
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況
の
確
認

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

全
国
で
発
生
し
た
住
宅
火
災
に
お
け
る
死
者
の
約
７

割
が
熟
睡
、
泥
酔
、
病
気
、
身
体
不
自
由
な
ど
の
逃

げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
、
ま
た
、
高
齢
者
の
割
合
が
半
数
以

上
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
高
齢
化
の
進
展
に
対
応
す
る
新
た
な
住
宅
防

火
対
策
の
１
つ
と
し
て
、
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
６
月
１
日
か
ら
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

本
市
で
は
、
平
成
21
年
度
に
「
防
火
安
全
対
策
調
査
・
普
及
事
業
」（
事
業
期
間
:

10
月
１
日
～
翌
年
２
月
28
日
）
を
実
施
し
て
市
内
す
べ
て
の
住
宅
を
対
象
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
状
況
の
調
査
を
行
っ
た
。
こ
の
調
査
に
お
い
て
は
、
設
置
率
は

34
・
７
㌫
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
設
置
義
務
の
期
限
で
あ
る
平
成
23
年
５
月
ま
で
に

未
設
置
の
約
65
㌫
の
住
宅
に
お
け
る
設
置
が
課
題
と
な
っ
た
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
率
向
上
に
向
け
て
、
市
消
防
本
部
で
は
、
消
防
・
救

急
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
地
域
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
、
ま
た
、
公
共
施
設
等
に
お
い
て
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
パ
ネ
ル
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
、

市
広
報
紙
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
て
啓
発
活
動
を
行
っ
た
。
本
市

　
予
防
活
動

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　
設
置
義
務
化
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独
自
の
取
組
と
し
て
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
済
み
シ
ー
ル
を
配
布
し
、
悪
質
な

訪
問
販
売
の
未
然
防
止
に
も
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、
調
査
の
結
果
、
未
設
置
で
あ
っ

た
住
宅
を
対
象
に
、
消
防
署
員
に
よ
る
訪
問
調
査
と
高
齢
者
世
帯
へ
の
防
火
査
察
を

行
い
、
普
及
に
努
め
た
結
果
、
平
成
23
年
に
は
設
置
率
88
㌫
を
達
成
し
た
。
各
家
庭

に
お
い
て
も
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
火
災
が
発
生
し
た

際
も
早
い
時
点
で
火
災
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
、
そ
の
結
果
、
警
報
器
を
設
置
し
た

住
宅
で
は
平
成
22
年
か
ら
の
10
年
間
で
全
焼
ゼ
ロ
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

昭
和
30
年
代
は
、
自
動
車
が
普
及
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
交
通
事

故
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
救
急
業
務
の
実
施
に
対
す
る
要

望
が
高
ま
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。

　

国
は
、
こ
の
よ
う
な
情
勢
を
受
け
て
、
そ
れ
ま
で
は
明
確
な
法
的
根
拠
が
無
か
っ

た
救
急
業
務
を
「
消
防
法
」
の
中
に
位
置
付
け
、
救
急
業
務
を
行
う
べ
き
市
町
村
の

基
準
等
を
定
め
る
消
防
法
の
一
部
改
正
を
昭
和
38
年
に
行
い
、
翌
39
年
４
月
10
日
か

ら
施
行
し
た
。

　

本
市
に
お
け
る
救
急
業
務
は
、
昭
和
39
年
６
月
５
日
に
日
本
赤
十
字
社
か
ら
救
急

自
動
車
が
配
車
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
こ
の
頃
の
登
別
町
は
、
救
急
業
務
を
行
う

べ
き
市
町
村
の
基
準
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
実
施
義
務
は
無
か
っ
た
も
の
の
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
一
環
と
し
て
任
意
で
行
っ
て
い
た
。
当
時
の
救
急
出
動
は
、

日
中
は
保
健
衛
生
係
、
夜
間
は
消
防
本
部
に
要
請
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
時
間

帯
に
よ
っ
て
要
請
先
が
異
な
っ
て
い
た
が
、
翌
40
年
６
月
１
日
か
ら
出
動
要
請
先
が

消
防
本
部
に
一
本
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

こ
の
救
急
業
務
を
行
う
べ
き
市
町
村
の
基
準
は
、
交
通
事
故
の
増
加
に
伴
い
全
国

的
に
救
急
体
制
の
整
備
と
充
実
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
当
初
は
国
勢
調
査
で
の
人
口

が
10
万
人
以
上
で
あ
り
、
か
つ
人
口
集
中
地
区
の
人
口
の
合
計
が
５
万
人
以
上
と
い

う
基
準
で
あ
っ
た
も
の
が
、
順
次
緩
和
さ
れ
て
い
き
、
昭
和
44
年
に
は
、
国
勢
調
査

で
の
人
口
が
３
万
人
以
上
の
市
と
い
う
基
準
に
な
り
、
同
年
９
月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
た
。
さ
ら
に
翌
45
年
４
月
17
日
に
は
、
再
度
基
準
が
緩
和
さ
れ
、
国
勢
調
査
で
の

人
口
が
３
万
人
以
上
の
市
又
は
町
と
な
り
、
こ
の
基
準
は
昭
和
45
年
10
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

救
急
自
動
車
の
運
用
を
開
始
し
た
当
初
は
使
用
料
を
徴
収
す
る
こ
と
と
し
て
、
災

害
や
交
通
事
故
又
は
伝
染
病
に
よ
る
患
者
、
あ
る
い
は
生
活
困
窮
者
は
使
用
料
が
免

除
さ
れ
る
制
度
で
あ
っ
た
が
、「
道
路
運
送
法
」
や
「
消
防
組
織
法
」
の
規
定
に
抵

触
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
45
年
に
使
用
料
の
徴
収
は
廃
止
と
な
っ

た
。

　

本
市
の
当
時
の
国
勢
調
査
に
よ
る
人
口
は
、３
万
９
千
１
０
１
人
で
あ
っ
た
た
め
、

前
述
の
緩
和
さ
れ
た
基
準
に
基
づ
い
て
昭
和
45
年
10
月
１
日
か
ら
救
急
業
務
の
実
施

が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
同
年
８
月
１
日
に
市
制
を
施
行
し

た
こ
と
か
ら
、
緩
和
さ
れ
た
基
準
の
１
つ
前
の
基
準
、
す
な
わ
ち
国
勢
調
査
に
お
け

る
人
口
３
万
人
以
上
の
市
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
な
り
、
市
制
施
行
と
同
時
に
救
急
業

務
の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

当
初
は
、
消
防
署
か
ら
市
内
各
所
に
救
急
自
動
車
が
出
動
し
て
い
た
が
、
そ
の
後

の
人
口
の
増
加
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
昭
和
56
年
に
は
日
本
赤
十
字
社
北
海
道
支
部
か

ら
長
期
貸
付
を
受
け
た
救
急
自
動
車
を
登
別
温
泉
支
署
に
配
置
し
、
昭
和
61
年
の
道

央
自
動
車
道
の
開
通
に
伴
っ
て
、
日
本
道
路
公
団
（
現
・
東
日
本
高
速
道
路
（
株
））

と
の
間
で
高
速
道
路
上
に
お
け
る
救
急
業
務
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
た
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
救
急
自
動
車
を
消
防
署
に
１
台
増
車
し
て
お
り
、
平
成
5
（
１
９
９
３
）

年
に
は
鷲
別
支
署
に
救
急
隊
を
新
設
す
る
と
と
も
に
、
消
防
署
の
救
急
自
動
車
１
台

　
救
急
業
務
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を
同
署
に
配
置
し
て
い
る
。

　

平
成
３
年
に
応
急
措
置
の
範
囲
が
拡
大
す
る
一
方
で
、
医
療
行
為
に
位
置
付
け
ら

れ
る
た
め
に
医
師
の
同
席
と
指
導
が
必
要
で
あ
っ
た
医
療
行
為
の
一
部
を
﹁
特
定
行

為
﹂
と
し
て
、
そ
れ
を
行
い
う
る
﹁
救
急
救
命
士
﹂
の
国
家
資
格
が
創
設
さ
れ
た
。

一
般
の
救
急
隊
員
が
処
置
し
た
事
例
に
比
較
し
て
、
救
急
救
命
士
が
処
置
し
た
事
例

の
救
命
率
が
よ
り
高
率
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
内
で
も
救
急
救
命
士
の
養
成
を
求

め
る
声
が
上
が
り
、
上
野
市
長
も
平
成
７
年
の
市
政
執
行
方
針
に
お
い
て
救
急
救
命

士
を
養
成
す
る
旨
の
方
針
を
示
し
、
平
成
８
年
３
月
に
１
名
が
市
消
防
本
部
で
初
と

な
る
﹁
救
急
救
命
士
﹂
資
格
を
取
得
し
た
。
そ
し
て
、
同
年
10
月
１
日
か
ら
日
鋼
記

念
病
院
と
連
携
し
て
、
同
病
院
の
医
師
の
指
示
の
も
と
救
急
救
命
士
が
電
気
シ
ョ
ッ

ク
に
よ
る
心
肺
蘇
生
や
、気
道
の
確
保
な
ど
を
行
う
﹁
特
定
行
為
﹂
の
運
用
が
始
ま
っ

た
。
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
市
消
防
本
部
で
は
、救
急
自
動
車
を
そ
れ
ま
で
の﹁
準

高
規
格
救
急
自
動
車
﹂
か
ら
、
順
次
、﹁
高
規
格
救
急
自
動
車
﹂
へ
と
更
新
を
進
め

て
行
っ
た
。
平
成
30
年
度
末
現
在
で
は
、
救
急
救
命
士
の
有
資
格
者
29
名
と
な
り
、

救
急
自
動
車
も
保
有
す
る
３
台
︵
警
備
グ
ル
ー
プ
１
台
、
登
別
温
泉
支
署
及
び
鷲
別

支
署
各
１
台
︶
の
全
て
が
高
規
格
救
急
自
動
車
と
な
っ
て
い
る
。

救
急
出
動
の
要
因
別
の
統
計
は
、11
種
別
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

本
市
の
状
況
を
市
制
施
行
の
昭
和
45
︵
１
９
７
０
︶
年
度
と
平

成
30
︵
２
０
１
８
︶
年
度
と
を
比
較
す
る
と
、救
急
出
動
件
数
は
約
７
・
７
倍
と
な
る
。

救
急
業
務
に
占
め
る
割
合
で
見
て
行
く
と
、
法
制
化
さ
れ
た
当
時
の
主
た
る
要
因
で

あ
っ
た
交
通
事
故
は
平
成
２
年
ま
で
は
増
加
基
調
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
後
は
減
少

に
転
じ
て
推
移
し
て
い
る
一
方
で
、
誤
飲
等
の
一
般
負
傷
や
、
疾
病
に
よ
る
急
病
は

大
き
く
割
合
を
増
し
て
い
る
。

　

救
急
出
動
の
大
幅
な
増
加
は
全
国
的
な
傾
向
で
あ
り
、
そ
の
要
因
も
高
齢
化
の
進

展
と
比
較
的
軽
症
で
あ
っ
て
も
救
急
出
動
を
要
請
す
る
事
例
の
増
加
と
さ
れ
て
お

り
、
本
市
に
お
い
て
も
同
様
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
そ
の
他
の
要
因
に
よ
る
救
急

出
動
件
数
は
、
お
お
む
ね
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
。

　

救
急
出
動
は
、
要
請
が
あ
っ
た
順
番
に
出
動
す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
比
較
的
軽

症
な
場
合
で
の
救
急
出
動
要
請
が
先
ん
じ
る
と
、
重
篤
な
症
状
の
患
者
の
救
急
搬
送

が
遅
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
よ
う
な
事
例
の
発
生
を
少
し
で
も
防
止
し
て
い
く
た

め
に
、
消
防
本
部
で
は
市
民
等
に
対
す
る
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
最
近
の
救
急
出
動
に
お
い
て
特
徴
的
な
事
例
は
、
外
国
人
観
光
客
等
に
よ

る
救
急
出
動
要
請
の
増
加
で
あ
る
。
日
本
語
で
の
会
話
が
で
き
る
外
国
人
観
光
客
等

は
少
な
く
、
そ
の
よ
う
な
中
で
も
意
思
疎
通
を
可
能
と
す
る
た
め
、
市
消
防
本
部
で

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
多
言
語
音
声
翻
訳
ア
プ
リ
を
平
成
28
年
か
ら
導
入
し
、
成

果
を
収
め
て
い
る
。
ま
た
、
登
別
温
泉
地
区
へ
の
外
国
人
観
光
客
の
増
加
や
、
白
老

昭和45年度 平成30年度
出動件数 298 2,319
火 災 0 15
自然災害 0 2
水 難 2 0
交通事故 74 99
労働災害 10 21
運動競技 4 4
一般負傷 22 362
加 害 3 3
自損行為 4 27
急 病 178 1,630
そ の 他 1 166

出典：登別市統計書

図表2-4-4　救急出動の比較

　
救
急
要
請



323

第２編　分野史

町
に
建
築
さ
れ
た
ウ
ポ
ポ
イ
（
民
族
共
生
象
徴
空
間
）
の
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年

の
開
館
に
よ
り
更
な
る
外
国
人
観
光
客
等
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
平
成
30

（
２
０
１
８
）
年
10
月
に
、
登
別
国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
と
「
外
国
人
か

ら
の
通
報
時
及
び
災
害
現
場
で
の
通
訳
に
関
す
る
覚
書
」
を
締
結
し
た
。

　

そ
の
後
、
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
６
月
１
日
に
は
、
多
言
語
に
対
応
可
能
な
通

訳
と
の
通
信
を
24
時
間
体
制
で
行
う
こ
と
が
で
き
る「
三
者
間
同
時
通
訳
シ
ス
テ
ム
」

の
運
用
を
開
始
し
た
。

　

災
害
の
無
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
市
民
と
消
防

が
身
近
に
触
れ
合
う
「
消
防
・
救
急
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
、
平
成
21
（
２
０
０
９
）
年
か
ら
「
明
日
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
の
１
つ
と

し
て
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

第
１
回
で
は
、
ポ
ス
フ
ー
ル
登
別
店
（
現
・
イ
オ
ン
登
別
店
）
の
駐
車
場
で
消
防

車
や
救
急
車
な
ど
を
展
示
し
、
消
火
器
に
よ
る
消
火
体
験
や
大
地
震
な
ど
を
体
験
す

る
起
震
車
で
震
度
６
程
度
の
揺
れ
の
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
、
来
場
者
か
ら
は
大
好
評

を
博
し
た
。
こ
の
催
事
は
、
翌
年
以
降
も
そ
の
年
ご
と
に
内
容
を
改
め
な
が
ら
継
続

さ
れ
て
い
る
（
平
成
30
年
度
は
胆
振
東
部
地
震
の
た
め
中
止
）。

自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
略
称
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
」）
は
、

医
師
の
指
示
が
な
く
て
も
救
急
救
命
士
が
使
用
可
能

な
一
次
救
急
の
機
材
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き
た
が
、
平
成
16
（
２
０
０
４
）
年
７
月

１
日
に
厚
生
労
働
省
が
「
非
医
療
従
事
者
に
よ
る
自
動
体
外
式
除
細
動
器
の
使
用

の
在
り
方
検
討
会
報
告
書
」
を
発
表
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
一
般
市
民
に
お
い
て
も
、

１
８
０
分
の
講
習
を
受
講
し
て
い
る
こ
と
、
使
用
す
る
器
具
が
医
療
器
具
と
し
て
薬

事
法
の
承
認
を
受
け
て
い
る
こ
と
な
ど
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
際
に
使
用
可
能
と

な
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
本
市
で
は
、
平
成
18
年
度
に
消
防
署
と
救
急
車
３
台
に
設
置
す
る
と

と
も
に
、
市
内
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
、
不
特
定
多
数
が
来
場
す
る
運
動
施
設
で
あ

る
市
民
プ
ー
ル
ら
く
あ
、
総
合
体
育
館
、
岡
志
別
の
森
運
動
公
園
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
、
し
ん
た
21
に
設
置
し
た
。
ま
た
、
民
間
企
業
等
か
ら
11
台
の
寄
贈
を
受
け

て
、
市
役
所
本
庁
舎
、
市
民
会
館
、
鷲
別
公
民
館
、
婦
人
セ
ン
タ
ー
、
温
泉
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
、
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
及
び
市
内
各
中
学
校
に
設
置
し
た
。

　

こ
の
後
、
平
成
18
年
６
月
12
日
に
厚
生
労
働
省
が
「
わ
が
国
の
新
し
い
救
急
蘇
生

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
骨
子
）（
一
次
救
命
処
置
）」
を
発
表
し
、
そ
の
中
で
、
こ
れ
ま
で

は
推
奨
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
８
歳
未
満
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
に
つ
い
て
、
小
児
用

パ
ッ
ド
を
用
い
て
使
用
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。こ
れ
を
受
け
て
、

平
成
19
年
度
に
は
市
内
小
学
校
各
校
に
も
設
置
、
更
に
同
年
の
第
３
回
臨
時
会
で
補

正
予
算
を
組
み
、
各
保
育
所
、
児
童
館
、
青
少
年
会
館
等
市
内
22
か
所
に
追
加
設
置

し
た
。
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行
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』
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消
防
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『
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消
防
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ゆ
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』
平
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25
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・
登
別
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消
防
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部
『
火
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状
況
（
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成
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年
～
令
和
元
年
）』
令
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年

・
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海
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聞
社
『
北
海
道
新
聞
』
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号

・
室
蘭
民
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『
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バ
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自
動
体
外
式
除
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動
器
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第
６
節　

警
察
・
自
衛
隊

１　

警　

察

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
後
の
警
察
組
織
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の

主
導
に
よ
り
戦
前
の
中
央
集
権
的
な
組
織
か
ら
、
民
主

的
な
運
営
が
な
さ
れ
る
組
織
と
な
る
こ
と
を
目
的
に
改
革
が
行
わ
れ
た
。

　

昭
和
22（
１
９
４
７
）年
12
月
に
制
定
さ
れ
、翌
年
３
月
に
施
行
さ
れ
た「
警
察
法
」

（
旧
警
察
法
）
で
は
、
全
て
の
市
と
人
口
５
千
人
以
上
を
有
す
る
市
街
的
町
村
に
は

設
置
主
体
を
地
方
自
治
体
と
す
る
自
治
体
警
察
署
が
置
か
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ

以
外
の
町
村
に
は
国
が
設
置
主
体
と
な
る
国
家
地
方
警
察
が
設
置
さ
れ
た
。

　

本
市
は
、
旧
警
察
法
施
行
当
時
の
人
口
は
１
万
８
千
５
８
１
人
を
数
え
た
も
の
の

「
市
街
的
町
村
」
と
し
て
の
指
定
を
受
け
る
に
至
ら
ず
、
苫
小
牧
町
（
現
苫
小
牧
市
）

内
に
設
置
さ
れ
た
苫
小
牧
地
区
警
察
署
の
管
轄
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
旧
警
察
法
に
基
づ
く
組
織
は
、
小
規
模
で
あ
り
、
集
団
的
又
は
広
域
的

な
犯
罪
に
対
し
て
効
率
的
か
つ
的
確
な
対
応
を
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
自
治
体
警
察
設
置
に
要
す
る
経
費
が
設
置
主
体
の
市
町
村
負
担
と
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
小
規
模
な
市
町
村
で
は
設
置
返
上
に
関
す
る
要
望
が
多
数
寄
せ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
し
て
、
旧
警
察
法
で
は
複
数
回
の
一
部
改
正
を
行
っ
た
も

の
の
改
善
に
は
至
ら
ず
、
抜
本
的
な
改
善
を
図
る
こ
と
と
な
り
、
昭
和
29
年
７
月
１

日
に
全
部
改
正
さ
れ
た
「
警
察
法
」（
新
警
察
法
）
が
施
行
さ
れ
、
新
警
察
法
の
下
、

本
市
は
札
幌
方
面
本
部
内
に
位
置
す
る
室
蘭
警
察
署
の
管
轄
と
さ
れ
た
。

　

新
警
察
法
は
、
そ
の
後
も
時
々
の
情
勢
に
よ
り
改
正
を
行
っ
て
お
り
、
昭
和
33
年

４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
警
察
法
の
一
部
改
正
で
は
、
札
幌
方
面
本
部
が
廃
止
さ

れ
、
室
蘭
警
察
署
は
北
海
道
警
察
本
部
直
轄
の
札
幌
方
面
室
蘭
警
察
署
と
し
て
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

　

警
察
署
の
設
置
は
、
基
本
的
に
旧
警
察
法
に
よ
る
も
の
を
踏
襲
し
て
お
り
、
本
市

内
で
発
生
す
る
窃
盗
犯
の
件
数
が
大
幅
な
増
加
を
見
せ
る
一
方
で
、
そ
れ
に
対
応
す

る
警
察
力
は
派
出
所
３
か
所
、
駐
在
所
２
か
所
、
警
察
官
の
数
が
20
人
弱
と
い
う
状

態
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
不
安
を
抱
い
て
い
た
市
民
の
間
で
は
、
昭
和
45
年
８
月
１
日

の
市
制
施
行
に
よ
り
本
市
内
に
単
独
の
警
察
署
が
設
置
さ
れ
、
警
察
力
が
強
化
さ
れ

る
こ
と
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
た
。

　

市
民
の
期
待
の
高
ま
り
を
受
け
て
、
本
市
は
、
北
海
道
警
察
本
部
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
機
関
へ
の
要
請
活
動
を
開
始
し
た
。
昭
和
46
年
に
は
北
海
道
議
会
に
も
陳
情

書
を
提
出
し
、
ま
た
、
昭
和
50
年
に
北
海
道
議
会
議
員
に
当
選
し
た
高
田
元
市
長
も

北
海
道
議
会
の
場
で
、
当
時
道
内
の
市
で
単
独
警
察
署
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
登
別

市
及
び
恵
庭
市
へ
の
単
独
警
察
署
設
置
に
対
す
る
考
え
を
質
問
し
た
。

　

し
か
し
、
各
警
察
署
間
の
業
務
負
担
の
均
衡
を
図
る
た
め
に
警
察
署
の
設
置
や
定

員
の
見
直
し
を
進
め
て
い
た
北
海
道
警
察
本
部
で
は
、
本
市
、
恵
庭
市
と
も
に
刑
法

犯
の
発
生
件
数
は
単
独
の
警
察
署
を
設
置
す
る
基
準
に
近
い
件
数
と
は
い
え
、
両
警

察
署
の
警
察
官
の
業
務
負
担
量
は
全
道
平
均
と
同
程
度
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
両
市

と
も
に
隣
接
す
る
警
察
署
と
の
距
離
が
他
の
警
察
署
間
の
距
離
よ
り
も
近
距
離
で
あ

り
、
犯
罪
傾
向
が
広
域
化
、
ス
ピ
ー
ド
化
に
あ
る
中
で
小
規
模
な
警
察
署
の
設
置
は
、

結
局
他
の
警
察
署
の
応
援
を
要
請
す
る
こ
と
と
な
り
、
効
率
的
な
運
用
が
果
た
せ
な

い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
後
の
推
移
を
見
極
め
て
対
応
し
た
い
と
い
う

消
極
的
な
答
弁
と
な
っ
た
。

　
市
内
警
察
力
の
概
要
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本
市
は
、
そ
の
後
も
粘
り
強
く
要
請
活
動
を
行
い
、
昭
和
53
年
４
月
に
は
幌
別

派
出
所
が
そ
れ
ま
で
の
警
部
補
派
出
所
か
ら
警
部
派
出
所
に
昇
格
し
、
平
成
６

（
１
９
９
４
）
年
４
月
に
は
単
独
警
察
署
長
と
同
格
と
な
る
警
視
ク
ラ
ス
の
警
察
官

が
所
長
と
し
て
配
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
間
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
実

施
に
よ
り
住
宅
地
が
拡
大
し
、
犯
罪
の
発
生
や
青
少
年
の
非
行
が
増
加
し
た
若
草
・

新
生
地
区
へ
の
効
果
的
な
対
応
を
図
る
た
め
、
登
別
交
番
は
昭
和
57
（
１
９
８
２
）

年
12
月
１
日
に
桜
木
町
１
丁
目
に
移
転
し
、
業
務
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
交
通
機
動

隊
室
蘭
分
駐
所
も
名
称
を
「
交
通
機
動
隊
登
別
分
駐
所
」
と
改
め
て
昭
和
57
年
12
月

に
登
別
交
番
と
同
一
の
施
設
内
に
移
転
し
、
平
成
14
年
に
は
鷲
別
交
番
の
管
轄
区
域

を
引
き
継
ぐ
新
生
交
番
が
新
生
町
４
丁
目
に
開
所
す
る
な
ど
実
質
的
な
警
察
力
の
増

強
が
行
わ
れ
て
き
た
。
平
成
６
（
１
９
９
４
）
年
11
月
１
日
、
そ
れ
ま
で
の
「
警
察

官
派
出
所
」「
駐
在
所
」
と
い
っ
た
名
称
が
「
交
番
」
に
統
一
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

室
蘭
警
察
署
管
内
で
も
室
蘭
・
登
別
両
市
内
に
あ
る
16
交
番
で
看
板
の
掛
け
替
え
が

行
わ
れ
た
。
ま
た
、
治
安
維
持
業
務
だ
け
で
は
な
く
、
平
成
12
年
４
月
１
日
か
ら
は
、

全
て
の
交
番
及
び
駐
在
所
で
運
転
免
許
証
の
住
所
変
更
手
続
き
が
可
能
と
な
っ
た
ほ

か
、
平
成
30
年
１
月
13
日
に
は
、
白
老
町
内
で
発
生
し
た
列
車
事
故
の
影
響
で
足
止

め
さ
れ
た
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
受
験
生
１
名
を
登
別
交
番
の
パ
ト
カ
ー
で
試

験
会
場
ま
で
の
代
替
輸
送
を
行
っ
た
。

　

令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
現
在
で
は
、
登
別
交
番
と
新
生
交
番
、
登
別
東
交
番
と

登
別
温
泉
交
番
の
２
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
体
制
で
警
察
官
の
重
点
的
な
配
置
な
ど
を
行

い
、
治
安
を
維
持
し
て
い
る
。

明
治
24
（
１
８
９
１
）
年
１
月
16
日
に
初
め
て
幌
別
村
巡
査
駐

在
所
（
幌
別
村
１
１
６
番
地
）
が
設
置
さ
れ
、
巡
査
矢
崎
武
啓

が
赴
任
し
た
。
こ
の
頃
の
登
別
地
域
は
、
北
海
道
炭
砿
鉄
道
に
よ
る
室
蘭
本
線
敷
設

工
事
の
最
中
で
あ
り
、
工
事
関
係
者
が
一
時
的
に
増
加
し
、
現
在
の
登
別
市
内
一
円

（
幌
別
村
・
登
別
村
・
鷲
別
村
）を
担
当
す
る
巡
査（
１
名
）は
多
忙
を
極
め
た
と
い
う
。

そ
の
た
め
、
明
治
33
年
４
月
に
は
鷲
別
村
が
輪
西
村
巡
査
駐
在
所
の
所
轄
と
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
か
ら
５
年
後
の
明
治
38
年
２
月
25
日
に
は
登
別
村
巡
査
駐
在
所
が
設
置

さ
れ
た
た
め
、
札
内
・
カ
ル
ル
ス
・
ラ
ン
ボ
ッ
ケ
・
サ
ト
ヲ
カ
シ
ベ
ツ
を
除
く
登
別

村
が
同
巡
査
駐
在
所
に
移
管
さ
れ
た
。
翌
年
に
は
登
別
村
全
域
が
登
別
村
巡
査
駐
在

所
の
管
轄
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
幌
別
村
一
円
が
管
轄
区
域
と
な
っ
た
。
そ
の
後
も

管
轄
区
域
は
近
隣
の
駐
在
所
と
の
間
で
所
管
替
え
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

昭
和
22
（
１
９
４
７
）
年
５
月
６
日
に
巡
査
部
長
派
出
所
に
昇
格
し
、
警
部
補
派

出
所
、
警
部
派
出
所
の
時
代
を
経
て
平
成
６
（
１
９
９
４
）
年
に
は
、
犯
罪
の
重
大

化
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
に
警
察
署
長
と
同
等
の
警
視
ク
ラ
ス
が
所
長
と
し
て
配

置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

交
番
の
建
物
は
、
昭
和
４
（
１
９
２
９
）
年
８
月
30
日
に
地
域
住
民
な
ど
か
ら
の

寄
付
に
よ
り
幌
別
町
２
丁
目
に
新
築
し
、
昭
和
33
年
に
は
国
道
36
号
の
道
路
敷
地
拡

張
工
事
の
支
障
物
件
と
な
っ
た
た
め
、
幌
別
地
域
の
連
合
町
内
会
長
で
あ
っ
た
宮
武

忠
兵
衛
が
発
起
人
と
な
っ
て
部
長
派
出
所
新
築
期
成
会
が
結
成
さ
れ
て
幌
別
町
２
丁

目
に
新
築
さ
れ
た
。

　

こ
の
建
物
は
長
年
使
用
さ
れ
て
き
た
が
、
新
生
・
若
草
地
区
へ
の
対
応
強
化
や
老

朽
化
が
著
し
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
昭
和
57
年
に
桜
木
町
１
丁
目
に
移
転
し
、

平
成
６
年
に
登
別
交
番
へ
と
改
称
す
る
。

　

管
轄
区
域
は
、
青
葉
町
、
柏
木
町
、
片
倉
町
、
上
登
別
町
、
川
上
町
、
鉱
山
町
、

幸
町
、
桜
木
町
、
札
内
町
（
西
）、
新
栄
町
、
新
川
町
、
千
歳
町
、
中
央
町
、
常
盤
町
、

富
岸
町
、
富
岸
町
１
丁
目
、
富
士
町
、
幌
別
町
、
緑
町
、
大
和
町
、
来
馬
町
、
若
山

　
登
別
交
番
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町
１
丁
目
～
３
丁
目
で
あ
る
（
令
和
元
年
（
２
０
１
９
）
年
現
在
）。

大
正
11
（
１
９
２
２
）
年
に
鷲
別
町
に
鷲
別
巡
査
駐
在
所
が
設

置
さ
れ
て
以
来
、「
鷲
別
交
番
」
と
し
て
鷲
別
町
６
丁
目
に
設

置
さ
れ
て
き
た
。
同
交
番
の
設
置
当
初
は
、
現
在
の
若
草
町
、
新
生
町
方
面
に
は
住

宅
が
無
く
、
治
安
維
持
の
必
要
性
が
相
対
的
に
低
か
っ
た
が
、
そ
の
後
の
土
地
区
画

整
理
事
業
な
ど
の
結
果
、
徐
々
に
住
宅
が
増
加
し
て
い
き
、
そ
れ
に
伴
っ
て
犯
罪
の

発
生
や
青
少
年
の
非
行
が
発
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
本
市
で
は
、
新

生
町
・
若
草
町
地
区
へ
の
交
番
の
設
置
を
要
望
し
て
き
た
。

　

北
海
道
警
察
で
は
、
鷲
別
交
番
の
建
物
が
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
移
転
・
新

築
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
平
成
14
（
２
０
０
２
）
年
12
月
27
日
に
新
生
町
４
丁

目
に
新
生
交
番
を
新
設
し
、
業
務
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
鷲
別
交
番

は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
際
に
警
察
官
が
立
寄
る
「
連
絡
所
」
と
す
る
も
の
の
、
平
成
15

年
11
月
に
室
蘭
警
察
署
が
室
蘭
市
東
町
に
移
転
す
る
こ
と
に
あ
わ
せ
て
解
体
す
る
方

針
が
策
定
さ
れ
た
。
こ
の
方
針
に
対
し
て
市
は
、
建
物
を
本
市
へ
無
償
譲
渡
す
る
よ

う
求
め
る
要
請
書
を
室
蘭
警
察
署
に
提
出
し
、
平
成
15
年
12
月
１
日
に
同
警
察
署
か

ら
無
償
譲
渡
を
受
け
て
、「
防
犯
交
通
監
視
所
」
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

新
生
交
番
で
は
、
地
域
住
民
と
意
見
交
換
を
す
る
場
と
し
て
平
成
15
年
５
月
27
日

に
新
生
交
番
連
絡
協
議
会
（
町
内
会
長
な
ど
12
名
の
委
員
）
を
設
置
し
た
。

　

管
轄
区
域
は
、
上
鷲
別
町
、
栄
町
、
新
生
町
、
富
岸
町
２
丁
目
・
３
丁
目
、
美
園
町
、

若
草
町
、
若
山
町
４
丁
目
、
鷲
別
町
で
あ
る
（
令
和
元
年
（
２
０
１
９
）
年
現
在
）。

登
別
温
泉
町
で
の
警
察
の
歴
史
は
、
大
正
４
（
１
９
１
５
）

年
の
湯
の
滝
巡
査
駐
在
所
の
設
置
に
始
ま
る
。
９
年
後
に
は

巡
査
部
長
が
配
置
さ
れ
、
昭
和
13
（
１
９
３
８
）
年
９
月
24
日
に
「
登
別
温
泉
巡
査

駐
在
所
」
と
改
称
し
た
。
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
12
月
14
日
に
登
別
温
泉
町
92
番

地
１
へ
の
移
転
に
伴
う
開
所
式
を
執
り
行
っ
た
。
同
交
番
が
管
轄
す
る
地
域
に
は
外

国
人
観
光
客
が
多
数
訪
れ
る
こ
と
か
ら
、
開
所
と
同
時
に
中
国
語
会
話
が
可
能
な
署

員
の
配
置
体
制
を
整
え
て
い
る
。
な
お
、
敷
地
内
に
あ
る
登
夢
く
ん
の
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
は
、
交
番
の
移
転
に
あ
わ
せ
て
平
成
27
年
に
観
光
開
発
基
金
を
活
用
し
て
市
が
設

置
し
た
。

　

管
轄
区
域
は
、
カ
ル
ル
ス
町
、
中
登
別
町
、
登
別
温
泉
町
で
あ
る
（
令
和
元
年

（
２
０
１
９
）
年
現
在
）。

登
別
東
交
番
は
、
明
治
38
（
１
９
０
５
）
年
３
月
に
登
別
地
区

に
設
置
さ
れ
た
駐
在
所
が
始
ま
り
で
あ
る
。

　

交
番
庁
舎
は
、昭
和
49
年
築
の
木
造
モ
ル
タ
ル
で
あ
っ
た
た
め
に
老
朽
化
が
進
み
、

平
成
８
（
１
９
９
６
）
年
に
は
、
現
在
地
で
改
築
す
る
た
め
に
一
時
期
交
番
所
在
地

が
登
別
駅
前
に
移
転
す
る
が
、
同
年
12
月
に
は
新
築
が
な
っ
た
新
た
な
建
物
で
の
業

務
を
開
始
し
た
。

　

令
和
元
年
度
現
在
は
、
登
別
温
泉
交
番
と
ブ
ロ
ッ
ク
体
制
を
組
ん
で
治
安
の
維
持

に
当
た
っ
て
い
る
。

　

管
轄
区
域
は
、
札
内
町
（
中
・
東
）、
富
浦
町
、
登
別
東
町
、
登
別
本
町
、
登
別

港
町
（
令
和
元
年
（
２
０
１
９
）
年
現
在
）。

昭
和
18
（
１
９
４
３
）
年
４
月
15
日
に
日
鉄
社
宅
か
ら
の
請

願
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
来
馬
巡
査
駐
在
所
は
、
増
加
が
続
く

社
宅
街
の
治
安
維
持
の
拠
点
と
し
て
業
務
を
行
っ
て
き
た
。

　
登
別
温
泉
交
番

　
登
別
東
交
番

　
登
別
西
駐
在
所

　
新
生
交
番
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し
か
し
、
平
成
６
年
、
駐
在
所
等
が
「
交
番
」
と
改
称
・
統
一
さ
れ
た
が
、
登
別

西
駐
在
所
だ
け
は
、
地
域
住
民
か
ら
の
馴
染
み
が
深
い
と
し
て
室
蘭
警
察
署
管
内
で

唯
一
「
駐
在
所
」
の
名
称
が
残
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

管
内
唯
一
の
駐
在
所
と
な
っ
た
登
別
西
駐
在
所
で
あ
っ
た
が
、
建
物
の
老
朽
化
が

著
し
い
こ
と
か
ら
、
平
成
15
年
度
か
ら
「
建
物
の
建
替
え
」
若
し
く
は
「
登
別
交
番

へ
の
統
合
」
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
年
12
月
10
日
に
開
か
れ
た
登
別
交

番
・
登
別
西
駐
在
所
連
絡
協
議
会
で
も
情
報
提
供
が
行
わ
れ
、
地
域
住
民
の
意
見
を

踏
ま
え
て
判
断
し
て
い
く
と
の
姿
勢
が
示
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
建
物
の
老
朽
化
に
加
え
て
、
管
轄
す
る
地
域
内
に
お
け
る
交
通
事
故
や

犯
罪
の
発
生
件
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
22
年
度
末
を
も
っ
て
登
別

西
駐
在
所
の
廃
止
が
決
定
し
、
登
別
交
番
が
警
察
官
１
名
を
増
員
し
て
同
駐
在
所
の

管
轄
地
域
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

交
通
機
動
隊
は
、
一
般
主
要
幹
線
道
路
に
お
け
る

交
通
の
安
全
と
円
滑
を
図
る
た
め
に
交
通
の
指
導

取
締
り
等
を
行
う
ほ
か
、
事
件
発
生
時
に
お
け
る
緊
急
配
備
等
の
警
察
活
動
に
従
事

し
て
い
る
。

　

本
市
を
管
轄
す
る
交
通
機
動
隊
登
別
分
駐
所
は
、
同
隊
室
蘭
分
駐
所
と
し
て
室
蘭

警
察
署
輪
西
派
出
所
内
に
事
務
所
が
あ
っ
た
が
、
新
た
に
完
成
し
た
登
別
交
番
内
に

移
転
・
併
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
昭
和
57
（
１
９
８
２
）
年
12
月
１
日
よ
り
業
務

を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
組
織
の
見
直
し
に
よ
り
、
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
に
同

分
駐
所
は
撤
収
さ
れ
た
。

　

な
お
、
高
速
道
路
に
お
け
る
指
導
取
締
り
等
に
つ
い
て
は
、
高
速
道
路
交
通
警
察

隊
が
所
管
し
、
分
駐
所
は
室
蘭
市
崎
守
町
に
所
在
す
る
。

本
市
内
で
の
刑
法
犯
の
認
知
件
数
は
、
ほ
と
ん
ど
が
窃
盗

犯
で
、
凶
悪
犯
、
粗
暴
犯
、
知
能
犯
、
風
俗
犯
及
び
そ
の

　
交
通
機
動
隊
登
別
分
駐
所

犯罪発生状況（各年12月末現在・単位：件）
総　計 うち窃盗

昭和45年 484 368
昭和46年 462 392
昭和47年 531 438
昭和48年 482 408
昭和49年 458 389
昭和50年 471 385
昭和51年 537 437
昭和52年 640 559
昭和53年 641 559
昭和54年 679 611
昭和55年 752 691
昭和56年 851 761
昭和57年 912 875
昭和58年 1018 937
昭和59年 853 779
昭和60年 713 657
昭和61年 631 579
昭和62年 642 598
昭和63年 730 671
平成元年 678 631
平成２年 696 638
平成３年 802 741
平成４年 681 626
平成５年 739 701
平成６年 854 811
平成７年 963 914
平成８年 758 725
平成９年 734 712
平成10年 710 680
平成11年 676 651
平成12年 599 530
平成13年 733 643
平成14年 715 680
平成15年 721 591
平成16年 735 627
平成17年 577 451
平成18年 428 324
平成19年 453 328
平成20年 472 372
平成21年 458 332
平成22年 329 255
平成23年 286 204
平成24年 290 170
平成25年 232 140
平成26年 259 173
平成27年 206 137
平成28年 226 141
平成29年 222 130
平成30年 188 124
令和元年 158 95

図表2-4-5　登別市内での刑法犯認知件数　

　
犯
罪
の
発
生
傾
向
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他
の
刑
法
犯
に
つ
い
て
は
少
な
く
、
ま
た
、
窃
盗
犯
に
つ
い
て
も
徐
々
に
減
少
し
て

き
て
い
る
。

　

一
方
で
、
窃
盗
犯
の
認
知
件
数
は
、
そ
の
時
々
の
経
済
状
況
な
ど
が
影
響
し
て
増

減
を
繰
り
返
し
て
き
た
。

　

昭
和
40
年
代
は
高
度
経
済
成
長
を
背
景
に
国
民
生
活
が
比
較
的
安
定
し
た
時
期
で

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
横
ば
い
で
推
移
し
て
き
た
。
し
か
し
、
昭
和
50
年
代
に
入
る

と
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
や
円
高
不
況
な
ど
を
原
因
と
す
る
経
済
情
勢
の
悪
化
の
影
響
も

あ
り
、
大
幅
に
増
加
し
始
め
る
。
こ
の
増
加
も
昭
和
58
（
１
９
８
３
）
年
に
ピ
ー
ク

（
９
３
７
件
）
を
迎
え
、
そ
の
後
、
バ
ブ
ル
経
済
な
ど
の
活
況
も
あ
り
減
少
に
転
じ

た
。
し
か
し
、
こ
の
減
少
も
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
時
期
と
軌
を
一
に
し
て
増
加
に
転

じ
、平
成
７
（
１
９
９
５
）
年
に
再
度
認
知
件
数
の
ピ
ー
ク
（
９
１
４
件
）
を
迎
え
、

再
度
減
少
に
転
じ
、
平
成
30
年
は
１
２
３
件
と
平
成
７
年
と
比
較
し
て
９
割
近
く
減

少
し
て
い
る
（
図
表
２-

４-

５
参
照
）。

本
市
内
で
の
犯
罪
の
発
生
件
数
は
減
少
し
て
い
る
が
、

１
件
当
た
り
の
事
件
内
容
の
重
大
性
は
増
し
て
い
る
。

　

平
成
元
（
１
９
８
９
）
年
２
月
に
は
、
市
内
で
立
て
続
け
に
暴
力
団
員
に
よ
る
発

砲
事
件
が
発
生
し
た
。
こ
れ
が
契
機
と
な
っ
て
暴
力
団
追
放
活
動
が
活
発
化
し
、
同

年
２
月
16
日
の
暴
力
団
追
放
決
起
集
会
が
登
別
、
室
蘭
両
市
民
に
よ
り
開
催
さ
れ
、

３
月
９
日
に
は
市
民
ぐ
る
み
の
暴
力
追
放
組
織
「
登
別
市
暴
力
追
放
運
動
推
進
団
体

連
絡
協
議
会
」
が
発
足
し
て
い
る
。
同
協
議
会
で
は
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
の
ほ
か
、
平

成
元
年
か
ら
は
、
刈
田
神
社
の
祭
事
時
期
に
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
て
い
た
幌
別
地
区
の

お
祭
り
へ
の
暴
力
団
関
係
者
の
出
店
を
排
除
す
る
た
め
に
、
改
め
て
「
幌
別
地
区
手

づ
く
り
ま
つ
り
」
へ
と
衣
替
え
を
し
、
そ
の
主
催
者
の
中
核
と
し
て
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

　

し
か
し
、平
成
25
年
１
月
29
日
に
登
別
温
泉
町
の
ホ
テ
ル
で
暴
力
団
員
が
発
砲
し
、

１
人
が
死
亡
す
る
事
件
が
発
生
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
同
協
議
会
で
は
、
暴
力
追
放

と
犯
罪
の
無
い
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
を
目
指
す
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、
同
年
７

月
１
日
に
登
別
市
民
会
館
を
会
場
に
「
登
別
市
暴
力
追
放
・
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く

り
の
集
い
」
を
開
催
し
た
。

　

本
市
内
で
の
暴
力
団
排
除
に
向
け
た
取
組
は
、こ
の
よ
う
に
市
民
主
体
で
行
わ
れ
、

本
市
も
歩
調
を
合
わ
せ
て
行
っ
て
お
り
、
そ
の
歩
み
は
、
平
成
26
年
に
制
定
施
行
さ

れ
た
「
登
別
市
暴
力
団
排
除
の
取
組
に
関
す
る
条
例
」
に
結
実
す
る
。
同
条
例
の
施

行
後
、
本
市
が
行
う
契
約
の
相
手
方
か
ら
暴
力
団
関
係
者
を
排
除
す
る
こ
と
が
明
確

に
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

本
市
内
の
自
動
車
保
有
台
数
は
、
普
通
乗
用
車
の
普
及
と

歩
を
共
に
す
る
よ
う
に
、
昭
和
47
（
１
９
７
２
）
年
か

ら
平
成
16
（
２
０
０
４
）
年
ま
で
の
間
、
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
平
成
16
年
の

３
万
４
４
９
１
台
を
ピ
ー
ク
に
、そ
の
後
は
３
万
４
千
台
前
後
で
横
ば
い
に
転
じ
た
。

　

交
通
人
身
事
故
の
発
生
件
数
は
、
自
動
車
保
有
台
数
の
増
加
に
代
表
さ
れ
る
車
社

会
の
急
速
な
進
展
に
対
し
て
、
交
通
安
全
施
設
の
不
足
に
加
え
、
車
両
の
安
全
性
を

確
保
す
る
た
め
の
技
術
が
未
発
達
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
交
通
事
故
の
発
生
件

数
と
、そ
れ
に
よ
る
死
傷
者
数
が
年
々
増
加
し
て
い
っ
た
。特
に
昭
和
50（
１
９
７
５
）

年
以
降
は
、
北
海
道
が
交
通
事
故
死
亡
者
数
で
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
位
、
又
は
２
位
を

記
録
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
交
通
安
全
の
確
保
は
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
た
。

　

本
市
で
は
交
通
事
故
防
止
と
交
通
安
全
に
向
け
た
意
識
啓
発
を
図
る
た
め
に
昭
和

37
年
３
月
20
日
に
「
交
通
安
全
町
」
を
宣
言
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
の
宣
言
文
を
再

　
交
通
安
全
の
取
組

　
暴
力
団
排
除
の
取
組
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掲
す
る
。

　
　
　

交
通
安
全
町
宣
言
に
関
す
る
決
議

最
近
わ
が
国
の
経
済
進
展
に
と
も
な
い
、
都
市
交
通
の
輻
輳
は
愈
々
激
甚
と
な
り
こ

れ
に
よ
る
交
通
事
故
の
災
害
は
大
き
く
社
会
問
題
化
し
て
い
る
。

わ
が
登
別
町
の
交
通
事
情
も
き
わ
め
て
深
刻
で
あ
り
、
特
に
観
光
地
と
し
て
、
か
つ

ま
た
、
最
近
の
町
の
著
し
い
発
展
振
り
に
対
し
、
判
明
町
内
交
通
の
混
雑
に
一
層
の

拍
車
を
か
け
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
頻
発
す
る
交
通
事
故
の
件
数
は
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
人
命
に
対

す
る
脅
威
は
つ
の
る
ば
か
り
で
あ
る
。

か
ヽ
る
交
通
禍
の
脅
威
を
除
き
、
町
民
生
活
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
交
通
環
境

の
改
善
を
推
し
進
め
る
と
共
に
、
町
民
一
丸
と
な
っ
て
安
全
交
通
の
自
覚
に
徹
す
る

事
の
急
務
を
痛
感
す
る
。

よ
っ
て
全
町
民
と
共
に
総
合
的
連
携
と
協
力
な
る
活
動
を
講
じ
て
、
明
る
い
、
住
み

よ
い
、
安
全
町
の
理
想
を
達
成
す
べ
く
、

こ
ヽ
に
登
別
町
は
「
交
通
安
全
町
」
と
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。

　

昭
和
三
十
七
年
三
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
海
道
登
別
町

　

本
市
内
で
の
交
通
事
故
発
生
件
数
（
図
表
２-

４-

６
参
照
）
は
、
平
成
12

（
２
０
０
０
）
年
度
ま
で
は
自
動
車
保
有
台
数
の
増
加
に
あ
わ
せ
る
よ
う
に
増
加
傾

向
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
自
動
車
の
安
全
性
能
の
向
上
や
警
察
に
よ
る
取
締
り
の

強
化
、
登
別
市
交
通
安
全
協
会
を
は
じ
め
と
す
る
安
全
運
転
実
施
に
向
け
た
啓
発
活

動
の
成
果
に
よ
っ
て
大
幅
に
減
少
し
、
平
成
15
年
に
は
昭
和
57
（
１
９
８
２
）
年
以

来
の
市
内
で
の
交
通
事
故
死
亡
者
数
ゼ
ロ
も
達
成
し
た
。

　

交
通
事
故
が
全
国
的
に
減

少
傾
向
に
あ
る
中
で
、
平
成

18
（
２
０
０
６
）
年
に
福
岡

県
福
岡
市
で
発
生
し
た
飲
酒

運
転
に
よ
っ
て
家
族
５
人
が

死
傷
す
る
交
通
事
故
が
発
生

し
た
こ
と
を
受
け
て
、
飲
酒

運
転
に
対
す
る
厳
罰
化
を
求

め
る
声
が
上
が
り
、
そ
れ
を

受
け
て
平
成
19
年
に
「
道
路

交
通
法
」
が
改
正
さ
れ
、
各

所
に
お
い
て
飲
酒
運
転
撲
滅

に
向
け
た
啓
発
活
動
が
行
わ

れ
た
。

　

し
か
し
、
本
市
内
で
は
、
平

成
29
年
11
月
27
日
に
飲
酒
運
転
に
よ
っ
て
歩
行
者
が
死
亡
す
る
事
故
が
発
生
し
た
。

そ
の
た
め
市
で
は
、
同
年
11
月
30
日
に
登
別
中
央
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
ア
ー

ニ
ス
に
て
啓
発
チ
ラ
シ
の
配
布
、
12
月
５
日
に
交
通
事
故
の
現
場
付
近
に
お
い
て
人

と
旗
の
波
街
頭
啓
発
運
動
を
実
施
、
12
月
８
日
に
は
室
蘭
警
察
署
や
胆
振
総
合
振
興

局
な
ど
と
共
催
し
て
交
通
事
故
撲
滅
緊
急
決
起
集
会
を
開
催
し
、
約
１
５
０
名
が
参

加
し
た
。
こ
の
集
会
で
は
、
飲
酒
運
転
を
は
じ
め
と
す
る
危
険
行
為
や
、
交
通
事
故

の
撲
滅
は
市
民
全
員
の
共
通
し
た
願
い
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、「
飲
酒
運
転
を

し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
」
を
強
く
意
識
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
の
成
果
か
ら
、
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
は
室
蘭
警
察
署
管
内
で

発生件数 死傷者数 傷　害 死　者
昭和55年 136 195 192 3
昭和60年 128 165 162 3
平成２年 191 255 249 6
平成７年 245 317 312 5
平成12年 279 377 369 8
平成17年 223 285 284 1
平成22年 186 229 228 1
平成27年 120 146 145 1
平成28年 79 104 104 0
平成29年 64 83 81 2
平成30年 52 65 64 1
令和元年 55 71 71 0

図表2-4-6　本市内の交通事故発生件数の推移　
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の
死
亡
交
通
事
故
は
０
件
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
市
で
は
、
交
通
安
全
の
確
保
に
対
す
る
具
体
的
な

方
策
を
定
め
る
た
め
に
、
昭
和
46
（
１
９
７
１
）
年

に
計
画
期
間
を
５
年
と
す
る
「
登
別
市
交
通
安
全
計
画
」
を
策
定
し
た
。

　

現
在
、
第
10
次
の
交
通
安
全
計
画
期
間
と
な
っ
て
お
り
、「
交
通
事
故
の
な
い
社

会
を
目
指
し
て
」、「
人
優
先
の
交
通
安
全
思
想
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、
８
項
目
の

施
策
の
方
向
を
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
現
に
向
け
た
推
進
施
策
を
記
し
、
そ
の
下
に

年
度
ご
と
及
び
月
別
の
実
施
計
画
書
を
定
め
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
施
策
を
進
め
て
い

る
。
同
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市
職
員
や
室
蘭
警
察
署
署
員
な
ど
で
構
成
す

る
登
別
市
交
通
安
全
対
策
会
議
（
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
12
月
１
日
発
足
）
に
お

い
て
計
画
内
容
の
調
査
審
議
と
策
定
を
行
っ
た
。

　

市
交
通
安
全
対
策
会
議
で
は
、
飲
酒
運
転
の
撲
滅
に
向
け
て
、
飲
食
店
組
合
を
通

じ
て
各
飲
食
店
に
対
し
て
啓
発
物
品
︿
コ
ー
ス
タ
ー
﹀
の
配
布
や
人
と
旗
の
波
街
頭

啓
発
活
動
を
行
っ
た
。
ま
た
、
近
年
増
加
が
著
し
い
レ
ン
タ
カ
ー
等
を
運
転
す
る
外

国
人
観
光
客
に
対
し
て
は
、
外
国
語
表
記
の
の
ぼ
り
や
ハ
ン
ド
プ
レ
ー
ト
を
用
い
た

啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

登
別
市
交
通
安
全
協
会
は
、
昭
和
35
（
１
９
６
０
）

年
８
月
24
日
に
室
蘭
地
区
交
通
安
全
協
会
の
幌
別
支

部
及
び
登
別
支
部
と
し
て
発
足
し
た
。
そ
の
後
、
交
通
量
の
増
加
な
ど
に
よ
り
交
通

事
故
の
発
生
件
数
が
急
増
し
た
た
め
に
、
市
と
し
て
独
立
し
た
交
通
安
全
協
会
を
設

立
し
て
、
強
力
に
交
通
安
全
を
推
進
す
る
必
要
性
を
痛
感
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
両
支
部
は
、
昭
和
41
年
３
月
と
同
年
４
月
の
２
度
に
わ
た
っ
て
協
議
を

行
い
、
同
年
５
月
６
日
に
室
蘭
交
通
安
全
協
会
か
ら
独
立
し
た
「
登
別
交
通
安
全
協

会
」
が
発
足
し
、
市
内
の
自
動
車
運
送
業
者
や
自
家
用
車
の
所
有
者
な
ど
３
８
１
人

が
会
員
と
な
っ
た
。

　

同
協
会
で
は
、
公
衆
交
通
の
安
全
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
交
通
機
関
の
円
滑

な
る
運
営
と
、
そ
の
進
歩
と
発
展
に
努
め
、
交
通
文
化
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
い
う
趣

旨
の
下
、
人
と
旗
の
波
運
動
や
、
歓
送
迎
会
や
忘
年
会
等
の
時
期
に
市
内
飲
食
店
を

巡
回
し
て
飲
酒
運
転
撲
滅
を
呼
び
か
け
る
啓
発
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
他

の
活
動
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

・
新
入
学
児
童
に
対
す
る
交
通
安
全
啓
発
運
動

　

・
高
齢
者
交
通
安
全
啓
発
運
動

　

・
人
と
旗
の
波
街
頭
啓
発
運
動

　

・
ジ
ャ
ン
ボ
街
頭
啓
発
運
動

　

・
パ
ト
ラ
イ
ト
夜
間
街
頭
啓
発
運
動

　

・
交
通
安
全
標
語
の
募
集
、
表
彰

　

・
歳
末
交
通
安
全
啓
発
運
動

　

・
交
通
安
全
歳
末
特
別
警
戒
運
動

　

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
調
査

　

・
こ
ぐ
ま
ク
ラ
ブ
交
通
安
全
啓
発
運
動

　

・
自
転
車
交
通
安
全
啓
発
運
動

　

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
継
続
的
に
行
わ
れ
、
本
市
内
で
の
交
通
事

故
の
防
止
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
昭
和
45
年
に
10
名
の
交
通
事
故
死
者
が
発

生
し
て
以
降
は
減
少
し
、
昭
和
57
年
に
は
交
通
事
故
死
者
数
ゼ
ロ
を
達
成
し
た
。
し

か
し
、
翌
年
の
昭
和
58
年
に
９
人
の
交
通
事
故
死
者
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
協
会

で
は
交
通
安
全
対
策
の
強
化
を
図
る
こ
と
と
し
、
昭
和
60
年
４
月
１
日
か
ら
事
務
局

　
登
別
市
交
通
安
全
協
会

　
登
別
市
交
通
安
全
計
画
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長
を
置
く
と
と
も
に
、
名
称
を
「
登
別
市
交
通
安
全
協
会
」
に
改
称
し
て
、
本
市
の

交
通
安
全
担
当
部
署
の
職
員
と
連
携
し
て
、
交
通
安
全
や
飲
酒
事
故
防
止
に
向
け
た

啓
発
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

歴
代
会
長

　

初
代　

三
浦　

守
治　

昭
和
41
年
５
月
～
昭
和
46
年
３
月

　

２
代　

中
牧　
　

昇　

昭
和
46
年
４
月
～
平
成
９
年
３
月

　

３
代　

土
合　

和
英　

平
成
９
年
４
月
～
平
成
10
年
３
月

　

４
代　

佐
々
木　

保　

平
成
10
年
４
月
～
平
成
16
年
３
月

　

５
代　

草
塩　

忠
幸　

平
成
16
年
４
月
～
現
在

戦
後
の
復
興
に
向
け
て
突
き
進
む
中
で
、
輸
送

の
改
良
を
目
的
と
し
た
道
路
整
備
が
全
国
的
に

行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
輸
送
を
主
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
歩
道
を
は
じ

め
と
す
る
歩
行
者
に
関
す
る
安
全
施
設
の
整
備
は
遅
れ
て
い
た
。
自
動
車
が
普
及
す

る
に
伴
っ
て
交
通
事
故
件
数
も
急
増
し
、
交
通
事
故
死
者
数
の
増
加
な
ど
を
指
し
て

「
交
通
戦
争
」
と
呼
び
、
交
通
事
故
発
生
件
数
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
の
が
昭
和
45
年

で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
、
本
市
内
で
も
車
社
会
が
進
展
を
見
せ
始
め
て
お
り
、
交
通
安

全
に
対
す
る
啓
発
活
動
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
、
交
通
事
故
の
防
止
が
声
高
に
叫
ば

れ
始
め
た
。
そ
の
取
組
を
進
め
る
た
め
に
「
登
別
市
交
通
安
全
指
導
員
会
」
が
昭
和

45
（
１
９
７
０
）
年
５
月
22
日
に
会
員
数
50
名
を
も
っ
て
発
足
し
た
。

　

発
足
当
初
の
重
要
課
題
は
、
本
市
内
で
発
生
す
る
交
通
死
亡
事
故
の
約
６
割
を
占

め
る
国
道
36
号
で
の
交
通
事
故
抑
止
で
、
運
動
の
力
点
を
置
い
て
い
た
。
昭
和
61
年

５
月
28
日
に
国
道
沿
い
の
幌
別
町
２
丁
目
18
番
地
に
防
犯
・
交
通
安
全
街
頭
監
視
所

が
設
置
さ
れ
、
同
監
視
所
を
拠
点
と
し
て
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。

　

そ
の
後
、
新
登
別
大
橋
の
開
通
や
オ
ロ
フ
レ
峠
の
通
年
通
行
が
可
能
と
な
る
な
ど

道
路
整
備
が
一
層
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
通
行
量
も
増
加
し
、
国
道
だ
け
で
の
啓
発

活
動
だ
け
で
は
追
い
つ
か
な
く
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
小
中
学
校
や
高
等
学
校
な
ど

が
開
催
し
て
い
た
交
通
安
全
教
室
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
更
な
る
改
善
が
求
め
ら
れ

て
い
た
。

　

そ
こ
で
、街
頭
啓
発
の
ほ
か
に
、小
学
生
へ
の「
青
空
教
室
」や
高
齢
者
対
象
の「
交

通
安
全
教
室
」
の
開
催
な
ど
に
も
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
地
道
な

活
動
の
成
果
と
し
て
平
成
15
（
２
０
０
３
）
年
に
は
本
市
内
交
通
事
故
死
亡
者
数
ゼ

ロ
を
達
成
し
て
お
り
、
そ
の
活
動
に
対
し
て
平
成
20
年
に
室
蘭
警
察
署
か
ら
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

現
在
の
幌
別
防
犯
交
通
安
全
監
視
所
は
、
昭
和
61
（
１
９
８
６
）
年
に
設
置
し
た

監
視
所
が
老
朽
化
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
12
（
２
０
０
０
）
年
５
月
に
建
替
え
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
監
視
所
前
に
設
置
さ
れ
て
い
る
安
全
標
語
塔
は
、
監
視
所
設
置
と

と
も
に
建
設
さ
れ
、平
成
２
年
の
同
会
20
周
年
記
念
事
業
と
し
て
建
て
替
え
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
平
成
12
年
の
監
視
所
の
建
替
え
に
あ
わ
せ
て
改
修
し
、
現
在
に
至
っ
て
い

る
。

　
歴
代
会
長

　

初
代　

浅
沼
春
次
郎　

昭
和
45
年
５
月
～
昭
和
46
年
２
月

　

２
代　

市
岡　

秀
俊　

昭
和
46
年
３
月
～
平
成
４
年
３
月

　

３
代　

川
崎　

基
治　

平
成
４
年
４
月
～
平
成
７
年
３
月

　

４
代　

滝　
　

光
雄　

平
成
７
年
４
月
～
平
成
13
年
３
月

　

５
代　

藤
崎　

信
雄　

平
成
13
年
４
月
～
現
在

　
登
別
市
交
通
安
全
指
導
員
会
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参
考
文
献

・
登
別
市
『
登
別
市
統
計
書
』
各
年
版

・
警
察
庁
『
平
成
16
年
警
察
白
書
』

・
北
海
道
警
察
本
部
『
北
海
道
警
察
史　

第
３
巻
』

・
登
別
市
議
会
『
登
別
市
議
会
史　

第
２
巻
』
平
成
12
年
８
月

・
北
海
道
議
会
『
北
海
道
議
会
会
議
録
（
昭
和
53
年
第
２
回
定
例
会
）』

・
北
海
道
警
察
高
速
道
路
交
通
警
察
隊
運
営
規
程
（
平
成
19
年
北
海
道
警
察
本
部
訓

令
第
３
号
）

・
北
海
道
新
聞
社
『
北
海
道
新
聞
』
各
号

・
室
蘭
民
報
道
社
『
室
蘭
民
報
』
各
号

・
登
別
交
通
安
全
指
導
員
会
『
登
別
交
通
安
全
指
導
員
会
創
立
20
周
年
記
念
誌
』

平
成
２
年
11
月

・
登
別
交
通
安
全
指
導
員
会
『
登
別
交
通
安
全
指
導
員
会
創
立
30
周
年
記
念
誌
』

平
成
12
年
11
月

・
登
別
交
通
安
全
指
導
員
会
『
登
別
交
通
安
全
指
導
員
会
創
立
40
周
年
記
念
誌
』

平
成
22
年
11
月

２　

自
衛
隊

第
２
次
世
界
大
戦
後
、
米
ソ
対
立
に
よ
る

冷
戦
が
始
ま
り
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
日
本

の
安
全
保
障
が
課
題
と
な
っ
た
。
昭
和
25
（
１
９
５
０
）
年
に
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
す

る
と
、
日
本
国
内
の
進
駐
軍
が
朝
鮮
半
島
に
向
け
て
移
動
を
開
始
し
、
そ
の
結
果
、

日
本
国
内
に
防
衛
や
治
安
の
維
持
に
あ
た
る
警
察
力
が
不
足
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
連
合
国
軍
総
司
令
部
（
以
下
「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
」）
は
、
日
本
政
府
に
対
し
て
防

衛
努
力
を
求
め
る
よ
う
に
な
り
、
同
年
７
月
８
日
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
司
令
官
は
吉
田

茂
首
相
に
宛
て
て
警
察
予
備
隊
の
設
置
を
求
め
る
書
簡
を
出
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て

日
本
政
府
は
準
備
を
進
め
、
同
年
８
月
１
日
に
警
察
予
備
隊
（
27
年
「
保
安
隊
」、

29
年
「
自
衛
隊
」
と
改
称
）
が
誕
生
し
た
。

　

本
市
に
お
け
る
警
察
予
備
隊
誘
致
の
動
き
は
、
昭
和
27
年
６
月
４
日
の
町
議
会
第

５
回
臨
時
会
に
協
議
事
項
と
し
て
提
案
さ
れ
た
こ
と
が
始
ま
り
と
な
っ
た
。

　

こ
の
臨
時
会
で
深
瀬
寅
次
町
長
は
、
キ
ャ
ン
プ
地
約
20
町
歩
、
演
習
地
80
町
歩
の

確
保
と
官
舎
30
戸
の
建
設
の
要
請
が
な
さ
れ
た
と
報
告
し
た
。

　

こ
の
問
題
に
対
し
て
町
議
会
は
「
警
察
予
備
隊
設
置
に
係
る
特
別
委
員
会
」（
委

員
５
名
）
を
設
置
し
、
既
に
誘
致
活
動
を
決
定
し
て
い
た
千
歳
町
（
現
・
千
歳
市
）、

恵
庭
町
（
現
・
恵
庭
市
）、
留
萌
市
な
ど
の
現
状
調
査
を
行
っ
た
。

　

同
年
６
月
18
日
に
議
員
協
議
会
が
招
集
さ
れ
、
町
長
は
、
こ
の
と
き
に
警
察
予
備

隊
当
局
が
示
し
た
設
置
の
内
容
、
条
件
な
ど
を
報
告
し
た
。
そ
の
概
要
は
、

①
キ
ャ
ン
プ
敷
地
は
、
町
の
責
任
に
お
い
て
あ
っ
せ
ん
す
る
こ
と
。
な
お
、
敷

地
は
、
２
万
坪
か
ら
最
低
１
万
８
千
坪
を
必
要
と
す
る
こ
と

②
札
内
地
区
に
予
定
す
る
演
習
地
は
北
海
道
に
折
衝
す
る
が
、
射
撃
場
は
町
で

手
配
す
る
こ
と

③
そ
の
他
、
電
話
・
電
気
・
道
路
・
配
水
な
ど
、
で
き
る
だ
け
町
で
受
入
体
制

を
整
え
ら
れ
た
い
こ
と

で
あ
り
、
奥
川
上
地
区
（
現
・
室
蘭
工
業
用
水
池
付
近
）
を
予
定
地
と
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
町
議
会
議
員
か
ら
は
、「
こ
れ
は
、
誘
致
を
決
定
し
た
後
の
内
容

で
あ
り
、
ま
だ
意
思
決
定
を
し
て
い
な
い
段
階
で
先
走
り
し
す
ぎ
て
い
る
」、「
付
託

　
警
察
予
備
隊
（
保
安
隊
）
の
誘
致
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し
た
特
別
委
員
会
か
ら
の
報
告
を
願
い
た
い
」
な
ど
の
ほ
か
、
誘
致
す
る
場
合
の
財

政
負
担
を
懸
念
す
る
意
見
が
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
厨
川
晟
議
長
か
ら
「（
警
察
予

備
隊
設
置
に
係
る
）
特
別
委
員
会
と
し
て
の
結
論
は
出
て
い
な
い
が
、
各
委
員
が
調

査
し
た
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
い
た
だ
き
た
い
。」
と
の
発
言
が
あ
り
、
特
別
委
員

会
委
員
の
３
名
の
議
員
か
ら
「
留
萌
市
、
千
歳
町
、
恵
庭
町
は
誘
致
に
つ
い
て
は
大

賛
成
で
、
財
政
上
地
元
負
担
の
関
係
に
つ
い
て
も
問
題
が
な
い
よ
う
で
あ
る
」
と
の

説
明
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
説
明
に
対
し
て
も
賛
否
双
方
か
ら
の
議
論
が
な
さ
れ
た
後

に
無
記
名
投
票
が
行
わ
れ
、
誘
致
賛
成
７
票
、
反
対
６
票
と
１
票
差
な
が
ら
も
誘
致

を
決
定
し
た
。こ
れ
に
よ
り
町
長
及
び
議
長
が
札
幌
の
第
二
管
区
総
監
部
を
訪
問
し
、

誘
致
に
つ
い
て
陳
情
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
住
民
の
間
で
も
警
察
予
備
隊
の
誘
致
の
賛
否
に
つ
い
て
の
議
論
が
湧
き
あ

が
り
、６
月
17
日
に
は
幌
別
町
商
工
会
、幌
別
十
字
街
商
店
会
、曙
会
が
共
催
し
て「
予

備
隊
誘
致
促
進
町
民
大
会
」
が
開
か
れ
、
こ
の
場
で
「
国
土
防
衛
上
、
ま
た
幌
別
町

勢
発
展
の
た
め
、
誘
致
促
進
猛
運
動
を
展
開
す
る
べ
き
で
あ
る
」
と
の
決
議
が
な
さ

れ
、
町
議
会
に
賛
成
の
陳
情
書
を
提
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
反
対
派
の
住
民
は
、
６

月
22
日
に
「
幌
別
富
士
鉄
社
宅
町
民
大
会
」
を
開
き
、

①
国
で
支
払
う
べ
き
予
備
隊
の
支
出
を
町
が
負
担
す
る
こ
と
は
賛
成
で
き
な
い

②
農
地
及
び
家
庭
菜
園
の
接
収
は
直
接
生
活
圏
を
脅
か
す

③
予
備
隊
設
置
後
の
各
地
の
状
況
を
見
る
と
特
殊
飲
食
店
の
増
加
な
ど
風
紀
上

ゆ
ゆ
し
き
問
題
が
起
き
て
い
る

④
平
和
産
業
の
導
入
に
不
利
と
な
る

な
ど
を
上
げ
て
誘
致
反
対
を
決
議
し
、
こ
ち
ら
も
町
議
会
に
陳
情
書
を
提
出
し
た
。

　

警
察
予
備
隊
誘
致
問
題
は
、
町
内
を
賛
成
・
反
対
で
二
分
す
る
中
で
、
苫
小
牧
市

に
警
察
予
備
隊
を
配
置
す
る
と
の
新
聞
報
道
が
な
さ
れ
、
そ
の
実
態
を
調
査
す
る
た

め
に
、
急
き
ょ
６
月
23
日
に
第
６
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

臨
時
会
で
は
、
深
瀬
町
長
か
ら
18
日
開
催
の
議
員
協
議
会
で
の
協
議
内
容
の
説
明

が
な
さ
れ
、
警
察
予
備
隊
調
査
特
別
委
員
会
か
ら
は
６
月
６
日
に
行
っ
た
調
査
結
果

が
報
告
さ
れ
た
。
こ
の
報
告
に
対
し
て
誘
致
反
対
派
か
ら
は
さ
ら
な
る
調
査
を
求
め

る
意
見
や
、「
反
対
派
の
陳
情
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
の
で
再
審
議
す
べ
き
」
と
の

意
見
が
出
さ
れ
、
特
別
委
員
会
の
委
員
長
か
ら
は
「
議
員
協
議
会
を
欠
席
し
た
議
員

の
意
思
を
問
う
べ
き
で
あ
る
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
欠
席
し
た
議

員
に
諮
っ
た
結
果
、
議
員
協
議
会
決
定
ど
お
り
の
結
論
を
見
た
。

　

次
い
で
賛
否
双
方
か
ら
の
陳
情
書
が
提
出
さ
れ
、
再
度
議
会
が
紛
糾
す
る
こ
と
と

な
っ
た
が
、新
た
に「
警
察
予
備
隊
賛
否
両
町
民
大
会
陳
情
書
処
理
特
別
委
員
会
」（
委

員
９
名
）
を
設
置
す
る
こ
と
で
反
対
派
が
了
承
し
た
。
そ
の
後
、
６
月
30
日
開
催
の

第
７
回
臨
時
会
で
同
委
員
会
委
員
長
に
よ
る
報
告
が
な
さ
れ
、
採
決
を
し
た
結
果
、

賛
成
12
票
、反
対
７
票
で
委
員
長
報
告
の
と
お
り
警
察
予
備
隊
の
誘
致
が
決
定
し
た
。

　

こ
の
決
定
を
受
け
て
町
と
保
安
庁
は
、
町
内
に
複
数
あ
っ
た
候
補
地
の
中
か
ら
地

権
者
が
単
一
で
あ
っ
た
緑
町
３
丁
目
を
選
定
し
、
地
権
者
と
契
約
を
締
結
し
た
上
で

駐
屯
地
の
建
設
工
事
を
始
め
た
。
昼
夜
兼
行
で
進
め
ら
れ
た
こ
の
工
事
で
は
、
馬
車

が
土
砂
運
搬
の
主
力
と
し
て
活
躍
し
た
と
い
う
。
建
設
工
事
は
順
調
に
進
み
、
牧
場

や
畑
が
広
が
る
農
村
地
帯
が
駐
屯
地
へ
と
変
貌
を
遂
げ
て
行
っ
た
。

　

警
察
予
備
隊
は
昭
和
27
年
10
月
15
日
に
改
組
さ
れ
、「
保
安
隊
」
と
改
称
、
11
月

に
は
、
舞
鶴
市
（
京
都
府
）
で
幌
別
移
駐
の
第
５
３
３
施
設
部
隊
の
編
成
を
完
了
さ

せ
、
第
１
陣
が
12
月
21
日
、
第
２
陣
が
翌
28
年
１
月
に
幌
別
駅
に
到
着
し
た
。
本
隊

約
６
０
０
人
は
小
川
恒
治
施
設
大
隊
長
に
率
い
ら
れ
て
２
月
14
日
午
前
２
時
に
臨
時

列
車
で
幌
別
駅
に
到
着
し
た
。
未
明
の
駅
頭
で
は
多
数
の
町
民
が
出
迎
え
、
婦
人
会

な
ど
は
隊
員
を
湯
茶
で
接
待
し
、
歓
迎
の
意
を
表
し
た
。
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保
安
隊
の
駐
屯
は
、
幌
別
地
区
の
様
相
を
一
変
さ
せ
た
。
部
隊
購
入
品
の
納
入
の

ほ
か
、
中
央
町
に
は
パ
チ
ン
コ
店
や
飲
食
店
の
出
店
が
相
次
ぎ
、
ま
た
旅
館
、
映
画

館
な
ど
が
進
出
し
、
大
き
な
経
済
効
果
を
生
む
こ
と
と
な
っ
た
。

幌
別
駐
屯
地
は
、
東
西
約
８
０
０
㍍
、
南
北
約
５
０
０
㍍
の

35
万
５
千
３
８
２
平
方
㍍
の
敷
地
面
積
を
有
し
て
い
る
。

　

駐
屯
地
の
敷
地
は
、
元
々
畑
や
牧
場
が
広
が
る
地
区
で
あ
り
、
か
つ
て
近
隣
の
農

業
者
に
よ
っ
て
馬
頭
観
世
音
が
祭
ら
れ
て
い
た
駐
屯
地
西
端
の
高
台
は
現
在
も
「
観

音
台
」
と
呼
び
な
ら
わ
さ
れ
、
創
設
以
前
の
名
残
り
を
留
め
て
い
る
。
ま
た
、
敷
地

を
た
す
き
掛
け
す
る
よ
う
に
走
る
滑
走
路
は
、
昭
和
28
（
１
９
５
３
）
年
に
小
型
飛

行
機
の
離
着
陸
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
年

間
約
20
回
程
度
使
用
し
て
い
る
。

　

同
駐
屯
地
に
駐
屯
す
る
部
隊
は
、
昭
和
28
年
の
創
設
か
ら
昭
和
56
年
ま
で
の
間
、

幌
別
射
撃
場
（
千
歳
町
）
で
射
撃
訓
練
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ま
で
射
撃

方
向
に
並
行
し
て
い
た
道
道
上
登
別
室
蘭
線
が
、
改
良
工
事
に
よ
り
着
弾
地
点
の
後

方
を
通
過
す
る
路
線
に
切
り
替
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
安
全
確
保
の
た
め
に
現
在
は

使
用
を
中
止
し
て
い
る
。
市
道
カ
ル
ル
ス
路
線
を
中
央
町
か
ら
登
り
切
っ
た
突
き
当

り
に
あ
る
来
馬
演
習
場
（
来
馬
町
）
で
は
、昭
和
37
年
以
降
空
包
射
撃
訓
練
（
小
銃
・

機
関
銃
）
な
ど
が
行
わ
れ
、
同
駐
屯
地
の
主
た
る
演
習
場
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

冬
期
間
は
、
サ
ン
ラ
イ
バ
ス
キ
ー
場
を
活
用
し
て
の
訓
練
も
行
わ
れ
て
い
る
。

保
安
隊
が
昭
和
29
（
１
９
５
４
）
年
７
月
１
日
に
陸
上
自
衛

隊
と
改
組
さ
れ
て
以
降
、
幌
別
駐
屯
地
に
駐
屯
す
る
部
隊
は

何
度
か
の
改
編
を
経
る
こ
と
に
な
る
。

　

自
衛
隊
が
発
足
し
た
昭
和
29
年
７
月
１
日
に
は
第
１
０
３
施
設
大
隊
に
、
昭
和
51

年
３
月
に
第
１
０
３
施
設
大
隊
か
ら
第
13
施
設
群
に
、
平
成
20
（
２
０
０
８
）
年
３

月
に
は
「
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
」（
平
成
17
年
度
～
平
成
21
年
度
）
に
基
づ
く
第

３
施
設
団
の
北
部
方
面
施
設
隊
へ
の
改
編
に
伴
っ
て
、
第
13
施
設
群
も
第
13
施
設
隊

に
改
編
さ
れ
た
。
平
成
29
年
３
月
に
は
、
国
連
平
和
維
持
活
動
や
被
災
地
へ
の
派
遣

体
制
の
強
化
を
目
的
に
北
部
方
面
施
設
隊
が
第
３
施
設
団
に
改
編
さ
れ
た
こ
と
に

伴
っ
て
、
第
13
施
設
隊
は
再
度
第
13
施
設
群
に
改
編
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
16
年
11
月
15
日
に
「
防
衛
大
綱
」
策
定
作
業
の
中
で
幌
別
駐
屯
地
廃
止
の
可

能
性
が
浮
上
し
た
際
に
は
、
市
議
会
は
同
年
第
４
回
定
例
会
の
最
終
日
で
あ
る
12
月

16
日
に
「
登
別
市
に
お
け
る
陸
上
自
衛
隊
縮
小
に
反
対
す
る
決
議
」
を
議
員
提
案
し
、

賛
成
多
数
で
採
決
し
た
。

　

昭
和
57
（
１
９
８
２
）
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
市
総
合
防
災
訓
練
に
は
第
１
回

か
ら
自
衛
官
が
参
加
し
て
お
り
、
平
成
８
（
１
９
９
６
）
年
６
月
か
ら
は
市
防
災
会

議
の
委
員
と
し
て
自
衛
官
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

自
衛
隊
は
、「
自
衛
隊
法
」
第
１
０
０
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
、
隊
員
の
訓
練
の
目
的
に
適
合
す
る
場
合
に
国
や
地
方
自
治

体
な
ど
か
ら
土
木
工
事
等
の
委
託
を
受
け
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
を
「
部

外
工
事
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
幌
別
駐
屯
地
に
駐
屯
し
た
部
隊
も
多
く
の
部
外
工
事
を
行
っ
て
き
た
。

　

移
駐
後
間
も
な
い
昭
和
28
（
１
９
５
３
）
年
の
幌
別
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
整
地
工
事

（
昭
和
28
年
、30
年
）を
は
じ
め
と
し
て
、昭
和
62
年
ま
で
に
登
別
中
学
校（
昭
和
29
年
、

40
年
）、
旧
カ
ル
ル
ス
小
学
校
（
昭
和
33
年
）、
富
岸
小
学
校
（
昭
和
36
年
）、
幌
別

東
小
学
校
（
昭
和
44
年
、
45
年
）、
青
葉
小
学
校
（
昭
和
51
年
）、
旧
登
別
温
泉
中
学

　
移
駐
後
の
動
き

　
部
外
工
事

　
幌
別
駐
屯
地
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校
（
昭
和
52
年
）、
緑
陽
中
学
校
（
昭
和
55
年
）
の
学
校
敷
地
の
造
成
工
事
、
来
福

橋
の
架
け
替
え
や
サ
ン
ラ
イ
バ
ス
キ
ー
場
の
整
備
工
事
（
昭
和
36
年
、
38
年
）、
市

陸
上
競
技
場
の
造
成
工
事
（
昭
和
37
年
か
ら
39
年
ま
で
）
な
ど
の
市
内
51
件
を
含
む

１
４
４
件
の
部
外
工
事
が
行
わ
れ
た
（
図
表
２-

４-

７
参
照
）。

自
衛
隊
駐
屯
地
を
は
じ
め
と
す
る
防
衛
施
設
の
周
辺
地
域

は
、
創
設
当
初
は
、
都
市
化
が
さ
ほ
ど
進
ん
で
い
な
い
土
地

に
立
地
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
高
度
経
済
成
長
な
ど
の
影
響
で
都
市
化
が
進
ん
だ
。

国
は
、
昭
和
41
（
１
９
６
６
）
年
の
「
防
衛
施
設
周
辺
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」

の
施
行
後
に
生
じ
た
防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等
の
諸
施
策
を
強
化
・
拡

充
す
る
た
め
、
昭
和
49
年
６
月
「
防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る

法
律
」
を
制
定
し
、
施
行
し
た
。

　

同
法
に
基
づ
く
施
策
は
、
事
業
の
実
施
主
体
で
あ
る
市
町
村
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
す
る
形
で
行
わ
れ
て
お
り
、
本
市
で
も
昭
和
47
年
以
降
、
ヤ
ン
ケ
シ
川
の
水
路

の
整
備
、
中
央
通
来
福
橋
改
良
工
事
や
カ
ル
ル
ス
東
雲
線
外
１
改
良
舗
装
事
業
な
ど

の
「
障
害
防
止
工
事
」、
市
民
会
館
建
設
事
業
や
若
草
公
園
建
設
事
業
、
除
雪
車
購

入
や
水
槽
付
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
な
ど
の
「
民
生
安
定
」
の
工
事
に
対
し
て
補
助
金

の
交
付
を
受
け
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
防
衛
施
設
周
辺
整
備
事
業
の
補
助
金
の
交
付
に
よ
り
、
本
市
の
施
設

の
充
実
が
図
ら
れ
た
。

　

自
衛
隊
は
、「
自
衛
隊
法
」
第
83
条
の
規
定
に
よ
り
、
災
害
等

が
発
生
し
た
際
に
北
海
道
知
事
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
災
害
派

遣
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
、
本
市
を
含
む
胆
振
西
部
は
、
北
千
歳
駐

屯
地
の
第
71
戦
車
連
隊
の
担
当
区
域
に
な
っ
て
い
る
。

　

本
市
内
に
お
い
て
も
、自
衛
隊
は
災
害
派
遣
を
行
っ
て
い
る
。昭
和
34（
１
９
５
９
）

年
７
月
９
日
発
生
の
富
士
鉄
独
身
寮
の
火
災
で
は
消
火
支
援
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

47
年
９
月
16
日
や
55
年
９
月
な
ど
の
集
中
豪
雨
災
害
で
は
、
市
内
で
発
生
し
た
断
水

に
対
し
て
給
水
支
援
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
ゴ
ム
ボ
ー
ト
に
よ
る
市
民
の
救
助
活

動
な
ど
も
行
っ
て
き
た
。
最
近
で
は
、
平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
に
発
生
し
た
大
規

模
停
電
や
、
平
成
30
年
９
月
の
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
後
の
停
電
の
ほ
か
、
山
菜
採

り
な
ど
で
遭
難
者
が
発
生
し
た
際
な
ど
に
も
派
遣
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
第
13
施
設
群
は
、
市
外
で
発
生
し
た
災
害
に
も
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
（
平
成
７
年
１
３
５
名
）
や
東
日
本
大
震
災
（
平
成
23
年
２
２
０
名
）、

熊
本
地
震
（
平
成
28
年
51
名
）
な
ど
で
も
被
災
地
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

平
成
12
年
の
有
珠
山
噴
火
で
は
、
幌
別
駐
屯
地
が
中
継
基
地
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
、
第
７
師
団
の
災
害
派
遣
部
隊
が
同
駐
屯
地
に
続
々
と
集
結
し
、
被
災
地
へ
と

向
か
っ
た
。

　
災
害
派
遣

　
防
衛
施
設
周
辺

　
整
備
事
業
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年度 工事名称 工事場所 工事期間 担当中隊
昭和28年度 幌別中学校グランド整地工事 登別市千歳町 7.7～7.30 本部管理中隊
昭和28年度 長流（艮和）中学校グランド整地工事 伊達市 10.19～10..31 第103施設大隊
昭和29年度 登別中学校校庭整地工事 登別市登別本町 5.20～6.5 本部管理中隊
昭和30年度 町道上鉛川温泉災害復旧工事 二見郡八雲町 7.26～8.28 第１中隊
昭和30年度 町営野球場整地工事 登別市 9.7～9.30 第103施設大隊
昭和30年度 安平・早来構外道路構築工事 勇払郡安平町 10.3～11.30 第２中隊
昭和30年度 福島町桧倉川災害復旧工事 松前郡福島町 10.6～10.20 第１中隊

昭和30年度 道立室蘭ろう学校グランド及び
寄宿舎用地整地工事 室蘭市水元町 12.12～12.26 第３中隊

昭和31年度 道々カルルス温泉及び
町村道幌別鉱山道除雪工事

登別市カルルス町・
鉱山町 2.1～3.31 第103施設大隊

昭和31年度 有珠洞爺舟艇輸送作業 虻田郡洞爺湖町 4.11～4.14 本部管理中隊
昭和31年度 町道昭和新山線道路工事 有珠郡壮瞥町 5.18～6.18 第３中隊
昭和31年度 室蘭工業大孚野外運動場整地工事 室蘭市高砂町 7.20～9.10 第103施設大隊
昭和31年度 幌別町岡志別橋橋梁架設工事 登別市千歳町 8.10～9.30 第２中隊
昭和31年度 町立大和小建設敷地整地工事 虻田郡豊浦町 8.20～10.20 第103施設大隊
昭和31年度 町村道カルルス線補修工事 登別市来馬町 9.1～9.20 第103施設大隊

昭和32年度 町村幌別鉱山道及び
道々カルルス線除雪工事

登別市カルルス町・
鉱山町 1.20～3.31 第103施設大隊

昭和32年度 武揚小学校建設敷地及び
グランド整地工事 室蘭市栄町 4.17～6.30 第103施設大隊

昭和32年度 石切山支笏湖産業開発道路閉さく工事
(現：国道453号線） 恵庭市盤尻 9.26～11.16 第３中隊

昭和33年度 町道除雪工事 登別市一円 1.17～3.31 第103施設大隊

昭和33年度 鷲別自動車試験場造成工事
(現：室蘭総合自校 ） 登別市美園町 1.17～2.24 第２中隊

昭和33年度 室蘭港西埠頭整地工事 室蘭市築地町 3.17～4.18 第１中隊
昭和33年度 上鷲別学田道路改良工事 登別市若草町 5.13～6.14 第２中隊
昭和33年度 カルルス小学校敷地造成工事 登別市カルルス町 6.12～6.21 第103施設大隊
昭和33年度 国民温泉カルルス保養地内道路新設工事 登別市カルルス町 6.23～7.8 本部管理中隊
昭和33年度 登別温泉勝鬨の滝道路新設工事 登別市登別温泉町 6.30～7.15 第３中隊
昭和33年度 登別市木橋架設工事（現：来福橋） 登別市桜木町 7.15～7.22 第103施設大隊
昭和33年度 知利別小学校校庭整地工事 室蘭市宮の森町 7.15～8.6 本部管理中隊

昭和33年度 鷲別自動車試験場造成工事　
(現：室蘭総合自校） 登別市美園町 7.1～9.15 第２中隊

昭和33年度 室蘭工業大学構内整地工事 室蘭市水元町 8.4～8.30 本部管理中隊
昭和33年度 洞爺湖温泉小学校校庭整地工事 虻田郡洞爺湖町 8.20～8.30 本部管理中隊
昭和33年度 山梨小学校校庭整地工事 虻田郡豊浦町 9.29～11.20 本部管理中隊

昭和34年度 鉱山道、カルルス道除雪工事 登別市鉱山町・
カルルス町 1.24～3.20 第103施設大隊

昭和34年度 室蘭港西埠頭整地工事 室蘭市築地町 3.12～5.30 本部管理中隊

昭和34年度 町村道上鷲別富岸道路新設工事
(現：新学田通）

登別市若草町～
富岸町 6.28～8.20 第２中隊

昭和34年度 蘭東第２幹線道路岩盤掘さく工事 室蘭市知利別町 9.23～11.30 第２中隊
昭和34年度 町立大和小学校校庭整地工事 虻田郡豊浦町 9.3～9.30 第１中隊
昭和34年度 市立高砂小学校々舎整地造成工事 室蘭市高砂町 12.10～12.20 本部管理中隊
昭和35年度 大仁町立大仁中学校敷地造成工事 静岡県大仁町 12.2～36.3.31 第２中隊

図表2-4-7　部外工事の一覧
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年度 工事名称 工事場所 工事期間 担当中隊
昭和35年度 幌別都市計画街路造成工事 登別市千歳町 6.14～7.4 第３中隊
昭和35年度 節婦海浜地整地工事 新冠郡新冠町 7.11～7.29 第３中隊
昭和35年度 高砂小学校校舎敷地造成工事 室蘭市高砂町 8.22～9.27 第２中隊

昭和35年度 千歳川カルルス地内河川切替及び
旧河川埋立工事 登別市カルルス町 8.27～9.29 第１中隊

昭和35年度 山田農場線道路改良工事 虻田郡豊浦町 10.20～11.17 第３中隊
昭和35年度 都市計画第３号中島公園野球場整地工事 室蘭市宮の森町 10.20～11.17 第１中隊
昭和36年度 室工大短期大学部敷地造成工事 室蘭市高砂町 1.10～2.23 第103施設大隊
昭和36年度 山田農場線道路改良工事 虻田郡豊浦町 5.8～6.12 第１中隊
昭和36年度 クッタラ湖青少年宿舎道路改良工事 登別市中登別町 6.6～6.24 第３中隊
昭和36年度 富岸小学校グランド整地工事 登別市富岸町 6.19～7.6 本部管理中隊
昭和36年度 幌別中央道路造成工事 登別市中央町 7.17～8.5 第２中隊
昭和36年度 御前水中学校校舎敷地造成工事 室蘭市御前水町 7.17～10.31 第３中隊

昭和36年度 登別温泉スキー場新設工事
(現：サンライバスキー場） 登別市カルルス町 9.25～10.18 第２中隊

昭和36年度 市資材採取所整地工事 登別市 10.24～11.4 本部管理中隊
昭和36年度 町道高岡新山線道路改良工事 虻田郡豊浦町 11.4～11.18 第１中隊
昭和36年度 室蘭工業大学短期大学部敷地造成工事 室蘭市高砂町 12.10～2.19 第２中隊
昭和36年度 児島市クレー射場敷地造成工事 岡山県倉敷市 12.10～2.28 第１中隊
昭和36年度 総社市新本中学校敷地造成工事 岡山県総社市 12.10～2.3 第１中隊
昭和36年度 児島郡市計画街路中山線改良工事 岡山県倉敷市 3.1～3.23 第１中隊
昭和37年度 町道高岡新山梨線地内道路改良工事 虻田郡豊浦町 4.20～5.21 第２中隊
昭和37年度 町道能登農場線山梨地内道路改良工事 虻田郡豊浦町 5.22～6.13 第２中隊

昭和37年度 胆眼支庁施設敷地造成工事
(室蘭建管登別出張所） 登別市桜木町 6.19～6.30 本部管理中隊

昭和37年度 幌泉小学校校舎敷地造成工事
(現：えりも小） 幌泉郡えりも町 9.27～11.14 第１中隊

昭和37年度 市営総合グランド敷地造成工事
(現：陸上競技場） 登別市千歳町 10.15～11.15 本部管理中隊

昭和38年度 清水ヶ丘高校敷地造成第１期工事 室蘭市増市町 1.21～3.12 第３中隊
昭和38年度 清水ヶ丘高校敷地造成第２期工事 室蘭市増市町 4.8～6.14 第２中隊

昭和38年度 市営総合グランド敷地造成第２期工事
(現：陸上競技場） 登別市千歳町 5.13～6.4 第１中隊

昭和38年度 市営カルルススキー場整備工事
(現：サンライバスキー場） 登別市カルルス町 10.21～11.11 第２中隊

昭和39年度 虻田商業高校グランド敷地造成工事 虻田郡洞爺湖町 1.20～2.21 第１中隊
昭和39年度 室蘭気象台構内敷地工事 室蘭市山手町 2.24～2.29 第３中隊
昭和39年度 市道紅葉谷改良第２期工事 登別市中登別町 6.1～7.7 第２中隊

昭和39年度 市営総合グランド敷地第３期工事
(現：陸上競技場） 登別市千歳町 8.3～8.20 本部管理中隊

昭和39年度 浦和地区船着場岩礁除去工事 日高郡新ひだか町 8.5～8.10 第３中隊
昭和39年度 町道大和伏見線道路改良工事 虻田郡豊浦町 9.29～11.3 第３中隊

昭和39年度 市道登別海岸線通路線改良工事
(現：道道登別港線） 登別市港町 10.19～11.13 本部管理中隊

昭和39年度 清水ヶ丘高校敷地造成第３期工事 室蘭市増市町 11.9～12.18 第１中隊
昭和40年度 市道紅葉谷道路改良工事 登別市中登別町 5.10～7.10 第１中隊
昭和40年度 市立登別中学校グランド造成工事 登別市登別本町 8.30～9.11 本部管理中隊
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昭和40年度 達南中学校グランド拡張工事 伊達市北黄金町 9.13～10.18 本部管理中隊
昭和41年度 市内主要幹線道路除雪工事 登別市一円 2.21～3.31 本部管理中隊
昭和41年度 夕陽ケ丘住宅敷地造成工事 幌泉郡えりも町 7.4～8.13 第２中隊
昭和41年度 中登別競技場敷地造成工事 登別市中登別町 9.19～10.26 第３中隊
昭和41年度 市営舟岡団地公営住宅敷地造成工事 伊達市舟岡町 12.5～12.23 第１中隊
昭和42年度 市道主要幹線道路除雪工事 登別市一円 1.20～3.4 本部管理中隊
昭和42年度 北舟岡信号所接続道路及び広場造成工事 伊達市舟岡町 2.25～3.24 第３中隊
昭和42年度 中登別競技場敷地第２期造成工事 登別市中登別町 5.11～6.25 本部管理中隊
昭和42年度 紅葉谷１号支線新設工事 登別市上登別町 8.1～8.17 第２中隊
昭和42年度 市道カルルス路線拡幅改良工事 登別市来馬町 8.17～9.6 第２中隊
昭和42年度 蘭東第２幹線拡幅工事 室蘭市知利別町 9.19～12.9 第１中隊
昭和43年度 市道主要幹線道路除雪工事 登別市一円 1.9～3.30 第３中隊
昭和43年度 町道南部家道路新設工事 幌泉郡えりも町 10.1～10.19 本部管理中隊

昭和43年度 千歳空港着陸帯及び
グライドパス敷地造成工事 千歳市平和 9.27～10.26 第３中隊

昭和43年度 蘭東第２幹線拡幅改良工事 室蘭市知利別町 10.7～10.28 第１中隊
昭和44年度 市道カルルス路線第２工区拡幅改良工事 登別市来馬町 3.24～4.9 第２中隊
昭和44年度 市立東小学校敷地造成工事 登別市幌別町 6.27～7.30 本部管理中隊
昭和44年度 増市絵鞆通り線新設工事 室蘭市増市町 4.19～7.31 第３中隊
昭和44年度 市道カルルス路線拡幅改良工事 登別市来馬町 8.14～9.19 第２中隊
昭和44年度 屋外体操場造成工事 伊達市 9.9～10.14 第１中隊
昭和44年度 判官館開発幹線道路新設工事 新冠郡新冠町 9.29～11.15 第２中隊

昭和45年度 村道本町上野線道路除雪工事
(豪雪による） 伊達市大滝区 2.4～2.9 第２中隊

昭和45年度 総合中学校敷地造成及び判官要園
道路新設工事 新冠郡新冠町 4.13～6.8 第１中隊

昭和45年度 増市絵鞆通り線新設工事 室蘭市増市町 8.6～9.12 第２中隊
昭和45年度 市立幌別東小学校敷地造成工事 登別市幌別町 7.3～11.21 第３中隊
昭和46年度 室蘭市社会福祉施設敷地造成工事 室蘭市 4.6～5.14 第３中隊
昭和46年度 千代の台公営住宅敷地造成工事 登別市新生町 10.18～11.12 本部管理中隊
昭和46年度 明治地区採草地暗渠排水設備新設工事 新冠郡新冠町 11.7～11.26 第２中隊
昭和46年度 増市絵柄通り線新設工事 室蘭市増市町 9.13～11.29 第１中隊
昭和47年度 市道カルルス道路除雪工事 登別市来馬町 1.20～3.30 第２中隊
昭和47年度 町立白老小学校分教場敷地造成工事 白老郡白老町 4.19～6.2 第１中隊
昭和47年度 来馬地区小平公園敷地造成工事 登別市来馬町 8.25～9.18 本部管理中隊

昭和47年度 仮称港南小学校敷地兼
グランド敷地造成工事 室蘭市港南町 10.17～12.23 第２中隊

昭和48年度 町立白老小学校分教場グランド造成工事 白老郡白老町 4.9～4.27 第３中隊
昭和48年度 豊浦総合中学校屋外体育施設造成工事 虻田郡豊浦町 5.7～5.26 第１中隊
昭和48年度 栗沢町総合中学校グランド整地工事 空知郡栗沢町 6.11～7.26 第２中隊
昭和49年度 真狩村立総合中学校グランド整備工事 虻田郡真狩村 5.7～6.2 第２中隊
昭和49年度 えりも町スポーツ公園建設地整備工事 幌泉郡えりも町 7.18～9.20 本部管理中隊
昭和50年度 仁木町得志内線改良工事 余市郡仁木町 5.13～6.30 第３中隊

昭和50年度 北湯沢リハビリセンター屋外付帯
施設敷地造成工事 伊達市大滝区 5.26～6.17 本部管理中隊

昭和50年度 えりも町スポーツ公園建設地整備工事 幌泉郡えりも町 7.1～8.27 本部管理中隊
昭和50年度 月形町道新田南耕地線新設工事 樺戸郡月形町 8.5～9.30 第２中隊
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昭和51年度 町立厚沢部高等学校運動場新設工事 檜山郡厚沢部町 4.7～5.18 第311地区施設隊
昭和51年度 町道上里老人福祉センター線新設工事 檜山郡厚沢部町 5.19～5.25 第311地区施設隊

昭和51年度 下川中学校校舎建設用地整地工事 上川郡下川町 5.17～7.20 第313ダンプ車両
中隊

昭和51年度 大成町総合中学校用地造成工事 久遠郡大成町 6.4～7.8 第311地区施設隊

昭和51年度 倶知安町立東陵中学校建設敷地
造成工事 虻田郡倶知安町 6.2～7.26 第311地区施設隊

昭和51年度 大成町漁家団地造成工事 久遠郡大成町 7.6～8.10 第311地区施設隊

昭和51年度 川上小学校敷地造成工事
(現：青葉小学校） 登別市青葉町 6.14～8.10 第311地区施設隊

昭和52年度 町立七飯中学校野外運動場造成工事 亀田郡七飯町 5.9～6.14 第311地区施設隊

昭和52年度 豊浦高等学校グランド造成工事 虻田郡豊浦町 7.6～10.13 第313ダンプ車両
中隊

昭和52年度 登別市温泉中学校敷地造成工事 登別市中登別町 9.12～11.18 第339施設中隊
昭和52年度 倶知安町立東陵中学校運動場造成工事 虻田郡倶知安町 7.4～7.22 第311地区施設隊

昭和53年度 真狩村公営住宅及び集会施設用地
造成工事 虻田郡真狩村 5.8～6.10 第311地区施設隊

昭和53年度 豊浦高等学校グランド整地工事 虻田郡豊浦町 5.31～7.6 第313施設器材中
隊

昭和53年度 倶知安町立東陵中学校運動場造成工事 虻田郡倶知安町 6.20～8.15 第311地区施設隊

昭和54年度 大樹町立中学校グランド改良工事 広尾郡大樹町 5.7～6.23 第313ダンプ車両
中隊

昭和54年度 町立寿都中学校運動場造成工事 寿都郡寿都町 5.23～6.15 第311地区施設隊

昭和54年度 虻田町立洞爺湖温泉中学校建設敷地造
成工事 虻田郡洞爺湖町 7.16～9.1 第311地区施設隊

昭和54年度 松前町大沢町民グランド整地工事 松前郡松前町 9.6～9.29 第311地区施設隊
昭和55年度 共和町立東陽小学校敷地造成工事 岩内郡共和町 5.8～7.23 第311地区施設隊

昭和55年度 登別市富岸中学校敷地造成工事
(現：緑陽中学校） 登別市富岸町 7.22～10.8 第313施設器材中

隊

昭和56年度 白老町桜ヶ丘運動公園野球場敷地
造成工事 白老郡白老町 6.2～8.6 第311地区施設隊

昭和57年度 白老町桜ヶ丘運動公園野球場造成工事 白老郡白老町 6.16～7.31 第311地区施設隊

昭和57年度 当麻町道中央７区改良工事 上川郡当麻町 8.19～9.30 第313施設器材中
隊

昭和59年度 三笠市国設スキー場ゲレンデ整備工事 三笠市 8.30～10.10 第13施設群
昭和60年度 北海道防災総合訓練会場整地工事 登別市 7.1～7.8 第13施設群

昭和62年度 厚岸町宮園公園造成工事支援 厚岸郡厚岸町 7.20～9.19 第313施設器材中
隊
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昭和30年度 八雲鉛川災害応急道工事 八雲町鉛川 7.26～8.28 第１中隊
新設架橋4か所・取
付道路延長・道路
構築230m

昭和30年度 蘭法華崖崩れ復旧工事 登別市富浦町 8.27 第２中隊 道路啓開（排土・
排石）

昭和30年度 福島町桧倉川災害復旧工事 松前郡福島町 10.6～10.20 第１中隊 河床に堆積した砂
礫を運土排除

昭和32年度 登別市内火災に対する災害
派遣 登別市内 12.16 103施設大隊

消防車及び派遣隊
員136名による消火
活動

昭和33年度 登別市内土砂崩れに対する
災害派遣 登別市富浦町 8.25 103施設大隊 崩壊家屋内の人命

救助（2名）

昭和33年度 幌別町高潮による民家崩壊
災害派遣 登別市幌別町 9.27 103施設大隊 罹災者に対する救

出物品輸送

昭和34年度 登別市新日鐵第２アパート
火災に伴う災害派遣 登別市富士町 7.9 103施設大隊

消防車及び派遣隊
員82名による消火
活動

昭和34年度 登別市全地域に発生せる豪
雨禍に対する災害派遣 登別市富士町 8.26 第１中隊

堤防決壊による附
近住民の救出及び
堤防復旧

昭和35年度 伊達市稀府国有林火災に伴
う災害派遣 伊達市稀府 5.1 第３中隊 隣接民家への延焼

防止

昭和35年度 登別市幌別町火災に対する
災害派遣 登別市幌別町 6.2 103施設大隊

消防車及び派遣隊
員80名による消火
活動

昭和35年度 敷生川増水に伴う人命救助
に対する災害派遣 白老町竹浦 8.3 本管中隊

増水により中州に
取り残された4名の
救出

昭和36年度 長沼地区水害に対する災害
派遣 夕張郡長沼町 7.25～8.3 第１中隊 人命救助・給水支

援・防疫

昭和37年度 登別地区に対する災害派遣 登別市内 10.6～10.14 103施設大隊
人命救助・給水支
援 ・ 防 疫 （ 死 者 4
名・行方不明5名）

昭和37年度 虎杖浜トンネル人命救助災
害派遣 白老町虎杖浜 8.11 第１中隊

トンネル工事中に
おける崩落現場か
らの人命救出

昭和39年度 カルルス地区山林火災によ
る災害派遣 登別市カルルス町 5.15 103施設大隊 山林火災災害によ

る延焼防止

昭和39年度 登別市勤労者住宅床上浸水
による災害派遣 登別市内 6.21 第２中隊 避難住民の救助・

輸送

図表2-4-8　災害派遣の一覧
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昭和40年度 大滝村融雪による災害派遣 有珠郡大滝村 5.10～5.15 第１中隊 融雪による水害防
止のための除雪

昭和40年度 登別温泉熊牧場熊脱逃にと
もなう災害派遣 登別温泉地区 8.26 103施設大隊 熊脱逃による人礫

被害防止（射殺）

昭和41年度 西胆振地区集中豪雨による
災害派遣

虻田地区・長
和地区 8.20～8.21 第１中隊・

第３中隊

集中豪雨による土
砂流出道路等の復
旧

昭和43年度 登別市内水害による災害派遣 登別市内 8.21 103施設大隊 水害による人命の
救出

昭和44年度 大滝村雪害による災害派遣 有珠郡大滝村 3.18～3.22 103施設大隊 雪害による除雪

昭和45年度 白老敷生川氾濫による災害
派遣 白老町内 9.18 103施設大隊 浸水家屋・流失家

屋の住民救出

昭和46年度 白老町河川増水による災害
派遣 白老町内 6.4 第２中隊 決壊した堤防の補

修

昭和46年度 白老地区高波による災害派遣 白老町内 9.27 第３中隊 防潮堤決壊防止

昭和46年度 登別市高潮による災害派遣- 登別市幌別町 2.14 第１中隊 海岸浸食補修

昭和46年度 登別市雪害による災害派遣 登別市上登別町 2.28 第２中隊
鉄塔倒壊による送
電 停 止 被 害 　 除
雪・復旧資材搬入

昭和47年度 登別地区水害による災害派遣 登別市内 9.16～9.18 第１中隊
水源地施設破損に
よる断水・給水支
援

昭和47年度 壮瞥町水害による災害派遣 壮瞥町滝之地区 9.17 第２中隊 河川増水により民
家孤立。人命救助

昭和50年度 虻田町水害による災害派遣 虻田町月浦 8.23 103施設大隊 排水溝の土砂除去

昭和51年度 台風17号による水害 登別市幌別町 9.14～9.15 第13施設群 給水支援

昭和51年度 幌別川人命救助 登別市幌別町 10.15 第13施設群 遺体捜索

昭和51年度 水害による給水支援 登別市幌別町 12.24 第13施設群 給水支援

昭和52年度 有珠山噴火による断水 虻田郡洞爺湖町 8.7～8.11 第13施設群 給水支援

昭和52年度 有珠山噴火による降灰処置等 虻田郡洞爺湖町 8.9～8.11 第13施設群
道路啓開・降灰処
置・避難民輸送・
給食支援　等

昭和53年度 プロパン爆発による人命救助 室蘭市立病院 9.1 第13施設群 全身火傷救助

昭和53年度 集中豪雨の泥流による人命
救助 虻田郡洞爺湖町 10.25～10.27 第13施設群 行方不明者捜索・

給水支援

昭和54年度 遭難者の捜索 豊浦町山梨 6.17 第13施設群 行方不明者捜索
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年度 名称 場所 期間 実施部隊 派遣内容

昭和55年度 集中豪雨による水害 登別市一円 8.31～9.1 第13施設群 人命救助・避難民
輸送・給水支援

昭和56年度 集中豪雨による断水 登別市一円 8.23～8.24 第13施設群 給水支援

昭和58年度 集中豪雨による断水 登別市一円 9.25～9.29 第13施設群 給水支援

昭和60年度 幌別川 人命の緊急捜索 幌別川 5.14 第13施設群 人命捜索

昭和60年度 林野火災消火作業 登別市上登別町 5.17 第13施設群 消火活動

平成7年度 阪神淡路大震災 阪神地区 2月 第13施設群 倒壊家屋処理等

平成8年度 豊浜トンネル崩落事故 古平郡古平町 2月 第13施設群
施設器材支援（５
名派遣）11師団の
支援

平成10年度 登別市上登別地区行方不明
者捜索 登別市上登別町 5月 第13施設群

行 方 不 明 者 捜 索　
(第7師団の支援） 
第338・340施設中
隊派遣

平成12年度 有珠山噴火 虻田郡洞爺湖町 5月～7月 第13施設群 避難民一時帰宅支
援　他

平成18年度 三笠市林野火災 三笠市 5月 第13施設群 消火活動への施設
器材支援（６名）

平成20年度 白老町竹浦飛生地区行方不
明者捜索 白老町竹浦 5.23 第13施設隊 行 方 不 明 者 捜 索　

(第7師団の支援）

平成21年度 東日本大震災 宮城県南三陸町 3.14～7.9
第 1 3 施 設
隊 ・ 第 3 直
接支援中隊

行方不明者捜索・
道路啓開・道路補
修・河川通過設備
構築・瓦礫除去・
仮設住宅用地整地　
他

平成23年度 登別市鉱山町地区行方不明
者捜索 登別市鉱山町 5.21 第13施設隊 行 方 不 明 者 捜 索　

(第7師団の支援）

平成23年度 登別市上登別地区行方不明
者捜索 登別市上登別町 7.14～7.15 第13施設隊 行 方 不 明 者 捜 索　

(第7師団の支援）

平成24年度 白老町森野地区行方不明者
捜索 白老町森野 6.11 第13施設隊 行 方 不 明 者 捜 索　

(第7師団の支援）

平成24年度 暴風雪での鉄塔倒壊による
大規模停電 登別市一円 11.27～11.30 第13施設隊

避難所運営支援(発
電機・照明・暖房
器具貸与）　 

平成28年度 熊本地震 熊本県阿蘇 4.19～5.4
第 1 3 施 設
隊 ・ 第 3 直
接支援中隊

行方不明者捜索・
瓦礫除去・道路啓
開
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平
成
２
（
１
９
９
０
）
年
に
発
生
し
た
湾
岸
危
機
を
契
機
に
、

日
本
が
国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
ど
の
よ
う
に
世
界
の
平
和
と

安
全
に
貢
献
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
国
民
を
二
分
す
る
議
論
が
な
さ
れ
、
平
成
４

年
６
月
に
「
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
」（
通
称

「
Ｐ
Ｋ
Ｏ
協
力
法
」）
が
制
定
さ
れ
た
。
同
法
は
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
を
は
じ
め
と
す
る
自

衛
隊
の
海
外
派
遣
の
根
拠
法
と
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
16
年
の
イ
ラ
ク
人
道
復
興
支
援
活
動
へ
の
派
遣
に
際
し
て
は
、
そ
れ
ま
で
の

国
連
平
和
維
持
活
動
と
異
な
り
、
現
地
の
治
安
状
況
が
不
安
定
な
状
況
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
市
議
会
に
お
い
て
議
論
が
な
さ
れ
、「
派
遣
中
止
を
求
め
る
意
見
書
」
が

賛
成
14
、
反
対
９
で
可
決
さ
れ
た
。
し
か
し
、
派
遣
要
員
候
補
者
の
選
抜
、
派
遣
命

令
と
進
む
中
で
、
本
市
内
で
は
、
反
対
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
派
遣
隊
員
の
無
事
の

帰
還
を
願
う
と
と
も
に
留
守
家
族
へ
の
支
援
の
輪
を
広
げ
よ
う
と
の
機
運
が
醸
成
さ

れ
て
い
っ
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
本
市
で
は
、
平
成
16
年
１
月
19
日
に
留
守
家
族
の

負
担
や
不
安
を
軽
減
す
る
た
め
に
育
児
や
教
育
な
ど
に
関
す
る
事
務
手
続
き
の
相
談

に
応
じ
る
窓
口
を
総
務
課
内
に
設
置
す
る
と
と
も
に
、
１
月
26
日
に
は
「
派
遣
自
衛

隊
員
の
任
務
遂
行
と
無
事
帰
国
を
待
っ
て
い
ま
す
」
と
記
し
た
懸
垂
幕
を
市
役
所
本

庁
舎
前
に
掲
げ
た
。
登
別
商
工
会
議
所
に
お
い
て
も
、
会
員
の
総
意
と
し
て
１
月
28

日
、
映
画
「
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
」
に
ち
な
ん
だ
黄
色
地
に
黒
字
の
懸
垂
幕
を

掲
げ
た
。
隊
員
の
派
遣
後
は
、
幌
別
駐
屯
地
内
に
現
地
と
衛
星
回
線
で
結
ぶ
テ
レ
ビ

電
話
が
設
置
さ
れ
、
４
月
25
日
に
初
交
信
が
な
さ
れ
た
。

　

平
成
30
年
に
参
加
し
た
国
連
ア
フ
リ
カ
施
設
部
隊
早
期
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
ケ

ニ
ア
共
和
国
）
で
は
、
自
衛
隊
員
自
身
が
道
路
整
備
な
ど
を
行
う
の
で
は
な
く
、
国

連
平
和
維
持
活
動
に
参
加
し
た
が
、
道
路
整
備
に
使
用
す
る
重
機
の
操
作
経
験
が
少

な
い
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
軍
隊
に
重
機
操
作
を
指
導
し
、
人
材
育
成
を
支
援
す
る
活
動

を
行
っ
た
。

　

幌
別
駐
屯
地
に
駐
屯
す
る
第
13
施
設
群
は
、
橋
や
道
路
な
ど
施
設
の
構
築
が
主
な

任
務
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
任
務
内
容
が
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
で
の
派
遣
先
国

か
ら
要
請
さ
れ
る
技
能
と
合
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
海
外
派
遣
の
機
会
は
多
く

な
っ
て
い
る
。

　

幌
別
駐
屯
地
か
ら
の
海
外
派
遣
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

・
カ
ン
ボ
ジ
ア
Ｐ
Ｋ
Ｏ
（
第
２
次
）　

平
成
５
年　

96
名

　

・
ル
ワ
ン
ダ
難
民
救
援
隊　

２
名

　

・
ゴ
ラ
ン
高
原
Ｐ
Ｋ
Ｏ
第
２
次
派
遣　

平
成
９
年
～
平
成
10
年　

１
名

　

・
東
テ
ィ
モ
ー
ル
Ｐ
Ｋ
Ｏ　

平
成
14
年
２
月
～
９
月　

79
名

　

・
イ
ラ
ク
人
道
復
興
支
援　

平
成
16
年
（
第
１
次
17
名
、
第
２
次
１
名
）

　

・
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
国
際
緊
急
援
助
隊　

平
成
17
年　

１
名

　

・
ハ
イ
チ
派
遣
国
際
救
援
隊　

平
成
22
年
50
名
、
第
６
次
（
平
成
24
年
14
名
）

　

・
南
ス
ー
ダ
ン
Ｐ
Ｋ
Ｏ
第
２
次　

平
成
24
年
38
名

　

・
国
連
ア
フ
リ
カ
施
設
部
隊
早
期
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

平
成
30
年
８
名

災
害
派
遣
や
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
に
活
躍
す
る
幌
別
駐
屯
地

の
隊
員
が
、
大
規
模
災
害
の
発
生
時
に
派
遣
さ
れ
た

際
に
、
そ
の
留
守
家
族
が
抱
く
子
育
て
や
介
護
等
の
不
安
を
少
し
で
も
緩
和
す
る
こ

と
を
目
的
に
本
市
は
、
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
４
月
26
日
に
陸
上
自
衛
隊
幌
別
駐

屯
地
と「
大
規
模
災
害
時
等
に
お
け
る
派
遣
隊
員
の
留
守
家
族
支
援
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
た
。

　

協
定
の
内
容
は
、

①
幌
別
駐
屯
地
の
部
隊
内
に
臨
時
託
児
施
設
を
設
置
す
る
際
の
保
育
に
係
る
助

　
留
守
家
族
支
援
の
協
定

　
海
外
派
遣



344

第４章　安全安心なまち

言
や
指
導

②
派
遣
隊
員
の
子
弟
の
た
め
の
託
児
サ
ポ
ー
ト
制
度
利
用
の
仲
介

③
派
遣
隊
員
の
要
介
護
家
族
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
の
支
援

④
派
遣
隊
員
の
留
守
家
族
へ
の
健
康
相
談

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

参
考
文
献

・
独
立
行
政
法
人
国
立
印
刷
局
『
官
報
第
１
１
８
８
５
号
』
昭
和
41
年
７
月
26
日

・
独
立
行
政
法
人
国
立
印
刷
局
『
官
報
第
１
４
２
４
７
号
』
昭
和
49
年
６
月
27
日

・
登
別
市
議
会
『
登
別
市
議
会
史
』
昭
和
50
年

・
幌
別
駐
屯
地
『
幌
別
駐
屯
地
30
年
の
あ
ゆ
み
』
昭
和
58
年
10
月

・
幌
別
駐
屯
地
『
創
立
40
周
年
記
念
「
伝
統
と
飛
躍
」』
平
成
５
年

・
幌
別
駐
屯
地
『
創
立
50
周
年
記
念
「
伝
統
と
創
造
」』
平
成
15
年

・
幌
別
駐
屯
地
『
創
立
60
周
年
記
念
「
伝
統
と
絆
」』
平
成
25
年

・
防
衛
施
設
庁
『
防
衛
施
設
庁
史
』
平
成
19
年
８
月
17
日

・
外
務
省
『
わ
か
る
！
国
際
情
勢V

ol.

１
０
４
』
平
成
25
年
11
月
18
日

・
室
蘭
民
報
社
『
室
蘭
民
報
』
各
号

・
北
海
道
新
聞
社
『
北
海
道
新
聞
』
各
号

第
７
節　

安
全
な
消
費
生
活
の
確
保

戦
後
、
高
度
経
済
成
長
が
続
く
中
で
、
国
内
で
は
、
農
薬
や
食

品
添
加
物
、
工
場
排
水
等
に
よ
っ
て
、
４
大
公
害
病
に
代
表
さ

れ
る
各
種
公
害
と
、
そ
れ
に
よ
る
健
康
被
害
が
発
生
し
た
。
こ
の
状
況
に
対
し
て
消

費
者
の
間
で
は
、
消
費
者
問
題
を
自
分
た
ち
の
問
題
と
し
て
明
確
に
と
ら
え
、
学
習

を
重
ね
て
行
こ
う
と
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
き
、
昭
和
36
（
１
９
６
１
）
年
に
日
本

消
費
者
協
会
や
北
海
道
消
費
者
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。
ま
た
、
国
は
、
昭
和
43
年
５

月
に
消
費
者
の
権
利
の
尊
重
と
自
立
の
支
援
を
基
本
理
念
と
す
る
「
消
費
者
保
護
基

本
法
」
を
制
定
し
た
。
同
法
は
、
消
費
者
の
保
護
を
強
く
打
ち
出
し
、
国
、
地
方
公

共
団
体
及
び
事
業
者
の
責
務
と
消
費
者
の
役
割
や
組
織
化
に
つ
い
て
規
定
し
た
。

　

昭
和
47
年
に
列
島
改
造
ブ
ー
ム
に
よ
る
地
価
の
高
騰
が
始
ま
り
、
昭
和
48
年
10
月

に
は
第
４
次
中
東
戦
争
に
端
を
発
す
る
第
１
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
と
商
品
価
格
の
便

乗
値
上
げ
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
国
内
で
は
「
狂
乱
物
価
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
急
速
に
進
ん
だ
。

　

こ
れ
に
対
し
て
国
等
は
、
公
定
歩
合
の
引
き
上
げ
を
行
う
と
と
も
に
、「
生
活
関

連
物
資
等
の
買
占
め
及
び
売
惜
し
み
に
対
す
る
緊
急
措
置
に
関
す
る
法
律
」
や
「
国

民
生
活
安
定
緊
急
措
置
法
」
な
ど
を
制
定
し
て
対
策
に
努
め
た
。
ま
た
、
北
海
道
も

北
海
道
民
の
生
活
の
安
定
と
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
49
年
、「
北
海

道
道
民
生
活
安
定
条
例
」
を
制
定
し
た
。

　

こ
の
頃
、
本
市
内
で
も
多
数
の
有
志
が
、「
消
費
者
が
団
結
し
て
よ
り
良
い
消
費

者
生
活
を
送
る
た
め
に
必
要
な
知
識
を
得
る
機
会
を
創
出
し
て
い
こ
う
」
と
活
動
を

始
め
、
昭
和
50
年
５
月
に
「
登
別
消
費
者
協
会
」
が
発
足
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
市
民
の
動
き
に
対
し
て
本
市
で
も
、
市
民
の
日
常
生
活
に
お
け
る
消

費
者
の
利
益
の
擁
護
及
び
推
進
と
消
費
者
の
権
利
を
確
立
し
、
市
民
生
活
の
安
定
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
昭
和
55
年
３
月
、「
登
別
市
市
民
生
活
安
定
条
例
」
を
制
定
し

た
。
同
条
例
で
は
、
消
費
者
保
護
基
本
法
と
同
様
に
「
危
害
の
防
止
」
や
「
表
示
等

の
適
正
化
」
が
規
定
さ
れ
た
ほ
か
、
価
格
動
向
を
は
じ
め
と
す
る
消
費
生
活
に
つ
い

　
消
費
者
運
動



345

第２編　分野史

て
調
査
等
を
行
う
「
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
」
や
、
消
費
者
の
保
護
及
び
物
価
の
安
定

対
策
等
に
つ
い
て
市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
答
申
す
る
「
登
別
市
消
費
生
活
安
定
審
議

会
」
の
設
置
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
る
な
ど
、
現
在
に
続
く
本
市
の
消
費
者
行
政
の
大

枠
が
形
作
ら
れ
た
。

　

本
市
と
消
費
者
協
会
は
、
連
携
し
て
消
費
者
運
動
の
啓
発
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん

だ
が
、
消
費
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
経
済
社
会
の
国
際
化
、
情
報
化
、
サ
ー
ビ
ス

の
多
様
化
等
の
進
展
に
伴
っ
て
大
き
く
変
容
し
、
消
費
者
行
政
の
目
的
も
、
消
費
者

保
護
だ
け
で
は
な
く
、
消
費
者
自
身
が
自
立
し
て
消
費
生
活
を
実
践
で
き
る
よ
う
に

支
援
す
る
こ
と
へ
と
活
動
の
軸
足
を
移
し
て
い
っ
た
。

　

国
は
、
平
成
７
（
１
９
９
５
）
年
７
月
１
日
、
製
造
物
の
欠
陥
が
原
因
で
、
他
人

の
生
命
・
身
体
・
財
産
に
損
害
が
生
じ
た
場
合
に
製
造
業
者
等
に
損
害
賠
償
責
任
を

負
わ
せ
る
「
製
造
物
責
任
法
」（
通
称
・「
Ｐ
Ｌ
法
」）
を
、
13
年
４
月
１
日
に
は
消

費
者
契
約
に
つ
い
て
、
不
当
な
勧
誘
に
よ
る
契
約
の
取
り
消
し
と
不
当
な
契
約
条
項

の
無
効
等
を
定
め
た
「
消
費
者
契
約
法
」
を
施
行
し
た
。
そ
の
後
、平
成
16
年
に
は
、

消
費
者
の
自
立
を
一
層
支
援
し
て
い
く
た
め
に
「
消
費
者
保
護
基
本
法
」
を
改
正
し
、

あ
わ
せ
て
題
名
も
「
消
費
者
基
本
法
」
に
改
め
た
。
北
海
道
に
お
い
て
も
「
北
海
道

道
民
生
活
安
定
条
例
」
を
「
北
海
道
消
費
生
活
条
例
」
へ
と
全
部
改
正
し
、
従
来
の

物
価
対
策
重
視
か
ら
消
費
者
重
視
へ
と
転
換
し
た
。
本
市
で
も
、
こ
れ
ら
の
動
向
を

取
り
込
み
、
消
費
者
の
利
益
の
擁
護
、
増
進
並
び
に
消
費
生
活
の
安
定
及
び
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
15
年
に
「
登
別
市
市
民
生
活
安
定
条
例
」
を
廃
止
し
、

改
め
て
「
登
別
市
消
費
生
活
条
例
」
を
制
定
し
た
。
同
条
例
の
内
容
は
、
登
別
市
市

民
生
活
安
定
条
例
の
枠
組
み
を
維
持
し
つ
つ
、
消
費
生
活
の
安
定
及
び
向
上
を
図
る

た
め
に
必
要
と
な
る
基
本
理
念
を
明
確
化
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
の
前
段
と
な

る
不
当
な
契
約
の
禁
止
や
、
消
費
者
が
消
費
生
活
に
関
す
る
知
識
の
習
得
を
行
う
た

め
の
教
育
の
推
進
や
、
自
主
的
な
学
習
の
支
援
を
定
め
る
な
ど
、
先
述
の
法
改
正
の

趣
旨
な
ど
も
盛
り
込
ん
だ
内
容
と
な
っ
た
。

消
費
生
活
行
政
の
眼
目
は
、
消
費
生
活
に
お
い
て
問
題
が
発

生
し
た
市
民
等
に
対
し
、
そ
の
悩
み
を
聞
く
と
と
も
に
適
切

な
助
言
を
行
う
こ
と
に
あ
る
。
本
市
で
は
、
当
初
、
登
別
消
費
者
協
会
に
委
託
し
て

消
費
生
活
相
談
を
実
施
し
て
き
た
が
、
平
成
10
（
１
９
９
８
）
年
９
月
に
消
費
生
活

相
談
員
１
名
を
嘱
託
員
と
し
て
採
用
し
、
市
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
「
消
費
生
活

相
談
室
」
を
設
置
し
た
。
平
成
17
年
４
月
１
日
に
は
、
同
相
談
員
の
配
置
場
所
を
市

役
所
本
庁
舎
に
移
し
、
以
後
は
本
庁
舎
内
に
お
い
て
相
談
対
応
を
行
う
こ
と
と
な
っ

た
。

　

消
費
生
活
相
談
員
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
件
数
を
見
る
と
、
年
間
を
通
じ
て
集
計
を

開
始
し
た
平
成
11
年
度
を
起
点
と
し
て
、
そ
れ
以
降
も
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
（
図
表

２-

４-

９
参
照
）。

　

特
に
平
成
16
年
度
に
は
、
全
国
的
に
葉
書
に
よ
る
架
空
請
求
に
関
す
る
問
題
が
起

こ
り
、
そ
れ
に
関
連
す
る
相
談
件
数
が
増
加
し
た
。
ま
た
、
同
じ
頃
か
ら
高
齢
者
を

対
象
に
し
た
強
引
な
訪
問
販
売
に
よ
る
契
約
も
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
相

談
件
数
を
押
し
上
げ
た
要
因
と
な
っ
た
。

　

架
空
請
求
や
訪
問
販
売
に
関
す
る
相
談
件
数
は
、
以
後
も
消
費
生
活
相
談
の
７
割

以
上
を
占
め
て
い
る
。
最
近
の
傾
向
と
し
て
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
契
約
に
関
す

る
問
題
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
経
済
情
勢
が
不
安
定
な
中
で
、
民
間
事
業
者

の
倒
産
や
廃
業
に
つ
い
て
新
聞
報
道
等
が
な
さ
れ
る
と
、
同
社
と
契
約
を
結
ん
で
い

た
消
費
者
が
契
約
の
履
行
に
対
し
て
不
安
を
覚
え
、
相
談
に
お
よ
ぶ
事
例
も
少
な
か

ら
ず
あ
る
。
平
成
17
年
５
月
に
は
認
知
症
高
齢
者
を
狙
っ
た
悪
質
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

　
消
費
生
活
相
談
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被
害
が
社
会
問
題
化
し
た
。

　

こ
の
頃
の
消
費
者
行
政
は
、
対
象
と
な
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
応
じ
て
多
数
の
省

庁
に
ま
た
が
っ
て
対
応
し
て
お
り
、
そ
れ
が
事
故
発
生
時
に
お
け
る
行
政
の
対
応
の

遅
れ
の
原
因
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
国
は
、
平
成
21
年
９
月
１
日
に
「
消
費

者
行
政
を
統
一
的
、
一
元
的
に
推
進
し
て
い
く
強
力
な
権
限
を
有
す
る
組
織
」
と
し

て
「
消
費
者
庁
」
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、消
費
者
問
題
に
つ
い
て
調
査
・
審
議
し
て
、

消
費
者
庁
を
含
む
省
庁
に
対
し
て
建
議
等
を
行
う
第
三
者
機
関
の「
消
費
者
委
員
会
」

を
設
置
し
た
。
ま
た
、
同
じ
日
に
は
、
市
町
村
で
の
消
費
生
活
相
談
等
の
実
施
や
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
関
し
て
努
力
義
務
を
課
す
「
消
費
者
安
全
法
」
が
施
行

さ
れ
た
。

　

当
時
本
市
で
は
、
前
述
の
と
お
り
平
成
10
年
９
月
か
ら
消
費
生
活
相
談
を
行
っ
て

き
た
が
、
他
市
町
で
一
般
的
な
「
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
の
名
称
を
用
い
て
い
な
い

こ
と
も
あ
り
、「
登
別
市
に
は
消
費
生
活
相
談
に
関
す
る
窓
口
が
な
い
」
と
考
え
る

市
民
が
少
な
か
ら
ず
い
た
。
そ
の
た
め
、
本
市
で
は
、
平
成
21
年
10
月
１
日
に
「
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
を
新
た
に
設
置
し
て
、
市
広
報
紙
に
も
記
事
を
掲
載
す
る
な
ど

し
て
消
費
生
活
相
談
の
窓
口
に
つ
い
て
の
周
知
を
行
っ
た
。
ま
た
、
国
が
消
費
者
庁

の
設
置
と
と
も
に
、
消
費
生
活
相
談
の
体
制
等
を
充
実
す
る
た
め
に
設
け
た
消
費
者

行
政
推
進
交
付
金
を
活
用
し
て
「
消
費
者
行
政
活
性
化
事
業
」
を
実
施
し
た
。
同
事

業
で
は
、
相
談
者
が
相
談
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
、
平
成
22
年
10
月
に
市
役

所
庁
舎
内
を
改
修
し
て
、
相
談
室
３
室
を
設
け
た
。

　

さ
ら
に
平
成
28
年
４
月
１
日
、「
地
域
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
」
や
「
消

費
生
活
相
談
体
制
の
強
化
」
な
ど
を
目
的
に
行
っ
た
「
消
費
者
安
全
法
」
の
一
部
改

正
に
よ
っ
て
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
組
織
体
制
や
、
従
事
す
る
職
員
の
資
格
に
つ

い
て
条
例
に
盛
り
込
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
市
も
、
平
成
28
年

４
月
１
日
に
「
登
別
市
消
費
生
活
条
例
」
に
登
別
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
設
置
等

に
関
す
る
規
定
を
加
え
る
一
部
改
正
を
行
っ
た
。
こ
の
改
正
に
合
わ
せ
て
、
高
齢
者

な
ど
消
費
生
活
上
特
に
配
慮
が
必
要
と
な
る
消
費
者
の
状
況
を
見
守
る
た
め
の
消
費

者
安
全
確
保
地
域
協
議
会
と
し
て
「
登
別
市
消
費
者
被
害
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を

立
ち
上
げ
た
。
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
登
別
市
は
い
か
い
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
基
盤
に
室
蘭
警
察
署
の
職
員
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
、
市
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
消
費
生
活
相
談
員
２
名
を
配
置
し
て
、
消
費

生
活
相
談
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
各
町
内
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
や
市
内
高
等
学
校
か

ら
の
要
請
に
よ
っ
て
振
り
込
め
詐
欺
を
は
じ
め
と
す
る
特
殊
詐
欺
防
止
等
の
内
容
を

寸
劇
等
で
紹
介
す
る
出
前
講
座
や
、
大
型
店
の
店
舗
前
な
ど
で
の
街
頭
啓
発
を
行
っ

た
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
間
に
も
消
費
者
問
題
は
本
市
内
で
発
生
し
て
お

り
、
そ
の
解
決
方
法
に
つ
い
て
市
民
等
か
ら
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
推
移
を
デ
ー
タ
が
あ
る
平
成
11
年
度
以
降
で
確
認
す
る
と
、
相
談
事
項
の
約

８
割
が
「
販
売
方
法
」
と
「
契
約
解
除
」
で
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。（
図

表
２-

４-

９
参
照
）

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
が
拡
充
さ
れ
、
本
市
も
条
例
改
正
を
行
っ
た
平
成
15
年

頃
に
は
、
同
制
度
の
周
知
を
国
や
地
方
自
治
体
が
積
極
的
に
行
っ
て
い
た
効
果
が

あ
っ
た
こ
と
や
、
平
成
16
年
度
の
架
空
請
求
に
関
す
る
相
談
な
ど
が
あ
り
、
相
談
件

数
が
増
加
し
た
。
そ
の
後
は
、
特
別
に
増
加
す
る
年
度
は
な
い
も
の
の
、
一
定
数
の

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

現
在
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
主
に
消
費
生
活
相
談
の
受
付
と
苦
情
処
理
の

た
め
の
あ
っ
せ
ん
を
担
っ
て
お
り
、
啓
発
活
動
に
つ
い
て
は
、
登
別
消
費
者
協
会
が
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（単位：件)

契約 
解除

販売 
方法

価格 
料金

表示 
広告

接客 
対応

品質 
管理

安全 
衛生

法規 
基準 その他 総数

平成11年度 45 42 3 2 17 6 1 2 3 121
平成12年度 51 55 11 4 19 2 3 - - 145
平成13年度 77 74 36 12 19 5 3 1 4 231
平成14年度 114 113 50 8 15 6 1 6 4 317
平成15年度 156 177 62 30 15 7 2 2 4 455
平成16年度 365 356 60 11 14 3 - - 2 811
平成17年度 298 278 55 32 23 4 3 - 9 702
平成18年度 264 271 80 33 13 - 11 2 4 678
平成19年度 196 156 53 29 7 8 7 7 9 472
平成20年度 146 130 21 23 8 10 14 2 5 359
平成21年度 137 106 26 20 20 5 6 3 7 330
平成22年度 122 107 20 11 22 7 12 1 6 308
平成23年度 118 115 31 22 27 6 6 10 3 338
平成24年度 138 123 48 30 39 6 8 8 4 404
平成25年度 153 137 37 28 26 8 14 10 1 414
平成26年度 127 102 21 31 15 5 10 4 2 317
平成27年度 125 98 35 33 8 6 3 9 - 317
平成28年度 150 126 23 41 23 10 6 6 2 387
平成29年度 221 170 40 39 17 8 4 3 - 502
平成30年度 206 198 35 32 19 18 7 - 1 516
令和元年度 199 173 30 36 19 16 4 2 4 483

図表2-4-9　消費者相談件数の推移

行
う
と
い
っ
た
役
割
分
担
の
下
、
消
費
者
行
政
の
推
進
に
努
め
て
い
る
。

市
民
の
消
費
生
活
に
つ
い
て
の
意
見
や
消
費
者
問
題
の
実
態
を

把
握
し
、
こ
れ
に
対
し
て
適
切
な
行
政
上
の
措
置
を
行
い
、
市

民
生
活
の
安
定
と
向
上
を
進
め
る
た
め
に
、
本
市
で
は
、
昭
和
47
（
１
９
７
２
）
年

７
月
15
日
に
市
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
15
人
に
対
し
て
委
嘱
状
を
交
付
し
た
。
こ
の
モ

ニ
タ
ー
は
、
市
民
公
募
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
、
委
嘱
期
間
は
１
年
間
と
し
、
消
費
生

活
に
関
す
る
苦
情
、
意
見
、
要
望
な
ど
を
本
市
に
提
出
す
る
こ
と
や
、
本
市
が
行
う

ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
各
種
調
査
に
協
力
す
る
こ
と
な
ど
の
役
割
を
担
っ
た
。
ま
た
、
同

モ
ニ
タ
ー
か
ら
の
報
告
を
基
に
登
別
消
費
者
協
会
に
委
託
し
て
集
計
す
る
価
格
動
向

調
査
も
毎
月
10
日
に
実
施
さ
れ
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

公
表
し
て
き
た
。

　

し
か
し
、
北
海
道
も
同
様
に
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
実
施
し
て
お
り
、
物
価

調
査
の
対
象
と
な
る
品
目
等
も
類
似
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
平
成
23
（
２
０
１
１
）

年
度
を
も
っ
て
市
の
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
一
度
休
止
す
る
こ
と
と
し
、
同
モ

ニ
タ
ー
か
ら
の
報
告
を
基
に
実
施
し
て
い
た
価
格
動
向
調
査
も
廃
止
さ
れ
た
。
同
モ

ニ
タ
ー
制
度
自
体
は
、
一
度
の
休
止
を
経
て
、
平
成
25
年
４
月
１
日
を
も
っ
て
廃
止

し
た
。

道
内
に
お
け
る
消
費
者
協
会
の
設
立
は
、
公
害
運
動
を

要
因
と
す
る
消
費
者
運
動
の
高
ま
り
に
よ
っ
て
昭
和
36

（
１
９
６
１
）年
４
月
に
設
立
さ
れ
た「
北
海
道
消
費
者
協
会
」が
は
じ
ま
り
で
あ
る
。

地
域
協
会
と
し
て
は
昭
和
40
年
11
月
に
帯
広
消
費
者
協
会
が
発
足
し
て
い
る
。

　

本
市
内
で
も
多
数
の
有
志
が
、
昭
和
48
年
当
時
、「
消
費
者
が
団
結
し
て
よ
り
良

　
市
消
費
生
活

　
モ
ニ
タ
ー

　
登
別
消
費
者
協
会
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い
消
費
生
活
を
送
る
た
め
に
必
要
な
知
識
を
得
る
機
会
を
創
出
し
て
い
こ
う
」
と
し

て
、
消
費
者
の
組
織
化
を
推
進
す
る
必
要
性
を
唱
え
は
じ
め
、
翌
49
年
11
月
に
「
登

別
消
費
者
協
会
設
立
準
備
委
員
会
」
が
発
足
し
た
。
同
委
員
会
は
、
市
内
各
地
域
の

連
合
町
内
会
会
長
、
北
海
道
や
市
の
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
な
ど
11
名
が
発
起
人
と

な
っ
て
発
足
し
た
も
の
で
あ
る
。
発
起
人
は
、
趣
旨
に
賛
同
す
る
市
民
の
加
入
へ
の

呼
び
か
け
に
努
め
、
そ
の
結
果
、
昭
和
50
年
５
月
28
日
に
会
員
数
３
３
４
名
に
よ
っ

て
設
立
総
会
を
開
催
し
、「
登
別
消
費
者
協
会
」
が
発
足
し
た
。

　

登
別
消
費
者
協
会
で
は
、昭
和
50
年
７
月
30
日
に
昭
和
50
年
度
定
期
総
会
を
開
催
、

翌
31
日
、
北
海
道
消
費
者
協
会
へ
の
加
入
を
決
定
、
同
年
12
月
13
日
に
は
「
登
別
消

協
だ
よ
り
」
第
１
号
を
発
行
す
る
な
ど
消
費
者
意
識
の
向
上
に
向
け
て
活
発
な
活
動

を
開
始
し
た
。
同
50
年
12
月
20
日
に
は
幌
別
生
活
館
内
に
事
務
所
を
開
設
し
、
そ
の

後
、
昭
和
60
年
４
月
１
日
に
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
千
歳
町
）
内
に
移
転
し
て
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

　

発
足
以
降
の
主
な
活
動
は
、
登
別
消
費
者
大
会
や
登
別
消
費
生
活
展
の
開
催
、
毎

年
５
月
30
日
の
「
消
費
者
の
日
」
に
合
わ
せ
た
街
頭
啓
発
活
動
、
年
２
回
（
８
月
及

び
12
月
）
の
商
品
試
買
量
目
調
査
（
市
が
業
務
委
託
）、
く
ら
し
や
食
の
安
全
・
安

心
を
実
践
す
る
講
演
会
や
料
理
講
習
会
の
開
催
な
ど
で
、
そ
の
他
ま
ち
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
ま
つ
り
、
シ
ル
バ
ー
ま
つ
り
や
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
も
出
店
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
に
加
え
て
、
近
年
は
日
常
生
活
に
関
わ
る
環
境
問
題
に
つ
い
て
も

取
組
を
進
め
て
お
り
、
平
成
20
（
２
０
０
８
）
年
７
月
１
日
に
は
、
登
別
・
室
蘭
・

伊
達
３
市
の
消
費
者
、
事
業
者
及
び
行
政
が
連
携
し
て
、
地
球
に
や
さ
し
い
エ
コ
ラ

イ
フ
の
確
立
に
向
け
た
「
レ
ジ
袋
削
減
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
、
そ
の
他
、
牛

乳
パ
ッ
ク
で
の
「
紙
す
き
」
や
古
い
傘
の
布
を
用
い
て
マ
イ
バ
ッ
ク
を
製
作
す
る
教

室
も
開
催
し
て
い
る
。

　

ま
た
、多
発
し
て
い
る
悪
質
商
法
か
ら
消
費
者
を
守
る
た
め
に
開
催
し
て
き
た「
出

前
講
座
」
を
継
続
し
て
開
催
す
る
と
と
も
に
、
平
成
30
年
度
か
ら
は
、
市
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
が
取
り
組
ん
で
き
た
「
３
歳
児
健
診
時
及
び
年
金
支
給
日
の
啓
発
活
動
」

を
同
セ
ン
タ
ー
に
代
わ
り
実
施
し
て
い
る
。

　

歴
代
会
長

初
代　

河
野　

敏
文　

昭
和
50
年
度
～
53
年
度

２
代　

三
井　

松
雄　

昭
和
54
年
度
～
55
年
度

３
代　

河
野　

敏
文　

昭
和
56
年
度
～
平
成
２
年
度

４
代　

伊
達　

豊
子　

平
成
３
年
度
～
９
年
度

５
代　

遠
藤
喜
美
子　

平
成
10
年
度

６
代　

掛
端　

榮
子　

平
成
11
年
度
～
16
年
度

７
代　

田
村　

キ
ン　

平
成
17
年
度
～
18
年
度

８
代　

掛
端　

榮
子　

平
成
19
年
度
～
20
年
度

９
代　

垣
内
登
紀
子　

平
成
21
年
度
～
令
和
元
年
11
月

（
会
長
代
理
）

　
　
　

安
達　

陽
子　

令
和
元
年
11
月
～
２
年
３
月

10
代　

安
達　

陽
子　

令
和
２
年
４
月
～
現
在

　

参
考
文
献

・
登
別
市
『
広
報
の
ぼ
り
べ
つ
』
各
号

・
消
費
者
庁
『
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
消
費
者
２
０
１
４
』
２
０
１
４
年
２
月

・
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
『
国
民
生
活
ウ
ェ
ブ
版
50
号
』（
田
口
義
明
「
消
費
者
運
動
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の
歴
史
（
戦
後
～
１
９
６
０
年
代
）」
平
成
28
年
９
月

・
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
『
国
民
生
活
ウ
ェ
ブ
版
50
号
』（
田
口
義
明
「
消
費
者
運
動

の
歴
史
（
１
９
７
０
年
代
～
１
９
８
０
年
代
）」
平
成
28
年
10
月

・
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
『
国
民
生
活
ウ
ェ
ブ
版
50
号
』（
田
口
義
明
「
消
費
者
運
動

の
歴
史
（
１
９
９
０
年
代
～
２
０
０
０
年
代
）」
平
成
28
年
11
月

・
登
別
消
費
者
協
会
『
10
年
の
あ
ゆ
み
』
昭
和
60
年
９
月

・
登
別
消
費
者
協
会
『
20
年
の
あ
ゆ
み
』
平
成
７
年
５
月
25
日

・
登
別
消
費
者
協
会
『
30
年
の
あ
ゆ
み
』
平
成
17
年
11
月
15
日

・
登
別
消
費
者
協
会
『
40
年
の
あ
ゆ
み
』
平
成
28
年
３
月
18
日
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